
社説タイトル一覧　2016年

1 ページ

朝日新聞 産経新聞 日経新聞 毎日新聞 読売新聞 北海道新聞 河北新報 中日・東京新聞 西日本新聞
５年目の安倍政権
首相の姿勢　寛容
さを国内政治にも

キトラ壁画修復
史跡の新たな活
用法を示した

年末株価上昇　ト
ランプ氏に救われ
た

５年目の安倍政権
アベノミクス　的は
外れツケが増えた

給付型奨学金　学
ぶ意欲ある若者
への支援に

新学習指導要領
現場を支える体制
こそ

慰安婦合意　後戻
りさせないために

拉致問題　何一つ
進展なく越年する

東芝は不可解な
「巨額損失」の経
緯解明を

電通社長辞任へ
過重労働一掃の
契機に

電通社長辞任へ
企業経営者への
強い警鐘だ

靖国参拝　「真珠
湾」は何だったか

電通社長辞任へ
「残業文化」は通
用しない

トップ辞任に及ん
だ過労自殺

少子化と保育　ま
だ危機感が足りな
い

南スーダン情勢
安定構築へ外交
努力強めたい

真珠湾訪問　「戦
後」は終わらない
電通違法残業　他
社の話ではすま

政府と沖縄県　こ
の不条理いつまで

北陸新幹線の延
伸　見切り発車は
禍根を残す

企業は長期の視
点でＲＯＥ向上目
指せ

辺野古埋め立て
性急過ぎる工事
再開だ

２０１６回顧・世界
ポピュリズムの激
震が走った

辺野古工事再開
沖縄の声無視す
るのか

トランプ体制　文
民統制は大丈夫
か

藻類バイオ燃料
本格的国産体制
に道筋を

天皇退位問題
「一代限り」のおか
しさ

ノロウイルス　手
を洗い水分補給し
よう

鳥インフルに最大
限の警戒を

日韓合意１年　将
来にわたって尊重
を

同一賃金指針　非
正規の処遇改善
を着実に

首長と議会　接点
を探る努力が大
事

ネットの偽情報
玉石混交と呼ば
れまい

育児休業延長　男
性の取得を増やさ
ねば

南スーダン　流血
回避の努力こそ

糸魚川市の大火
木造密集地の対
策を急げ

同一労働・賃金
大きな改革への
一歩に

２０１６回顧・日本
歴史のページに
刻まれる１年

同一労働・賃金
格差是正につな
げたい

ベルリン・テロ　そ
れでも寛容保つ決
意

スペースワールド
跡地の有効活用
に知恵を

災害この１年　タ
イムラインで備え
を

「遼寧」が太平洋
に　傍観せず空母
導入考えよ

国連の軍縮協議
「核なき世界」の
推進を

遼寧太平洋進出
中国空母の展開
に警戒怠れぬ

国の減反廃止　縮
小から脱する契機
に

イチエフ 廃炉の
現場から＜読者
から＞　ともに考

民進党　内向き志
向ではじり貧だ

原発事故負担　国
会で幅広く検討を

朝鮮学校への補
助　不適切な公金
支給やめよ

成長底上げへ長
期志向の改革を
怠るな

五輪の開催経費
納得がいく分担協
議を

ノロウイルス　手
洗いが感染防止
の基本だ

政権復帰４年　ど
こまで続く「道半
ば」

同一賃金の指針
口約束で終わら
せるな

酒税見直し　簡
素・公平をいうな
ら

東京都議会　都政
不信への敏感さ
欠く

再生医療の産業
化を進めよう

まとめサイト　ビジ
ネスといえるのか

防衛予算増額　機
動的な対処能力
を高めたい

道開発予算　基盤
づくりは新発想で

慰安婦合意１年
一人でも多くに償
いを

新指導要領　現場
の不安にこたえよ

ストーカー規制
国会の怠慢に終
止符打て

出生数100万人割
れが示す危機に
向き合え

新学習指導要領
質、量の負担増が
心配だ

東京五輪総経費
果たして正確な金
額なのか

防衛費最大更新
「脅威」便乗が目
に余る

クマと人間　適度
な距離を保つには

同一賃金の指針
案　待遇改善と同
時に育成を

無理がある大学
の立地規制

西宮市長の発言
分別が足りないの
では

北部訓練場返還
沖縄負担減を現
実的に進めよ

給付型奨学金　さ
らなる拡充が必要
だ

防衛費　優遇はし
わ寄せを生む

独トラックテロ　排
外主義を勢いづ
けるのか

日高線廃止伝達
既成事実化を急ぐ
のか

政府予算案　財政
は国の形である

五輪会場決着　態
勢立て直し再出発
を

天皇陛下８３歳
退位の議論に拙
速は禁物だ

五輪の地方経費
安易な押し付け認
めぬ

防衛費５兆円超
「節度」なき膨張を
憂う

財政再建　税収増
頼みの危うさ

イプシロン　宇宙
ビジネスの牽引役
に

３党合意の次の一
体改革の検討に
入れ

来年度予算案　漫
然と借金に頼る怖
さ

訓練場返還　か
えって溝を深めた

天皇陛下８３歳
衆知集め「譲位」
に答えを

もんじゅ失敗の総
括が先だ

除染に国費投入
国民の理解が大
前提だ

もんじゅ廃炉　失
敗認め、現実を見
よ

独トラック突入　全
容解明し死角をふ
さげ

五輪は費用の協
議を急ぎ理念の
明確化を

もんじゅ廃炉　サ
イクル断念が本筋
だ

学習指導要領　読
解力の向上につ
なげたい

相次ぐテロ　根底
の「シリア」解決を

もんじゅ廃炉　原
発依存にサヨナラ
を

「辺野古」国勝訴
司法判断でも解
決しない

相次ぐテロ　国際
結束の再構築を

もんじゅ廃炉　総
括経て実証段階
に進め

非正規の賃上げ
は能力向上で

ベルリンテロ　独
社会の分断を恐
れる

もんじゅ廃炉　後
継開発に失敗の
教訓生かせ

旭川公契約条例
適正な賃金への
一歩だ

東京五輪の予算
ぜいたくはそぎ落
とせ

新学習指導要領
現場の理解と協
力が要る

辺野古訴訟　民意
を封じ込める判決

「辺野古」判決　知
事は和解条項の
尊重を

円滑な日米同盟
には沖縄の理解
が必要だ

辺野古で県敗訴
政治的な解決に
努力を

日大東北相撲部
暴力は指導でなく
犯罪行為だ

不登校の対策　た
ゆみない見直しこ
そ

辺野古判決　沖縄
の声を聞かぬとは

オスプレイ　あき
れる政府の再開
容認

新奨学金制度　心
もとない船出だ

原発事故の処理
再稼働で国民負
担減らせ

待機児童対策の
手を緩めるな

シリア情勢　憂う
べき流血の連鎖
だ

辺野古判決確定
翁長氏は徹底抗
戦続けるのか

「辺野古」県敗訴
最高裁の姿勢問
われる

北陸新幹線延伸
早期開業へ知恵
絞れ

宮崎で鳥インフル
感染拡大の阻止
に全力を

オスプレイ再開
県民より米軍なの
か

金正恩体制　核放
棄迫る圧力絶や
すな

中国の構造改革
遅らせる不動産バ
ブル

オスプレイ再開
政府はなぜ認め
たのか

米潜水機奪取　衝
突を煽る中国の
実力行使だ

鳥インフル　養鶏
場での処分に課
題

オスプレイ　飛行
再開、理解できぬ

寒波本番へ　九州
でも大雪への警
戒を

潜水機事件　看過
できぬ中国の行
動

日欧ＥＰＡ　機を逃
さず大枠合意せよ

米ロはシリア和平
へ連携を

税収不足　円安頼
みの危うさ示す

北陸新幹線延伸
熟慮を欠く決定に
疑問が残る

オスプレイ再開
不安置き去りのま
まか

子の引き渡し　連
れ去りを生まぬよ
う

 政治資金　いつ
まで続く「二重取
り」

北陸新幹線　あま
りに前のめりだ

トランプ米次期大
統領もドゥテルテ
比大統領も日本も
南シナ海での中
国の不当活動を

国際社会の安定
へ問われる国連
の役割

「天皇退位」　方向
性の提示は丁寧
に

小池氏ＶＳ都議会
改革の推進には
協調も必要だ

カジノ法成立　議
論を一からやり直
せ

北朝鮮核問題　現
状打破へ対話模
索を

医療・介護改革
負担増も透明性
が重要だ

ゴーン改革の第２
幕開けるか

米国の利上げ　新
政権が新たなリス
ク

日銀短観改善　新
規投資で成長へ
の布石打て

五輪会場決着　さ
らなるコスト削減
を

高齢者負担増　将
来像示し不安なく
せ

有明アリーナ　必
要な投資まで惜し
むな

円安でも用心深い
企業心理

国連加盟６０年
国際協調の旗を
掲げて

国連加盟６０年
発言力確保へ役
割を果たそう

年金制度改革　土
俵整え新たな議
論を

国連加盟６０年
初心に戻り積極関
与を

カジノ解禁法成立
国の無責任さ見
過ごせぬ

開かれた組織でイ
ノベーションの加
速を

五輪会場決着　壁
に当たった小池劇
場

オスプレイ事故
米軍は再発防止
策を徹底せよ

トランプ新政権
世界の信頼得ら
れるか

日ロ首脳会談　あ
まりに大きな隔た
米国次期政権　原
則重んじる外交を
カジノ法成立　課
題の解決策を示
せ

オスプレイ事故
究明と再発防止
に徹せよ

米利上げは超低
金利時代の転機
となるか

年金改革　与野党
は認識の共有を

ＦＲＢ利上げ　トラ
ンプ政策と連携で
きるか

日ロ首脳会談
「領土」の本質見
失うな

臨時国会「閉会」
結局、カジノのた
めか

米国利上げ　見極
めたい新政権の
政策

米国の利上げ　不
透明な情勢、注視
を

米金融政策　利上
げペースには注
意を

カジノの不安をど
う拭う

オスプレイ大破
住民を危険にさら
すな

カジノ法成立　深
刻な副作用踏ま
え再考せよ

米金利上げ　負の
影響に警戒が必
要

イチエフ 廃炉の
現場から＜４＞
あふれ出る汚染

カジノ法成立　問
題点が山ほどある
のに

議会政治　さらけ
出した機能不全

こうのとり　宇宙開
発の将来像を示
せ

原発事故の処理
をやり抜く東電改
革に

カジノ法成立　ま
た政治不信が
募った

原発事故処理費
東電改革の実行
力が問われる

オスプレイ事故
やはり起きてし
まった

オスプレイ事故
家の上に落ちてい
たら

臨時国会　「言論
の府」の看板が泣
く

オスプレイ大破
懸念が現実になっ
た

中国の虚偽宣伝
挑発許さず領空
守り抜け

アジア政策が不安
な米人事

トランプ人事　超
大国の独走が心
配だ

年金改革法成立
世代間で痛みを
分かち合おう

民進党迷走　カジ
ノ採決なぜ応じた

イチエフ 廃炉の
現場から＜３＞
４０年の値段はい

オスプレイ事故
これで安全といえ
るのか

2016/12/20

2016/12/21

2016/12/22

１７年度予算案
「未来への投資」
となり得るか

2016/12/23

来年度予算案　成
長に資する改革
足りぬ　円安頼み
の財政運営を脱
せよ

高齢者の医療・介
護　一律優遇では
持たない

学校はゆたかな
「知」を築けるか

2016/12/24

2016/12/25

進む円安・株高／
「負」の影響と先
行き注視を

辺野古訴訟　沖縄
県敗訴／「北風」
では解決が遠のく

福島・部活動で暴
力／学校側の感
度が鈍すぎる

政府予算案　成長
も財政再建も危う
い

誠意と熟議の国
民総意に　天皇誕
生日に考える

来年度政府予算
案／アベノミクス
の限界如実に

２０１７年度予算
案　これでは「総
活躍」できぬ

飯塚市長賭け事
自覚のなさにあき
れ返る

東京五輪の費用
分担／開催自治
体の不信感払拭
を

もんじゅ廃炉　核
燃サイクルも見直
しを

ソ連崩壊２５年を
経て　週のはじめ
に考える

滞納整理機構／
危うさ漂う徴税第
一主義

全国紙 ブロック紙

互恵が歴史を動
かす　安倍・プー
チン会談

日ロ首脳会談　領
土解決の新たな
一歩に

憲法論議　「共通
の土俵」まだ見え
ず

ビールの税はな
ぜ高い　週のはじ
めに考える

ノロウイルス／宮
城で大流行　東北
は要警戒

ネット資金調達
適切な支援者の
保護策を

科学者は人類を
愛せ　大学と軍事
研究

岩手県がタイムラ
イン／水害へ先手
必勝の防災図れ

2016/12/15

2016/12/16

日露首脳会談
「領土」解決へ重
要な発射台だ

日露首脳会談　領
土交渉の出口見
えず

出方見極め冷静
に対ロ交渉継続を

日露首脳会談
「法と正義」の原
則崩せぬ

2016/12/17

2016/12/18

2016/12/19

退位問題有識者
会議／象徴の意
義もっと深めて

カジノ法成立／今
後に禍根残した国
会運営

北方領土交渉　原
点から態勢を立て
直せ

北方領土と経済
活動／打開の「突
破口」となるのか

2016/12/26

欧州は結束固め
危機の連鎖を防
げ

2016/12/27

2016/12/28

首相真珠湾訪問
日米は「和解の
力」を実践せよ

首相の真珠湾訪
問　和解を地域安
定の礎に

「真珠湾の和解」
を世界安定の礎
に

真珠湾での慰霊
平和保つ同盟を
確認した

2016/12/29

2016/12/30

回顧２０１６　協調
と和解の失速止
めよ　「予想外」に
たじろがぬ結束を

株価に映った不確
実性への備えを

ニッポン２０１６年
このまま流されま
すか

2016/12/31

天皇退位の論点
「国民の総意」へ
の土台を

日欧経済連携交
渉／国民はまたも
「蚊帳の外」か

特定秘密保護法２
年／監視機能の
強化が急務だ

育児休業延長／
男性の取得促す
実効策必要

首相真珠湾訪問
和解の精神を広
げてこそ

和解の力、アジア
にこそ　首相、真
珠湾で慰霊

首相、真珠湾で慰
霊／これから問わ
れる同盟の絆

首相、真珠湾で慰
霊　和解と反省
終わりはない

地方鉄道の苦境
地域振興に生か
す発想を

理想の旗を高く掲
げて　年のおわり
に考える

岩手・矢巾中２自
殺／いじめの認定
胸に刻んで

回顧２０１６　周囲
にもっと耳傾けよ
う

２０１６年回顧
「想定外」駆け
巡った１年

被爆国の気概が
ある　大みそかに
考える

東日本大震災　６
度目の歳末／暮
らしの復興　死角
はないか
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情報サイト　公共
性をどう守るか

記述式の入試　人
材育てる労を惜し
むな

支障なく副業がで
きる環境整備を丁
寧に

辺野古訴訟　疑問
残る最高裁の姿
勢

がん対策　働く患
者の安心実現を

介護の負担増　制
度への信頼が揺
らぐ

相模原事件検証
共生社会への歩
み着実に

休眠預金活用　透
明性と工夫を大切
に

北方領土交渉　主
権回復への原則
を貫け

透明な休眠預金
の活用を

相模原事件検証
再発防止には不
十分だ

ビール税見直し
公平な制度への
一歩に

イチエフ 廃炉の
現場から＜２＞
正体不明、所在不

高速炉開発　「も
んじゅ」の反省ど
こへ

小池都政　情報公
開というのなら

相模原殺傷報告
刑法の大改革に
踏み込め

コメの減反廃止を
看板倒れにするな

駆け付け警護　油
断なく任務の遂行
を

まとめサイト　収
益最優先のつけ
は大きい

福島事故負担　安
易なツケ回し通ら
ぬ

相模原事件報告
監視強化が気が
かりだ

国際学力テスト
読解力の養成に
努めたい

教育機会法　不登
校対策で終わるな

ノーベル賞講演
独創育む社会を
築きたい

造船の公正な競
争条件確保を

託送料の上乗せ
国会を通さない増
税だ

川内運転再開　原
発正常化へ実績
を重ねたい

日中韓会談越年
対話の空白は防
がねば

イチエフ 廃炉の
現場から＜１＞
日常は帰ってくる

玄海原発　「離島
の避難」は大丈夫
か

2016/12/12
相模原の事件　再
発防止の歩み着
実に

読解力低下　言葉
重視し考える指導
に

貿易自由化交渉
を切れ目なく加速
せよ

ＴＰＰ承認　次へ
備えたステップに

ＰＩＳＡ調査　学習
意欲と読解力を高
めよう

北方領土交渉　帰
属確認の原則を
貫け

国際学力調査　政
策見直す鏡にしよ
う

川内再稼働　安定
運転で原発の回
復を

宇宙産業の自立
を促すには

三反園知事　看過
できない変節ぶり

相模原事件検証
情報共有が再発
防止の基盤だ

川内原発と知事
「権限はない」と言
うが

原発事故負担　つ
ぎはぎで済むの
か

朴大統領弾劾　保
守勢力は立て直し
急げ

朴氏弾劾でも韓
国の政治不信は
消えない

朴大統領弾劾　韓
国政治の混乱を
最小限に

ＴＰＰ承認　交渉
の基盤にはならぬ

朴大統領弾劾　密
室政治の報いは
重く

韓国大統領弾劾
国政の漂流長引
かせるな

朴大統領弾劾　正
常化急ぐ道筋論
議を

ＴＰＰ承認　成果を
無にせぬ方策探
れ

欧州中銀の苦悩
示す緩和縮小

ＴＰＰ承認　自由
貿易体制の旗を
降ろすな

朴氏弾劾可決　早
期辞任しか道はな
い

ＴＰＰ国会承認
通商政策の再構
築を

部落差別解消法
「人権」守る社会
の指標に

所得税　「再分配」
へ抜本改革を

情報まとめサイト
送り手の責任極
めて重い

働き方改革への
決意が見えぬ税
制改正

厚木最高裁判決
騒音被害に冷た
すぎる

厚木騒音訴訟　海
自の公益性重ん
じた最高裁

税制改正大綱　配
偶者控除に残る
「壁」

与党税制大綱　ど
こが「改正」なの
か

税制改正大綱　看
板倒れの「働き方
改革」

厚木基地判決　住
民の人権の視点
欠く

税制改正大綱　活
力ある社会に資
するか

都議会のあしき慣
行を正せ

国際学力テスト
基礎になる豊かな
言葉

与党税制大綱　社
会保障財源の視
点に欠ける

厚木最高裁判決
「住民救済」が後
退した

三反園知事　声な
き声が泣いている

党首討論　骨太の
政策論を聞きたい

党首討論　安倍さ
ん、あんまりだ

ＮＨＫ新会長　公
正な放送へ責務
果たせ

ネット情報の粗製
乱造なくす努力を

カジノ法案　再考
の府も審議放棄
か

ＮＨＫ会長交代
統治欠く経営の再
建が急務だ

国際学力調査　学
びの「質」の向上
こそ

「１２月８日」　痛恨
の教訓をかみしめ
て

ＮＨＫ新会長　３年
間の混乱を教訓
に

日米防衛相会談
安全保障の空白
を生むな

党首討論は国の
針路問う場に

党首討論　もっと
時間を延長せよ

党首討論　首相は
カジノの説明を尽
くせ

党首討論　責任逃
れは聞き飽きた

川内運転再開　知
事は脱原発の道
筋示せ

安倍首相　真珠湾
で何を語るか

反ＥＵの広がり
結束の否定では
解決せぬ

トランプ氏の企業
活動介入は禍根
を残す

首相が真珠湾へ
日米史の新たな
節目に

カジノ法案可決
参院審議で問題
点を洗い出せ

ＮＨＫ次期会長
公共放送の視点
を常に

カジノ法案　それ
が「美しい日本」
か

首相「真珠湾」慰
霊　日米和解の成
果を世界へ

原発費用負担　筋
通らぬ新電力懐
柔策

首相の真珠湾訪
問　まず靖国参拝
を再開せよ

ネット時代のＮＨＫ
像を示せ

ＮＨＫ会長交代
「籾井時代」の反
省生かせ

首相真珠湾へ　歴
史的な日米和解
の集大成に

首相、真珠湾へ
慰霊の旅で何を
語るか

高速炉開発会議
サイクルは切れて
いた

鳥インフル感染
警戒を強め防疫
の強化を

カジノ法案　「数の
力」を振り回すな

韓国秘書官メモ
法と証拠の大原
則に返れ

日米の真の友好
につながる真珠湾
訪問に

安倍政権　「道半
ば」は通用しない

税収減と予算案
痛み伴う歳出抑
制に取り組め

通信傍受の拡大
責任増す裁判所
の審査

首相、真珠湾へ
「不戦の誓い」を
世界に

欧州の混迷　政治
不信の直視を

トランプ氏と中国
暴走阻止する姿
勢を貫け

欧州安定へ伊は
混乱回避を

伊首相が辞意　反
ＥＵの増長が心配
だ

伊国民投票否決
首相辞任招いた
大衆迎合主義

トランプ相場　円
安・株高でも喜べ
ない

欧州の迷走　否定
の先が見えない

薬価見直し　納得
できる仕組みに

日教組トップ辞任
子供に顔向けでき
るのか

企業はビッグデー
タ元年への備え急
げ

配偶者控除維持
「働き方改革」に
値しない

行政レビュー　無
駄への斬り込みに
消極的だ

北方領土交渉　ロ
シアの真意が見え
ぬ

英ＥＵ離脱問題
青写真をしっかり
描け

国際刑事裁　人道
の「砦」を守ろう

五輪ボランティア
国民参加が社会
の活力に

和平をコロンビア
の発展に

高速炉開発　あて
のない無駄遣い
だ

日露外相会談　山
口での「成果」に
つながるか

高齢者の医療費
負担増に無理は
ないか

全農改革　だれの
ための農協か

配偶者控除　働く
「壁」を残す罪深さ

覚醒剤の再犯　更
生支える態勢の
強化を

トランプ氏の政策
で市場は安定す
るか

酒税の見直し　簡
素なのは度数比
例だ

ＮＩＳＡ新制度　若
者の投資促進に
一役買うか

もんじゅ後継　無
反省で突き進む
のか

企業団体献金
「禁止」の約束は
どこへ

高速実証炉　「も
んじゅ」の轍を踏
むな

北朝鮮制裁の厳
格な履行を

マグロの過食　妊
娠中は気をつけた
い

医療・介護改革
経済力に応じた負
担は妥当だ

沖縄訓練場返還
国の強権姿勢が
残す傷

ＯＰＥＣ減産　脱石
油を冷静、着実に

鳥インフルエンザ
早期対応で拡大
抑えよう

数合わせを超え
骨太な社会保障
論議を

対北朝鮮制裁　人
権でも圧力を強め
よ

鳥インフル感染
防疫態勢の再点
検を入念に

カジノ法案採決
やはり合点がいか
ない

カジノ法案可決
懸念や疑問は置
き去りか

北朝鮮制裁　日米
韓の結束再確認
を

ＯＰＥＣ減産　相場
安定へ監視の強
化を

拙速なカジノ解禁
は問題多い

ＯＰＥＣの減産　原
油高は歓迎できな
い

ＯＰＥＣ減産　原油
相場の安定へ協
調深めよ

原油減産へ　生活
への影響が心配
だ

対北朝鮮　日米韓
は連携の再確認
を

カジノ法案　危う
い賭博への暴走

カジノ解禁法案
懸念解消を先送り
するな

原油の減産合意
を市場安定につな
げよ

天皇退位の論点
国民合意を促す
土台に

対「北」制裁決議
核とミサイルの資
金源を断て

北朝鮮追加制裁
中国は誠実に履
行せよ

山・鉾・屋台　地域
支える文化遺産
に

ユネスコ遺産　登
録を伝統継承の
励みに

退位反対論　国民
意識との溝が深
い

対北制裁決議　抜
け穴ふさぐ努力続
けよ

退位論議の集約
に知恵絞れ

カジノ法案　唐突
な採決に反対する

カジノ法案審議
人の不幸を踏み
台にするのか

国立大交付金　野
放図な減額は疑
問だ

北朝鮮制裁決議
広範に核資金源
を断て

ＪＲ九州　上場に
浮足立つことなく

もんじゅ後継　無
責任さにあきれる

サイバー攻撃
「第５の戦場」を勝
ち抜け

農家のための全
農に生まれ変わる
ときだ

朴氏辞意表明　韓
国の混迷長期化
は不可避だ

鳥インフル　拡大
防止に万全尽くせ

年金抑制法案
「百年安心」へ残
る課題

ＪＡ全農　農業者
に向き合う改革を

延長国会　国民の
不安に向き合え

東京都と組織委
が見るに堪えない
さや当て合戦

五輪の未来も見
据えて準備を

「退位」意見聴取
憲法上の疑義は
拭えるのか

ＪＲ改ざん裁判
問われる安全へ
の姿勢

北陸新幹線延伸
京都先行開業も
一案

国会延長　丁寧に
審議を深めてこそ

韓国の危機　超党
派で国政の再建
を

会期延長　緊張感
持ち責務を果たせ

韓国の政治混乱
収拾へやむを得
ぬ決断だ

朴大統領　混迷深
めた「辞意表明」

南シナ海警備　Ａ
ＳＥＡＮ「海保」を
支えたい

会期延長　政権の
都合が最優先か

五輪会場見直し
「もったいない」を
貫け

東京五輪　これで
大丈夫なのか

朴大統領が辞意
決断を混迷収束
につなげ

電力の供給力確
保を促すには

五輪会場と経費
さらなる削減の努
力を

五輪会場見直し
コスト抑えつつ準
備の加速を

朴氏「退陣」表明
国会は速やかに
道筋を

朴大統領辞意　時
代の変化を見誤っ
た

全農改革　組合員
に選ばれねば

カストロ氏の死去
「革命」の美名捨
て自由を

年金制度の維持
へ国会は建設的
議論を

仏大統領選　欧州
の行方が問われ
る

法廷通訳人　誤訳
は冤罪の危険性
をはらむ

介護保険見直し
不安を解消する制
度に

市長逆転有罪　迷
走のつけは市民
に

年金法案　与野党
の枠超え知恵絞
れ

政治資金　地方は
透明化を急げ

配偶者控除　抜本
改革はまた先送り
か

欧州の針路問う
仏大統領選

カストロ氏死去
激烈を極めた理
想主義

臨時国会延長　年
金法案も確実に
成立させよ

鶴保氏の発言　沖
縄相の資質問わ
れる

国会会期　何のた
めの延長なのか

植物由来新素材
「軽くて強い」特性
生かせ

春闘　まだまだ賃
上げできる

世界エイズデー
治療と支援で流行
終結を

同一労働同一賃
金を生産性高める
テコに

外国人実習制度
不正への対応は
厳格に

宇宙関連法成立
民間のロケット開
発を促そう

立憲主義　順守が
論議の大前提だ

カストロ氏死去
平等社会求めた
精神

税のむだ遣い
「外の目」生かし
点検を

憲法審査会　議論
の阻止が立憲主
義か

悪質な旅の手配
代行減らせ

北海道と鉄道　維
持できる公共交通
を

配偶者控除　今の
見直し代案では不
十分だ

ポケＧＯで事故
過失では済まされ
ない

米ＴＰＰ離脱　グ
ローバリズム是正
を

カストロ氏死去
平等社会の夢、今
なお

美浜の運転延長
原発含め安定電
源確保を

小手先の配偶者
控除見直しで止め
るな

激震トランプ　市
場の活況　バラマ
キ期待は危うい

家庭教育支援　学
校と地域の連携を
深めよう

核のごみ　処分に
残る根本的疑問

休み

2016/12/5

2016/12/6

2016/12/7

2016/12/8

2016/12/9

朴氏の弾劾案可
決　正常化へ早期
の辞任を

2016/12/10

2016/12/11

福島の医療機器
産業／東北の底
上げへ旗振り役を

通信傍受の拡大
乱用への歯止め
を厳しく

衆院選区割り審
／地域の実情踏
まえて改定を

原発廃炉費用　原
則を安易にゆが
めるな

首相、真珠湾訪問
へ／中・韓にも和
解のモデルを

鳥インフル流行／
「予防」と「初動」で
拡大防げ

悲劇の記憶が蘇
る　開戦７５年に
考える

与党税制大綱／
控除改革　国民の
理解不可欠

「公益通報」見直
し／不正摘発へ
法の欠陥正せ

常磐線再開／地
域再生へ弾みを
付けたい

天災は忘れる間も
なく　週のはじめ
に考える

秘密保護法２年
課題残したまま進
む運用

2016/11/27
カストロ氏死去
社会主義の明と

「流しの公務員」
が行く　週のはじ

原発避難いじめ／
広域的な対応が

2016/11/28

2016/11/29

2016/11/30

年金改革法案　世
代間の信頼、再構
築を

2016/12/1

2016/12/2

2016/12/3

2016/12/4

再犯防止　更生へ
の確かな受け皿
を

高齢運転者の事
故／社会全体で
多角的な対策を

農業改革／所得
向上の道筋が見
えない

朴大統領辞任へ
韓国政治の立て
直し急げ

ボート長沼開催断
念／「復興五輪」
の理念はどこへ

韓国大統領辞意
／混乱の長期化
結束し回避を

北朝鮮制裁決議
／「負のスパイラ
ル」断たねば

歴史は怖く繰り返
す　トランプノミク
ス

カジノ法案／「負」
の部分から目そら
すな

防災・減災　津波
の情報伝達／「過
小評価」は信頼を
損ねる

地方が支える日
中関係　週のはじ
めに考える

東京五輪見直し
迷走を終わらせる
転機に

2016/12/13

プーチン氏会見
北方領土で際立
つ消極的姿勢

2016/12/14

原発事故の処理
策／国民不在の
結論は言語道断

防災・減災　拠点
「道の駅」／災害
対応の意識を万
全に
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沖縄と基地　「負
担軽減」への遠い
道

医療・介護改革
能力に応じて負担
したい

カリスマなき
キューバの行方

ＮＨＫ受信料　本
格的な値下げ議
論を

介護人材の確保
経験と技能を評価
した賃金に

カストロ氏死去
「革命の理想」な
お遠く

ＮＨＫ会長　公共・
独立守る人こそ

相模原大量殺人
再発防止に資す
る検証か

官民連携や広域
化で水道の基盤
を強固に

全農改革　看板
だったはずなのに

豊洲市場問題　幹
部処分を組織改
革の一歩に

年金改革法案　将
来への不安残す
採決

多難な日韓関係
合意は着実に進
めたい

漂流するＴＰＰ　通
商・成長戦略を練
り直せ

やさしい法律　市
民の視点を忘れ
ずに

自民とＪＡ　改革
の後退は許されな
い

技能実習制度の
抜本見直しを

中間貯蔵施設　本
格稼働へ態勢強
化を

全農改革　まず当
事者の覚悟が問
われる

原発避難いじめ
放置は法以前の
問題だ

満蒙開拓の実相
“負の歴史”伝え
続ける

原料原産国表示
消費者目線の基
準策定を

萩生田副長官　政
権中枢の発言に
驚く

軍事情報協定　円
滑運用へ努力欠
かせぬ

日韓の情報協定
共通の脅威への
備えだ

シェアビジネス
官民で信頼と安全
確保したい

日韓軍事情報　秘
密拡大の懸念が
残る

ＥＶの国際展開
避けられぬ排ガス
ゼロ

長崎感染症施設
安全確保には国
が責任を

日韓の協定　情報
交換で信頼強化
を

ＴＰＰ離脱宣言
米国第一は単な
る独善か

政務活動費　不正
広げた国会の責
任

軍事情報協定　日
韓の対北連携効
果が高まる

ＣＯＰ２２閉幕
「脱炭素」へ国際
協調を

憲法審査会　改憲
を前提とせずに

空港搭乗ミス　確
認不足は見過ご
せない

被災いじめ　再発
防止をめざすなら

柏崎刈羽原発　お
膝元は容認派を
選んだ

鶴保沖縄担当相
資金も言動も問題
多い

ＮＨＫ受信料　腰
据えた値下げ議
論が必要だ

鉄道網の維持　道
が前面に立つべ
きだ

高齢者の運転　加
害者になる前に…

不登校増加　復帰
を促す努力続けた
い

ＪＲ北海道　衆知
集め危機打開を

勤労への感謝
「いそしむ」の意義
顧みよ

再犯防ぐ道　就労
と学びの場がいる

首相南米訪問　貿
易と投資で成長を
支えたい

造船再編　地方企
業の底力示そう

ドイツの政治　反ト
ランプ的な価値観

チケット転売　互
いの利益になる方
策を

東日本で地震
「怖さ」思い出す契
機に

北方領土　返還な
き協力あり得ない

長期化する韓国
の政治混乱を憂
慮する

津波と避難　教訓
更に生かす努力
を

福島沖の地震　津
波の備えは十分
だったのか

福島沖地震　普段
の備えが奏功した

原発と地震　やは
り不安は消えない

福島沖Ｍ７．４
「不断の備え」徹
底したい

米ＴＰＰ離脱　複
眼思考で対応を

津波警報　命守る
ため迷わず逃げ
ろ

４選目指すメルケ
ル氏の難路

激震トランプ　ＴＰ
Ｐ離脱明言　米国
の利益にもならぬ

トランプ氏表明
「ＴＰＰ離脱」は
誤った判断だ

韓国の混乱　大統
領の責任で収拾
を

配偶者控除　女性
活躍の理念どこに

韓国政治混乱　大
統領は民意を見
極めよ

貿易の自由化　懐
疑論と向き合おう

「豊洲」来冬以降
に　公算示しつつ
検証重ねよ

自由貿易堅持へＴ
ＰＰをあきらめるな

日露交渉　新たな
状況を見極めよ

オプジーボ　高過
ぎる薬価は柔軟
に正そう

コンサ昇格　Ｊ１で
さらなる躍進を

原発避難いじめ
被害広げた大人
たち

日ロ首脳会談
「経済」しか見えて
こない

韓国の混乱　大統
領は捜査に協力
を

ＡＰＥＣ閉幕　結束
強めＴＰＰ頓挫防
げ

日ロ交渉は領土・
経済均衡で

朴槿恵大統領　国
政停滞の責任は
重い

韓国朴政権混迷
対北朝鮮で懸念
はないのか

ＡＰＥＣ　ひずみ正
す自由化こそ

温暖化対策会議
「脱炭素」が加速
する

ＡＰＥＣ宣言　改め
て自由貿易の旗
印を

日ロ首脳会談　原
則を踏みはずさず
に

がん基本法の改
正　安心して病と
闘うために

「トランプ旋風」乗
り越えパリ協定を
前へ

「天皇」有識者会
議　摂政論には無
理がある

ＴＰＰ首脳会合
高度な貿易合意
を無にするな

官製春闘４年目
疑問だらけの政治
介入

医療事故調１年
なぜ届け出が少
ないか

堺・男児不明　子
を守る体制の点
検を

参院の選挙制度
民主主義の根幹
を論じよ

福島の汚染土を
減らす努力を

税の無駄遣い　な
ぜ一向に減らない
か

日露首脳会談　領
土交渉進展は楽
観できない

日ロ首脳会談　経
済先行が気にか
かる

広がるクマ被害
冬だからと安心せ
ずに

原発事故賠償　事
業者の責任はどこ
へ

反ドーピング　不
正断つ覚悟世界
に示せ

トランプ氏はＦＲＢ
の独立性を尊重
せよ

激震トランプ　パリ
協定　合意ほごは
認められぬ

日ＡＳＥＡＮ　防衛
協力を重層的に
深めたい

対米外交　築いた
関係どう生かす

介護外国人材　受
け入れ方法を誤る
な

ＪＲ赤字路線　地
方交通の将来像
考えよ

原発の廃炉費は
丁寧な議論を

オプジーボ　高額
な薬価の是正策
を

ＣＯＰ２２閉幕
「全員参加」がパ
リ協定の核だ

オプジーボ　薬価
決定の透明化図
れ

日米関係　真の信
頼を築くために

原発避難いじめ
差別と偏見の根を
絶とう

信頼を土台に「中
身ある日米関係」
目指せ

激震トランプ　安
倍首相と会談　霧
中に踏み出した一

堺男児不明事件
虐待のサインを見
過ごすな

憲法審査会　権力
が鎖を解かぬよう

安倍トランプ会談
一喜一憂せずに
主体性を

豊洲市場問題　腰
をすえた移転対策
を

安倍トランプ会談
「信頼の輪」一層
の拡大を

新薬に納得できる
価格を

原発避難いじめ
子供を守れぬ学
校とは

首相ＶＳトランプ
まずは信頼関係
を構築したい

日本と米新政権
関係を「進化」させ
たい

原発避難いじめ
学校の鈍感さは
目に余る

憲法審査会　まず
立憲主義を語れ

ＪＡ全農改革　誰
のための組織か
を問え

国民の理解を深
める実のある憲法
論議に

憲法審査会　極論
排し建設的議論を

原発避難いじめ
なぜ「重大事態」
を放置したか

憲法審査会始動
変えやすさより本
質を

不登校対策法案
漂う差別的なまな
ざし

訪日客２千万人
「九州ファン」増や
したい

川内原発　問われ
る知事の本気度

高額薬値下げ　明
快なルール作りを
急げ

洋上風力伸ばす
法整備を

ＡＰＥＣ　保護主義
抑止を明確に

憲法審査会再開
政権批判の場で
はないはずだ

農業の規制緩和
あくまでも現場本
位で

香港議員失職へ
民意を踏みにじる
のか

カジノ法案　地域
振興に不可欠な
のか

いじめの手記　き
みは独りじゃない

堺男児不明事件
情報共有し子供
の命守れ

賃上げ持続へ企
業の経営力が問
われる

激震トランプ　米
露関係　原則曲げ
た協調は困る

高齢運転事故　自
分の身体能力と
向き合おう

泊原発避難訓練
これで住民を守れ
るか

福岡陥没事故　地
下空間の見える
化を

憲法審査会　主権
者として注視した
い

関電の原発　なし
崩し延命に反対だ

４度目の官製春闘
賃上げ拡大へ環
境整えよ

ＰＫＯ新任務は安
全と両立を

堺・男児不明事件
保護できなかった
のか

首相賃上げ要請
中小や非正規に
も広げたい

高齢ドライバー
事故防ぐ対策急
ぎたい

ポケＧＯ運転　ぶ
つかるまで気付か
ぬ

自動運転技術
「国際基準」の先
導目指せ

駆けつけ警護　納
得できぬ政府の
説明

ＮＨＫ受信料５０円
値下げ　改革の進
捗と将来像示せ

トランプ氏に同盟
の価値をどう説く
か

駆け付け警護　慎
重のうえにも慎重
に

ＴＰＰ参院審議
自由貿易推進す
る決意表明を

新任務より撤収の
勇気を　南スーダ
ンＰＫＯ

トランプ氏　米国
のあるべき姿示せ

安倍トランプ会談
同盟の有用性を
確認せよ

総力あげて高齢
者事故を防げ

高齢運転者事故
悲劇を繰り返さぬ
よう

駆けつけ警護　安
全確保しつつ新任
務を担え

自衛隊新任務　原
則をなし崩しにす
るな

高齢者の運転　重
大事故を起こす前
に

重大交通事故　制
度強化で高齢者
を守れ

農家の競争力強
化へ農協改革の
加速を

激震トランプ　米
中関係　不安定化
避ける対話を

ＧＤＰプラス　内需
後押しの環境作り
を急げ

札幌の五輪招致
北海道全体の底
上げに

日印原子力協定
被爆国への信頼
なくす

日印原子力協定
被爆国の責任感
はどこへ

博多駅前陥没　地
下利用の安全強
化を

ＧＤＰ２．２％増
不確実性に耐え
る改革を

将来不安を映す
民需の低迷

介護報酬　「成果
主義」は似合わな
い

「退位」意見聴取
慎重派の懸念も
軽視できない

ＧＤＰプラス　楽観
できない輸出頼み

「土人」発言擁護
沖縄相の資格を
疑う

プラス成長　先行
き不安は消えてな
い

2016/11/14
参院定数訴訟　是
正は国民への約
束だ

政務活動費　存廃
含めあり方を見直
せ

企業は成長持続
へ自ら好循環づく
りを

パリのテロ１年
自由を脅かす排
外の波

電通強制捜査　過
重労働の悪しき慣
行を断て

日印原子力協定
被爆国の志はあ
るのか

玄海再稼働　「地
元」を広くとらえよ

企業決算の減速
萎縮せず成長投
資続けよ

拡大余地は大き
い日印関係

１票の格差　参院
とは何かの議論を

日印首脳会談　原
発協力で戦略関
係深めたい

フードバンク　食
品を生かす担い
手に

日印原発協定　被
爆国の立場忘れ
たか

いじめ調査　日々
の指導から見直
そう

株高でも警戒解け
ぬ「内向きの米
国」

激震トランプ　保
護主義へ傾斜　世
界経済の足元揺

農協流通改革　生
産者支える原点
に戻る時だ

日米安保　安易で
危うい同盟礼賛

米大統領選余波
ポピュリズムに警
戒せよ

鶴保沖縄相　担当
閣僚の資格を疑う

トランプ氏と環境
パリ協定に背を向
けるな

都市の地下リスク
に備えを

日印原子力協定
被爆国の意志は
どこへ

トランプ外交　日
米同盟の不安定
化は避けよ

捕鯨を巡る対立
粘り強い説得が必
要だ

玄海原発「適合」
近隣自治体の不
安解消を

「トランプ大統領」
の衝撃　保護主義
に利はない

博多駅前陥没　説
得力ある再発防
止策を

博多道路陥没　都
市の地下利用は
安全第一で

ＴＰＰの行方　承
認する理由あるの
か

日米関係　トラン
プ・リスクに備えよ

「トランプ大統領」
の衝撃　地域安定
へ試練のとき

ＴＰＰ衆院通過
反保護主義を行
動で示せ

トランプ経済策
保護主義は全世
界の不利益だ

砂川事故判決　無
謀運転への強い
警鐘

ＴＰＰ衆院通過
参院で徹底審議
が必要だ

2016/11/10
トランプ氏の勝利
危機に立つ米国
の価値観

日本は防衛努力
を強める覚悟持て
規格外の人物登
場「トランプ・リス
ク」は不可避だ

米社会の亀裂映
すトランプ氏選出

米大統領にトラン
プ氏　世界の漂流
を懸念する

米大統領選　トラ
ンプ氏勝利の衝
撃広がる

トランプ氏勝利
冷静な政策の遂
行求める

トランプ氏当選／
排外・保護主義を
憂慮する

民衆の悲憤を聞
け　トランプのアメ
リカ（上）

トランプ氏勝利
内向き米国はどこ
へ行く

2016/11/21

2016/11/22

2016/11/23

国閉ざすより変化
への対応支援を
(米国からの警鐘)

2016/11/24

分断あおる政治に
歯止めをかけよ
（米国からの警鐘)

2016/11/25

2016/11/26

2016/11/27

会計検査院報告
無駄遣いは「氷山
の一角」

原発事故の処理
費用／閉鎖的な
議論では道を誤る

宮城・また議長辞
任へ／浅ましい限
りの政活費不正

福島県沖でＭ７．
４／防災のための
教訓は残った

女性への暴力防
止／学校、地域で
予防教育拡充を

ＴＰＰ発効絶望的
／立ち止まって再
考する時だ

ビール類税一本
化／庶民泣かせ
になっては困る

社会主義の明と
暗を体現

が行く　週のはじ
めに考える

広域的な対応が
必要だ

休み

激震トランプ　日
米関係　同盟の意
義、再確認から

日本は自由貿易
の推進役を果た
せ

2016/11/12

2016/11/11

2016/11/13

孤立主義に未来
はない　トランプの
アメリカ（中）

衆院通過のＴＰＰ
／米新政権発足
まで棚上げを

辺野古移設、再考
の時　トランプの
アメリカ（下）

「汚染廃棄物」の
処分／焼却がベ
ストとは言い難い

１票の格差訴訟
政治の責任で抜
本改革を

さよなら「価格競
争」経営　週のは
じめに考える

金融行政の転換
／「顧客本位」の
深掘りを

2016/11/15

2016/11/16

2016/11/17

2016/11/18

2016/11/19

2016/11/20

年金支給ルール
変更／負担と給
付改めて議論を

高齢運転者事故
生活支援含め総
合対策を

「駆け付け警護」
付与／実績づくり
先行の懸念募る

ＰＫＯ駆け付け警
護　現実無視の危
険な任務だ

憲法審査会再開
／改憲の必要性
を問いたい

４年目の官製春闘
／介入せねば回
せぬ「好循環」

安倍・トランプ会談
／速やかに国会
で報告説明を

北海道の鉄道網
もはやＪＲに任せ
られぬ

外国人介護職　門
戸を拡大するだけ
では

韓国政治と縁故
社会　週のはじめ
に考える

国道３４７号通年
通行／横軸強化
連携に生かそう
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香港の自治　中国
の介入は不当だ

「税金の無駄遣
い」１．２兆円　不
当会計処理…ス
ポーツ界は襟をた

課題多い加工食
品の産地表示義
務付け

記述式入試　問題
例示し議論深めよ

パリ協定批准　日
本流の削減策を
推進したい

訪日客２千万人
北海道ファン増や
そう

一票の不平等　最
高裁は厳しい姿
勢で

博多駅前大陥没
「前代未聞」の徹
底究明を

日印原発協力　核
不拡散体制を壊
すな

香港議員の失職
中国の介入が不
信高める

１票の格差是正へ
抜本策を

博多の道路陥没
都市の地下利用
に警鐘

参院１票の格差
踏み込み過ぎもあ
る高裁判決

札幌市官製談合
徹底した癒着の排
除を

ＴＰＰ採決延期
不安に応える審
議貫け

電通強制捜査
「働き過ぎ」社会
の改革へ

議会の信頼　富山
の混乱を教訓に

電通に強制捜査
長時間残業の解
消を急げ

車のＩＴ化は利便
性と安全確保が
両輪だ

電通を強制捜査
企業風土への一
罰百戒

会計検査院報告
適正な予算執行
で安全確保を

ＣＯＰ２２開幕　世
界の潮流を見誤
るな

ＴＰＰと農相　国会
混乱の責任は重
大だ

大学入試改革　記
述式、多角的検討
を

外苑イベント火災
芸術は安全に優
先しない

社会保障の無駄
に迫る検査を

山・鉾・屋台　「動
く美術館」を誇ろう

日露経済協力　領
土交渉進展に見
合うように

豊洲市場検証　根
本的疑問がなお
残る

広域通信制高校
監督を強めて質
の確保を

廃炉費の負担　原
発優遇は理が通
らぬ

日の丸コンテナ
国際競争に勝つ
体制築け

アジア企業の力を
生かして経営改革
を

２％物価目標　政
府こそ失敗の検
証を

国立劇場５０年
伝統芸能の裾野
を広げたい

介護に外国人　質
の向上を目指した
い

富山市議補選　徹
底した「見える化」
を

文化と五輪　豊か
な発信をするには

年金抑制法案　若
者世代にツケは
回せぬ

家庭教育を型に
はめるな

離婚後の養育　子
ども本位の仕組み
に

地方の鉄道網　事
業者と住民で将来
像描こう

「０円端末」規制
通信料金下げに
反映を

核燃料サイクル
いつまで夢の中な
のか

東京五輪　「本丸」
改革を忘れるな

スー・チー氏訪日
価値観共有へ支
援強化を

企業の萎縮招か
ない情報開示
ルールに

成年後見制度　誰
のための利用促
進か

年金改革法案　将
来世代の給付改
善が重要だ

「夕張破綻」１０年
今度は再生のモ
デルに

二重国籍　多様な
社会へ論議を

山本農水相　ＴＰ
Ｐへの信頼を損な
う

ベネズエラの危機
深める政治

パリ協定発効　出
遅れ挽回に力尽く
せ

豊洲市場報告書
巨大組織の闇は
まだ晴れない

岩田札商会頭　民
主導で経済に活
力を

ＴＰＰ法案　「軽
口」と「数の力」と

世界津波の日　迷
わず避難の意識
共有を

パリ協定発効で開
く温暖化対策の新
時代

山本農相　担当閣
僚の資質を欠く

企業中間決算　人
への投資で成長
の種まこう

ＴＰＰ特別委　疑
問置き去りの採決
だ

パリ協定発効
「大転換」がはじ
まった

ミャンマー　民主
化の定着へ後押
しを

パリ協定発効
「歴史の転換点」
認識を

パリ協定発効　日
本は「自虐」と決
別せよ

日韓外交への影
響も心配だ

朴大統領の謝罪
これで収拾できる
のか

五輪４者協議　費
用削減に選手本
位の視点も

スー・チー氏　日
本は民主化後押
しを

消えた盛り土　多
くの謎が残ってい
る

「解散風」　浮足立
つ前にやることが

アベノミクス　誇大
広告はもうやめよ

豊洲市場の検証
謎の解明へ一歩
にすぎぬ

ミャンマーの民主
化定着へ経済成
長促せ

スーチー氏来日
国造りの意欲伝
わった

スー・チー来日
民主政権の発展
を支援したい

参院１票の格差
札幌高裁は「合
憲」だが

リニア難関着工
村の不安を忘れ
るな

「世界津波の日」
教訓に学び万全
の備えを

ミャンマー　民主
化目標忘れずに

物価目標先送り
日銀だけの問題
ではない

外国人を地方の
旅に呼ぼう

夕張の支援　再建
制度の見直しも

外国人介護職　技
能実習制度の利
用は慎重に

精神指定医不正
抜本的な改革が
必要だ

朴大統領窮地　韓
国政治の病根は
深い

パリ協定発効　連
携強め実効性を
高めよ

憲法公布７０年
社会に生かす努

西日本文化賞　た
ゆまぬ努力未来

朴大統領　国民へ
の説明欠かせぬ

朴大統領窮地　日
韓関係への波及
を懸念

五輪競技会場
「選手第一」の原
点へ返れ

経済の体温を高
めて物価低迷の
克服を

五輪の会場問題
報告踏まえ予算
圧縮を

韓国朴政権危機
慰安婦合意に影
響及ばないか

物価目標先送り
黒田バズーカは
限界だ

五輪会場見直し
欠かせぬ議論の
透明化

朴大統領の窮地
日米韓連携に支
障来すな

五輪施設の全体
像を早く示せ

豊洲再検証　無責
任の連鎖が見え
た

日銀物価見通し
デフレ心理の払拭
どう進める

厚木騒音訴訟　救
済を後退させぬよ
う

物価目標先送り
政府は日銀頼み
やめよ

朴槿恵大統領　政
治の閉鎖性、脱却
を

国立劇場５０年
伝統の継承は国
民の手で

グローバル競争を
勝ち抜く海運再編
に

窮地の朴大統領
外交の停滞を懸
念する

情報安全支援士
サイバーテロ防ぐ
要にしたい

いじめ対策　子供
の声に耳を傾けよ

小池氏の政治塾
地道な活動あって
こそ

駆け付け警護　見
切り発車は禍根を
残す

調査捕鯨　本当に
展望はあるのか

金融庁の新方針
地域支える「目利
き」競え

クジラめぐる不毛
な溝埋めよ

訪日客２千万人
息の長いファン作
りを

中国宇宙開発　軍
主導で天を制する
つもりか

経済統計見直し
政権の意図から
中立で

中国「六中全会」
危うい過度な権力
集中

シニア起業　経験
や人脈を生かした
い

年金法案審議　政
治の責任を果た
せ

２０年ぶりの原発
米国は世界の潮
流読んだ

不確実性の高まり
が試す企業の成
長基盤

年金改革法案　持
続可能にする論
議を

調査捕鯨　継続に
は国民的議論が
大切だ

駆け付け警護　結
論ありきで進める
な

治療と仕事　がん
でも働き続けたい

精神指定医　人権
扱う重み再認識を

国勢調査　人口減
に耐える国造りを

農家が利用するコ
メ先物に

いじめ最多　情報
の共有が対応の
鍵

精神医大量処分
倫理観の欠如が
嘆かわしい

「泊」の津波対策
震災の教訓生か
したか

原発避難者住宅
支援打ち切る時で
ない

台湾の脱原発　民
意を映す政治の
決断

総裁任期延長　論
争なき与党から脱
却を

柔軟な働き方を広
げながら残業に上
限を

小池「政治塾」　安
易な候補探しは困
る

企業情報開示　報
道の自由配慮した
ルールに

日ハム日本一　熱
い声援が生んだ
快挙

不登校調査　多様
な姿を受けとめて

核兵器禁止条約
惨禍防ぐ手立てに
ならぬ

欧カナダＦＴＡの迷
走の教訓

読書週間　本で学
ぶ力を育みたい

中国６中総会　習
氏への権力集中
が止まらぬ

習近平氏　権力集
中が進む危うさ

核禁条約交渉　被
爆国が反対とは

ＪＲ九州の上場
公共性忘れず地
域支えよ

中国・習主席への
集権で経済は大
丈夫か

核兵器禁止条約
橋渡し役を降りる
のか

核兵器禁止条約
非保有国の亀裂
拡大は残念だ

核兵器禁止条約
日本の反対容認
できぬ

ドイツの大転換
民意こそエンジン
だ

核兵器禁止条約
交渉入りは大きな
前進だ

中国共産党　一党
支配は限界があ
る

習氏と６中総会
独裁強化への懸
念大きい

夕張の再生へもっ
と支援を

習氏「核心」に　独
裁なら先行き不安
だ

大阪万博誘致　意
義や経済効果が
見えにくい

総裁任期延長
「１強」固定でいい
のか

核兵器禁止条約
被爆国が反対す
るとは

水俣病確認６０年
「最終解決」へ国
は責任を

大川小判決　この
悲劇から学ぶもの

日比首脳会談　法
の支配貫く関係強
化を

米国とフィリピンの
間合い埋める戦
略を

三笠宮さま逝去
学究の道を貫い
た生涯

いじめ過去最多
早期把握に努め
て子供を守れ

札幌市教委　ずさ
んすぎる石綿放置

世界遺産破壊　国
際法の裁きの確
立を

日比首脳会談　地
域安定への第一
歩に

三笠宮さま薨去
皇室の支え役果
たされた

皇族の範を示した
三笠宮さま

日比首脳会談　一
定の成果はあった
が

日比首脳会談
「法の支配」で連
携を強めたい

比大統領　外交の
真意見極めたい

三笠宮さま逝去
戦争の悔恨と親し
みと

象牙取引規制　日
本がするべきこと
は

大川小に過失判
決　備え徹底への
重い警鐘に

３期９年だからこ
そ自民は世論に
敏感に

大川小津波判決
学校のミスを断じ
た高額賠償

大川小津波訴訟
子供の命を守る
教訓に

大川小判決　悲劇
を繰り返さぬよう

消費者裁判特例
法　「泣き寝入り」
なくしたい

福島廃炉費用　こ
れで議論できるの
か

駆け付け警護　積
極平和主義の具
体策だ

避難への備え問
い直した判決

自民総裁任期
「３年延長」で難題
に向き合え

ＪＲの廃線方針
あまりにも安易す
ぎる

いじめの防止　背
景をもっと知りた
い

放射性廃棄物　１
０万年先に責任持
てるか

宇都宮事件　爆弾
の脅威は身近に
ある

経済構造の変化
に合わせた統計
改革を

ＪＲ九州の上場
挑戦の旅を見守り
たい

活字文化の日　良
書と出会う場を広
げよう

受動喫煙防止　取
り組みの加速が
必要

ＪＲ九州上場　地
域に根差す決意
新たに

介護現場に外国
人　待遇改善と矛
盾しないか

新任務は情勢把
握を万全に

電柱の撤去　知恵
絞って進める時だ

ネット同時配信
公共放送の役割
を吟味したい

総合スーパー　地
域密着が再生の
鍵だ

いじめ防止対策
被害者に寄り添っ
てこそ

金融行政方針　目
的に異論はない
が

奨学金制度　意欲
もって学ぶ人に厚
く

ＡＴ＆Ｔの巨大買
収は未来を開くか

ドゥテルテ氏訪日
混乱の修復を期
待する

金融商品手数料
顧客の利益が二
の次では困る

温泉で中毒事故
官民挙げて安全
確保を

比大統領来日　法
の支配を共通項
に

火山噴火予知　精
度向上と周知の
徹底を

中国退役軍人　国
内不安が垣間見
える

ＴＰＰと与野党　駆
け引きやめ審議
進めよ

テロへの備え迫る
宇都宮事件

企業メセナ　文化
支援さらに拡大を

米の新規原発　運
転実現を日本も参
考にせよ

ＪＲ九州上場　鉄
路守る責務忘れ
ずに

経済の長期停滞
金融政策頼みが
限界だ

日本酒の輸出　地
域活性化につな
げたい

補選自民２勝　野
党は共闘を立て
直せ

日産・三菱の提携
信頼回復に資す
るものに

孫の世代を考えた
年金改革が必要
だ

２補選自民勝利
争点作りが野党
の課題

物流の効率化　安
く確実に商品を届
けるには

道内空港民営化
共存できる仕組み
必要

衆院２補選　与野
党双方に課題残
す

2016/11/8

2016/11/9

「改憲ありき」では
なく　憲法審査会
が再始動

参院・１票の格差
訴訟／平等実現
へ不断の努力を

復興需要に衰え
／急がれる産業
構造の再構築

2016/10/30

2016/10/31

大川小訴訟で賠
償命令／災害弱
者守る責任は重
い

ドゥテルテ大統領
「米国離れ」真意
見極めよ

台風１０号豪雨２
カ月／復興に震
災体験を生かそう

「核禁止条約」交
渉／被爆国の反
対納得できぬ

自民党総裁任期
議論なき延長を憂
慮する

言葉たちの“声”を
聞こう　週のはじ
めに考える

増える雇用就農
／担い手育成　法
人の重み増す

精神保健指定医
資格審査の抜本
見直しを

児相の体制強化
／弁護士配置の
実現が急務

2016/11/3

衆院補選自民２勝
／問われた野党
共闘の「実力」

経営格差の影を
見よ　ＪＲ分割民
営３０年

外国人実習生活
用／介護職、待遇
改善が先決だ

2016/11/1

あす憲法公布７０
年　未完の目標に
歩み続ける

2016/11/2

２補選自民勝利
「１強」だからこそ

只見線の行方／
被災から５年　議

宮城・大川小判決
命を預かることの
重さ

2016/10/27

2016/10/28

2016/10/29

2016/10/24

2016/10/25

南スーダンＰＫＯ
新任務の付与に
反対する

2016/10/26

2016/11/6

2016/11/7

親子断絶防止法
案／まずは支援
体制の拡充から

憲法公布７０年
普遍の理念生か
す道こそ

長沼開催　４者協
議へ／「復興五
輪」の充実策探れ

防災・減災　世界
津波の日／ＴＳＵ
ＮＡＭＩ警戒共有を

ＴＰＰ特別委採決
強行／横暴もたら
した「安倍１強」

ｉＰＳ卵子　生命倫
理の議論深めた
い

若手に研究費を
ばらまけ　週のは
じめに考える

大川小訴訟の控
訴／「代表機関」
の看板が泣く

国際捕鯨委員会
機能不全を解消
するには

自民総裁任期延
長／おごり、弛緩
の懸念増す

感激を忘れぬた
めに　憲法公布７
０年

憲法公布７０年／
原点に返り意義問
い直す時

憲法公布７０年
新時代に即した改
正を目指せ

憲法公布７０年
土台を共有してい
るか

憲法に時代の風
を吹き込むときだ

憲法公布７０年
日本のかたち示
す改正を　「９条」
先送りの暇などな
い

憲法公布７０年
何を読み取り、ど
う生かす

2016/11/4

2016/11/5
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原発事故裁判　原
因究明に迫れる
か

補選で自民２勝
改革の断行へ弾
みとせよ

争点をつくれな
かった野党

警察職員の懲戒
公表基準が甘くな
いか

自民補選２勝　緊
張感持って政権
運営に臨め

補選民進敗北　党
の基礎体力　鍛え
直せ

パリ協定発効へ
もはや“環境後進
国”か

核燃サイクル　高
速炉の虚構を捨
てよ

読書の秋　「いざ」
の覚悟から始まる

金融機関は顧客
本位の姿勢を徹
底せよ

核廃絶と日本
「橋渡し役」に期
待する

米韓２プラス２　同
盟強化で北の暴
発を防げ

米大統領選　最後
まで泥仕合なの
か

トランプ氏　民主
主義損なう暴言だ

衆院憲法審査会
議論停滞への自
覚足りぬ

「０円端末」が映す
通信のゆがみ

代替フロン　削減
対策を加速したい

東シナ海ガス田
信頼損なう中国の
一方的開発

代替フロン規制
早急に対策を進
めたい

中比首脳会談
「法の支配」を忘
れるな

国際体操連盟会
長に渡辺守成氏
が初当選　日本の
存在感より高めよ

将来を見据えた介
護保険の改革い
そげ

中比と南シナ海
法の支配は脇に
置けぬ

受動喫煙防止　国
際水準の対策を
目指そう

沖縄侮辱発言　差
別構造が底流に
ある

改憲草案棚上げ
なぜ撤回をためら
うのか

体操連盟会長　そ
の歩みが教えるも
の

比の対中外交　価
値観共有を難しく
した

フィリピン外交の
ブレ注視を

保育所への助成
現場の人件費が
優先だ

比大統領訪中　仲
裁裁勝訴を紙くず
にするな

日本シリーズ　試
合から目が離せ
ない

機動隊員の暴言
沖縄との分断を広
げるな

安倍政権　見過ご
せぬ慢心と緩み

米大統領選　世界
秩序への責任は
重い

不振企業の延命
より再生促す信用
保証を

トランプ氏　最後
まで主張が乱暴
だ

中国成長横ばい
過剰生産と不良
債権が深刻だ

強行採決発言　国
会審議自体の否
定だ

自民党憲法草案
「封印」とは言うけ
れど

「土人」発言　差別
構造が生んだ暴
言

北の核ミサイル
「拡大抑止」の強
化を急げ

賃金増へ広げた
い労組の役割

沖縄での暴言　無
理解が分断を広
げる

米大統領選　虚妄
の世界にいるトラ
ンプ氏

過労死防止　長時
間労働解消を急
げ

強行採決発言　撤
回ではすまされな
い

原産地表示　例外
はあくまで例外に

黒石市の授賞騒
動　被写体の思い
見つめたい

中国経済の「安定
成長」にひそむバ
ブル

五輪の４者協議
開かれた議論で
決着を

東京五輪施設費
４者連携で費用圧
縮を目指せ

生前退位の会議
皇室の将来描く議
論を

一票の不平等　弥
縫策を容認するな

市長会防災部会
自治体間の連携
深めたい

戦争と医療　病院
の攻撃防ぐ方策を

五輪会場問題　整
備費を明示し前へ
進め

健全なチケット転
売市場を

ユネスコと日本
品位ある関与が
必要だ

日ソ宣言６０年
今も有効な領土
交渉の土台だ

次期国連総長　大
国に遠慮はいらな
い

次期国連総長　紛
争と難民の解決を

国連新事務総長
難民危機打開に
指導力を

自民党草案　憲法
観が転倒している

サムスン製スマホ
安全管理の徹底
が責務だ

代替フロンの効果
的な削減へ法整
備急げ

自民党改憲草案
内と外で使い分け
るな

ユネスコと日本
記憶遺産の政治
利用を許すな

天皇「生前退位」
国民的論議を深
めてこそ

中国宇宙開発　何
を目指しているの
か

日露６０年　「妥結
ありき」の交渉排
せ

日ソ共同宣言から
60年の現実

日ソ宣言６０年
意義と限界を踏ま
えて

憲法審査再開へ
生産的な改正論
議を期待する

日ソ宣言６０年
民意見極めて領
土戦略を

民進党と原発　民
意は見えているか

比ドゥテルテ大統
領の訪中　「法の
支配」原則見失う

生前退位では国
民の総意形成を
めざそう

人口減少と鉄道
交通のあり方、国
も悩め

経済統計見直し
社会構造の変化
を取り込もう

新潟県知事選　前
のめり再稼働に警
鐘

有識者会議　象徴
天皇制 本格議論
を

新潟知事選　原発
立地県の民意は
重い

車の燃費審査
「消費者の視点」
徹底を

ユネスコと日本
政治利用許さぬ
改革迫れ

原発の不安解消
になお努力を

新聞週間　信頼さ
れる公器として

「生前退位」会議
予断を排した議論
が重要だ

施設火災で無罪
証言頼りの危うさ
示す

新潟新知事　国民
的不信の代弁だ

ＢＯＰビジネス　長
期的な視野で新
事業を

新潟県知事選　原
発への不安を示し
た

輸入米問題　消費
者の視点欠けて
いる

政府は継続的な
賃上げの基盤づく
りを

新潟県知事選　原
発不信を受け止
めよ

新潟県知事選　柏
崎再稼働は冷静
に議論せよ

ＴＰＰ審議入り　結
論の前に影響精
査を

「新潟」野党勝利
再稼働反対の意
思示す

日本とユネスコ
節度欠く分担金の
保留

新潟新知事は「脱
原発」脱却を

スマホ発火問題
の検証急げ

大阪万博の誘致
思惑ばかり先走っ
ても

携帯過剰値引き
顧客獲得は抜け
道に頼らずに

熊本地震半年　被
災者支援を続け
たい

トヨタとスズキ　問
われる提携スピー
ド

有識者会議　掘り
さげた天皇制論を

豊洲問題で人事
責任の所在解明
に生かせ

米国経済の持続
的成長に必要なこ
とは

電力自由化半年
料金低下の恩恵
を広げたい

配偶者控除　見送
りを議論の機会に

受動喫煙防止　屋
内全面禁煙をもっ
と

中国のガス田開
発　実効的な対抗
措置考えよ

旧姓使用認めぬ
判決への疑問

高齢者雇用対策
「生涯現役」の環
境を整えよう

新聞週間　社会の
信頼あってこそ

ボブ・ディラン　時
代は変わり詩は
輝く

タイ国王死去　揺
るがぬ民主主義
を保て

安定の支え失った
タイに必要な「国
民和解」

参院選違憲状態
抜本改革を迫る
警告だ

新聞週間　若い世
代の羅針盤であり
たい

参院１票の格差
抜本改革は避け
られぬ

ＴＰＰ　丹念な審議
で「光と影」を

タイ国王死去　遺
志継ぎ新たな道を

電通の過労自殺
「命より大切な仕
事ない」

合併延期で成長
機会を逃すな

ボブ・ディラン氏
歌に宿った高い文
学性

ＴＰＰ審議再開
早期承認で自由
貿易加速せよ

タイ国王死去　権
威頼らぬ民主主
義を

タイ国王死去　政
治の不安定化が
心配だ

配偶者控除　小手
先の制度いじりか

いじめ対策　血の
通った防止法であ
れ

ＴＰＰ承認で世界
の自由貿易を主
導せよ

熊本地震半年　生
活再建の課題は
多い

自動運転車開発
国際標準の獲得
へ官民連携で

旧姓認めぬ判決
社会の変化見て
いるか

ボブ・ディラン　風
の中、時代は変わ
る

白紙領収書　通用
しない政界の「常
識」

大規模停電　備え
を見直す機会に

大停電　都市イン
フラの再点検を

トヨタ・スズキ提携
と車の未来

電通の過労自殺
若者の命すり減ら
すな

北部訓練場返還
翁長氏はなぜ歓
迎しないのか

トヨタとスズキ
「協業」で新技術
普及を

消費者団体裁判
制度を動かすた
めに

パリ協定批准　出
遅れは挽回できる
のか

旧姓使用裁判　あ
まりに時代錯誤だ

外資の土地買収
国守る法整備た
めらうな

企業は海外買収
の効果引き出す
方策を

南スーダン　新任
務の議論は十分
か

電通過労自殺　長
時間残業の解消
が急務だ

北電首都圏進出
道民の理解欠か
せない

富山の議員補選
自治を立て直す
機会に

政務活動費　使途
をガラス張りに

３次補正待望論
成長への疑問増
すだけだ

農産物の輸入制
度を透明に

旧姓使用訴訟　実
情を理解しない判
決

福島原発汚染水
浄化の加速でリス
クを下げよ

白紙領収書　政界
の常識なら驚きだ

ＴＰＰ国会　国民に
分かるように

過労自殺根絶　企
業も国も問われる

死刑廃止宣言　国
民感情と乖離して
いる

ＪＲ発足30年で浮
上した地方鉄道の
課題

トランプ氏　大統
領選の品位汚した

新国連事務総長
潘基文体制の悪
弊を断ち切れ

稲田防衛相　重い
職責もっと自覚を

早期解散論　憲法
よりも党利党略か

「死刑廃止宣言」
国民的な議論を
深めよう

大阪万博誘致
「夢よ再び」の前
に

白紙の領収書　非
常識がまかり通る
のか

メイ首相は市場と
の対話を

輸入米の調整金
政府調査は疑問
が多い

南スーダン訪問
新任務の付与へ
適切な一歩だ

原産国表示　加工
食品の信頼高め
て

過労死・自殺　残
業時間には上限
制を

米大統領選　資質
が問われる異常
事態

2016/10/11
輸入米問題　制度
の原点に立ち返
れ

体育の日　歴史と
意義をつなぎたい

自由な競争で農
業の成長力を高
めよう

五輪組織委と都
主導権争いより連
携を

引きこもり対策
長期化に応じた支
援が必要だ

早期解散論　違憲
状態の是正が先
だ

パリ協定　出遅れ
危機の大失態

介護の縮小　場当
たり改革は通用せ
ぬ

信頼される消費者
救済制度に

国連の新総長　経
験、指導力に期待
する

政治資金領収書
法の適正運用へ
手間惜しむな

保険手数料開示
「銀行業回帰」の
契機に

駆けつけ警護　新
任務の付与を焦
るな

百貨店の縮小　従
来モデル抜けられ
るか

成長促す労働改
革をドイツに学び
たい

配偶者控除　「女
性の活躍」どうな
る

金融のＩＴ活用　利
便性と安全の両
立を図ろう

パリ協定出遅れ
問われる日本の
やる気

死刑廃止宣言　日
弁連が投じた一石

憲法と政党　改正
論の具体化が急
務だ

アジアの企業と共
に成長を

稲田防衛相　この
答弁で大丈夫か

小池氏ＶＳ都議会
前向きな協調で着
地点を探れ

政務活動費　議会
自らが抜本改革を

白紙の領収書　こ
れが大臣の「常
識」か

グテレス事務総長
強い支持を公正
な運営に

「各論反対」でシェ
ア経済の芽を摘
むな

ノーベル平和賞
コロンビアに和平
促す

中台関係緊張　圧
力より対話で安定
図りたい

ノーベル平和賞
コロンビア和平に
弾み

死刑廃止宣言　日
弁連はどう説得す
る

地銀の将来像
「顧客第一」の在
り方とは

コロンビア　和平
への希望をつなげ

国会論戦　成長に
資する議論足りぬ

次期国連総長は
強い指導力を

白紙の領収書　政
治家の非常識に
驚く

Ｇ２０と経済成長
自由貿易阻む保
護主義を排せ

悪徳商法の訴訟
泣き寝入り防ぐ一
歩に

ノーベル平和賞
内戦終結きっとで
きる

ワクチン接種訴訟
原因究明と被害
の救済を

社会保障論戦　負
担の議論も一体
で

川内原発の検査
知事は運転再開
妨げるな

パリ協定に乗り遅
れた日本は挽回
を急げ

パリ協定発効へ
批准遅れは恥ず
かしい

地方創生　投資効
果の検証が欠か
せない

老朽原発「合格」
既成事実化は許
されぬ

デフレ脱却　切り
札は賃上げ加速
だ

化血研の不正　薬
品製造の資格あ
るのか

日ソ共同宣言６０
年　領土交渉　停
滞に終止符を

ポスト「もんじゅ」
／夢のばらまきは
たくさんだ

パリ協定発効へ
／出遅れた日本2016/10/7

2016/10/8

2016/10/9

2016/10/10

2016/10/13

2016/10/14

象徴天皇　「国民
と共に」あってこそ

2016/10/16

2016/10/15

初の「過労死白
書」／雇用実態踏
まえた防止策を

熊本地震半年　復
興への支援を粘り
強く

日弁連が死刑廃
止宣言／世界の
潮流にも目を向け
て

Ｊリーグ１シーズン
制／魅力高めて
不信感払拭を

働き方改革／「何
のため」「誰のた
め」か

ウナギ取引調査
積極的関与で食
文化守れ

どんどんドングリ
週のはじめに考え
る

子どもの渡航心臓
移植／負担軽減
へ国内体制強化
を

衆院補選あす告
示　「コップの嵐」
で済ますな

名称をスポーツの
日に　体育の日に
考える

宮城県の広域防
災拠点／計画の
熟度は十分なの
か

休み

2016/10/12

大構想ばかりでな
く　熊本地震から
半年

ＴＰＰ審議入り／
暮らしに及ぶ影響
再吟味を

旧姓使用　社会に
根付いてないの
か

解散は首相の専
権か　週のはじめ
に考える

共産党の共闘路
線／地方議会で
こそ積極的に

2016/10/17

2016/10/18

2016/10/19

有田焼４００年　伝
統と革新の力で再
興を

農相、強行採決発
言／「国民軽視」
を映すおごりだ

問われる「命の価
値」　相模原事件
から考える

宮城・亘理の官製
談合／震災被災
者への背信行為
だ

経済統計見直し
確かな「時代を映
す鏡」に

ＰＫＯ撤収の見極
め時　週のはじめ
に考える

原産国表示／例
外規定は極力減
らそう

「１強」だからこそ
謙虚に

被災から５年　議
論加速を

2016/10/20

2016/10/21

2016/10/22

2016/10/23

2016/10/24

防災・減災　避難
情報見直し／犠
牲が出てからでは
遅い

過労死防止白書
命より大切な仕事
はない

新潟知事に再稼
働慎重派／原発
不信　真摯に向き
合え

二重の戦後処理
果たせ　日ソ共同
宣言６０年

「生前退位」会議
発足／拙速な結
論は避けるべきだ
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国連事務総長　平
和推進に強い手
腕を

配偶者控除　改革
先送りは責任回
避だ

流通業は安さ以
外でも勝負を

組長に賠償責任
判決生かし資金
源断て

原発廃炉費用　全
利用者で負担す
る仕組みに

日銀短観　「第３
の矢」放てるのか

シリア停戦破綻
泥沼にはまるロシ
ア

福島避難解除　一
歩前進でも懸念
は残る

水俣病検診　被害
の実態と向き合え

シリア停戦破綻
米露は引き続き責
任持て

反グローバル化
の動きに歯止め
かけよ

シリア停戦崩壊
米露の確執は罪
が深い

パリ協定発効へ
排出削減の取り
組みを着実に

暴力団対策　法生
かし市民守りたい

自民総裁任期
「延長ありき」の不
可解

若者と消費　変化
の実相に迫ってこ
そ

稲田防衛相　持論
の変化は当然だ
が

農業と外国人　生
産性向上の実現
が先だ

ウナギの不正取
引をなくせ

ヘイト賠償判決
差別への厳しさ示
した

ＴＰＰ承認案　審
議急いで米国を
後押しせよ

原油減産合意　暮
らしへの影響　注
視を

養子あっせん
ルールづくりも必
要だ

シリア停戦崩壊
米ロは和平の責
任果たせ

ハンガリー　不安
あおった国民投票

法曹養成　活躍の
場増やす努力せ
よ

中国鉄鋼再編に
透ける構造改革
への疑問

衆院解散風　そん
なに選挙が好きか

対サウジ訴訟　米
国の国益が損な
われないか

象牙国内取引　抜
け穴黙認は許さ
れぬ

成人の年齢　１８
歳のためになるか

伊方原発提訴　責
任体制の曖昧さを
問う

検察審査会　信頼
定着に向け改善
を

新たな「国際通
貨」　人民元拡大
へ警戒怠れぬ

内向きな交渉姿
勢が心配だ（英Ｅ
Ｕ離脱）

象牙の国内取引
監視の強化が不
可欠だ

日銀短観横ばい
好循環に欠かせ
ぬ企業の元気

ハンガリー　難民
問題でＥＵ結束を

欧州難民危機　世
界で向き合いたい

豊洲市場問題　安
全意識も責任感も
ない

ノーベル賞　冒険
できる研究環境を

日本とパリ協定
前のめりの批准
は疑問だ

独創性で細胞の
神秘を解いたノー
ベル賞

大隅氏に医学賞
地道な基礎研究
の勝利

ノーベル医学賞
生命が続く仕組み
解明に栄誉

ノーベル賞　細胞
内の仕組みを解
明

ノーベル医学賞
やはり大切な基礎
研究

大隅氏ノーベル賞
いちずな研究が結
実した

下村氏の発言　見
識を欠いた解散
論だ

ノーベル賞　快挙
を未来に継承した
い

身の丈に合う五輪
を目指せ

廃炉費用の負担
「新電力に転嫁」
は筋違い

中国企業制裁　対
北包囲網の抜け
穴許さない

小池都政と豊洲
議会の責任果た
すとき

首相「拍手」促す
三権分立に反しな
いか

日銀短観　「踊り
場」を抜け出すに
は

ＴＰＰと国会　不安
解消へ審議尽くせ

性犯罪の厳罰化
卑劣許さぬ国の
意志示せ

米軍への支援　リ
スクの見極め厳格
に

学支援金詐欺　悪
行招いた甘い審
査を見直せ

米軍ヘリパッド
沖縄の負担さらに
増す

ヘイト判決　差別
なき社会の一歩に

原発の廃炉費用
「新電力も負担」
は妥当だ

企業とＬＧＢＴ　理
解と取り組み足り
ぬ

地銀の役割　「一
国一城の主」では
済まない

中小企業の廃業
「雇用の柱」を守り
たい

いじめ防止法
「形」だけでは機
能せぬ

大阪万博　「夢よ
もう一度」ではなく

守りの経営のアッ
プルでは物足りな
い

学力テスト　「応
用」の壁を越える
には

暴対法賠償命令
組幹部の資金力
弱める武器だ

働き方論議始動
総人件費増やす
努力を

中台関係　圧力は
解決を遠ざける

全国学力テスト
競い合いの成果
重ねたい

学力テスト10年の
総括を

消費者団体訴訟
新制度の上手な
活用を

燃費不正対策　消
費者の信頼得る
審査体制に

全国学力テスト
結果を指導に生
かそう

豊洲市場問題　都
政改革へ徹底解
明を

米下院で拉致決
議　被害者救出へ
連携強化を

都庁の無責任体
制は目を覆うばか
りだ

豊洲市場　分から
ないとは何事か

ＯＰＥＣ合意　原油
減産を相場安定
の契機に

東京五輪３兆円
コスト意識が低す
ぎる

消えた盛り土　責
任の所在は明確
に

東京五輪　「社長
不在」で３兆円と
は

新潟県知事選　原
発立地の安全論
じよ

経済論戦　ＴＰＰ
の意義を論じ合え

生殖医療の進歩
を生かすには

ハンガリー　自国
エゴの連鎖が怖
い

豊洲市場問題　安
全確保と都政改
革が重要だ

衆院予算委　数の
おごりが目につく

配偶者控除　増税
が狙いではない
か

「限界集落」調査
地域再生に役立
つ工夫を

東京五輪　司令塔
が不可欠だ

中国企業訴追　北
制裁の抜け穴を
ふさげ

長引く原油安が促
したＯＰＥＣの減産

都の五輪報告　肥
大した予算にメス
を

全国学力テスト
地域の指導改善
に蓄積生かせ

日本ハム優勝　大
逆転の勢いで頂
上へ

東京五輪の検証
「コンパクト」の初
心に

全国学力テスト
実施法や活用策
の検証を

全国学力調査　本
当の力測れてい
るか

五輪計画　仕切り
直しを躊躇する

ＩｏＴの特許リスク
に目を

ＯＰＥＣ「減産」　影
響力には限界が
ある

東京五輪施設費
野放図な膨張は
許されない

西武旭川店撤退
まちづくり　知恵
絞ろう

イグ・ノーベル賞
笑った後で考える
科学

外来生物被害
「生態系を守る」た
めには

原発の廃炉費
「新電力も負担」
は論外

「豊洲」解明は小
池百合子知事と
議会の共通の課

経済政策の対立
軸が見える国会
論戦に

首相ＶＳ蓮舫氏
論戦にはなってい
ない

首相ＶＳ蓮舫氏
「人への投資」偏
重では危うい

国会代表質問　当
然の疑問に答え
たか

蓮舫氏代表質問
選ばれる党への
一歩に

野党の代表質問
「提案型」を目指
すならば

代表質問　すれ違
い埋める論戦を

働き方改革　賃上
げにつながる成果
を

「健康経営」で日
本に元気を

小池都政　議会も
目を覚ます時だ

働き方改革会議
まずは長時間残
業を減らそう

施設の水害対策
あらゆる事態を考
えて

トリエンナーレ　創
造の旅に加わろう

民泊　五輪見据え
ルール作りを

働き方改革　実効
性が問われる

恋人なし７割　「恋
愛が面倒」という
が…

株式市場の日銀
頼みが心配だ

大統領選討論会
先行したクリントン
氏

衆院代表質問　民
進党の「提案」路
線は本物か

北電蓄電池要請
風力の芽を摘ま
ぬよう

辺野古裁判　最高
裁は公平な審理
を

大統領選討論会
対外政策の現実
味を問う

米大統領選　具体
的な将来像を競え

大統領選討論会
「偉大な米国」へ
覚悟語れ

米大統領候補は
世界への責務を
忘れるな

麻疹集団発生　感
染症への警戒怠
るな

米大統領選討論
クリントン氏が器
を示した

米大統領選討論
非難合戦より政策
論を

大統領選討論会
アメリカをどこへ
導く

政務活動費不正
収支報告を全面
公開せよ

臨時国会開幕　巨
大与党こそ建設
的に

大学ランキング
順位より独創性が
大事だ

未来を切り拓くに
は痛みの訴えも
必要だ

首相の所信表明
「未来」は謙虚に
語ろう

農業とＩＴ　実用化
で輸出競争力高
めよう

首相所信表明
「未来」の実像は
どこに

首相所信表明　改
憲は喫緊の課題
か

核実験自制決議
全面禁止へ半歩
でも前へ

核実験決議　保有
国はさらに努力を

所信表明演説
「数の力」を改革
に向けよ

シリア停戦をあき
らめるな

長時間労働改革
発想の転換を促し
たい

所信表明演説　与
野党は憲法論議
を前向きに

冬季アジア大会
札幌五輪につな
げたい

アジア大会　持続
力生む「減量」を

臨時国会召集
「未来への橋」は
具体論で

災害列島　経験を
蓄える仕組みを

医療費削減　健康
管理策にも力を注
げ

ＥＵの個人情報保
護ルールへの対
応急げ

望まない妊娠　生
まれる子を守りた
い

関空麻疹拡散　感
染症対策の意識
を高めよう

道新幹線半年　効
果をもっと広げた
い

新・共謀罪　危う
い本質は同じだ

最年少棋士　ＡＩ時
代の知のかたち

ＴＰＰ　日米主導
の姿が見えない

遠い中南米とも
「近い関係」に

プーチン党圧勝
安定をどう生かす
のか

里親制度　普及へ
担い手支援拡充
したい

教科書謝礼問題
新ルールで信頼
回復を

核実験自制決議
禁止条約の実現
こそ

文化と社会　結び
つける人材育てて

富山の政活費不
正　子供に何と説
明するのか

難民問題への取
り組みが問われて
いる

核実験自粛決議
全面禁止に結び
つけよ

富山政活費不正
「公金」意識の欠
如にあきれる

臨時国会召集　重
い論点　一から議
論を

消費者訴訟　企業
の姿勢、再確認を

「辺野古」上告　徹
底抗戦は安全を
損なう

警鐘鳴らすヤフー
の情報流出

日本語と絵文字
伝わる文章力も磨
こう

シリア危機　露に
は停戦実現の責
任がある

核実験自制決議
禁止条約につな
げねば

自民総裁任期　忘
れてはならない論
点

商業地の上昇　バ
ブルへの監視を
怠るな

もんじゅ抜きの核
燃サイクルの展望
示せ

安倍外交　リスク
抱えた積極姿勢

豊洲盛り土問題
方針転換の経緯
が不透明だ

道内の基準地価
二極化を食い止
めねば

公明党　歯止め役
果たしてこそ

もんじゅ廃炉へ
「一件落着」で済
ませるな

ＪＲ地方路線　地
元も国も危機感を

北朝鮮制裁と中
国　日米で暴走許
さぬ圧力を

目に余る富山市
議会の不正

増え続ける難民
人道危機打開の
覚悟を

日キューバ会談
経済テコに対「北」
協調を図れ

バスケ新リーグ
地域に密着して発
展を

介護の縮小　「離
職ゼロ」に逆行す
る

首相の国連演説
危機感の共有は
進んだか

難民と世界　もっ
と支援に本腰を

国語世論調査
「心の交流」重視
は健全だ

米政権の末期こ
そ日米結束に最
善つくせ

台風連続上陸　土
砂災害への警戒
を怠れない

公明党　１強に埋
没せず存在感を

待機児童解消　多
様な施策の総動
員で

首相国連演説　北
の脅威へ行動喚
起せよ

求められる米国の
成長力回復

日米国連演説　連
携して対北制裁を
強化せよ

空き家対策　有効
な活用も模索した
い

もんじゅ廃炉へ
無責任体制と決
別を

もんじゅ「廃炉」
核燃料サイクルを
揺るがすな

日銀総括検証　持
久戦で傷口広げ
るな

日銀金融政策　説
明なき方針転換だ

日銀金融緩和　長
期戦に舵を切った
黒田路線

福島原発廃炉費
新電力の負担は
筋違い

パラリンピック　メ
ダルより大切なこ
と

リオパラ閉幕　東
京目指し競技力
向上を

多面的な政策で
正したい長時間労
働

成人年齢１８歳
引き下げの懸念
解消を

基準地価　緩やか
な上昇を持続でき
るか

「泊」札幌説明会
これでは理解は
難しい

豊洲盛り土問題
「食の安全」は譲
れない

地価の回復傾向
経済好循環につ
なげたい

児童虐待　役所の
枠超え対応を

ＮＹ爆破テロ　世
界の結束を国連
で示せ

持続的な地価回
復のために

自民総裁の任期
「１強」前提の延長
では

自民総裁任期　政
治の安定重視す
る延長論に

リオ・パラ閉幕　共
生社会　もっと前
へ

パラリンピック　４
年後の先を見つ
める

政府と沖縄　判決
を振りかざすより
も

Ｂリーグあす開幕
／地域密着が成
功の鍵となる

2016/9/21

2016/10/2

原発と電力自由
化が両立するに
は

2016/10/3

2016/10/4

黒田日銀の転換
あの約束は何だっ
たか

量から金利、長期
戦への構え万全
に

銀の総括検証　脱
デフレへの転換点
に　政府と一体で
改革加速せよ

2016/9/22

もんじゅ廃炉　サ
イクルの破綻認め
よ

2016/9/23

2016/9/24

2016/9/25

2016/9/26

役に立たない地
震情報　週のはじ
めに考える

幸福指標／暮らし
の価値見つめ直
そう

2016/9/28

2016/9/29

2016/9/30

2016/10/1

2016/9/27

大学入試改革　見
切り発車は許され
ない

払う側にモノ言わ
せよ　電気料金と
廃炉

都市公園法／改
正を「公」再考の
契機に

大隅氏にノーベル
賞／医療応用へ
の突破口開く

「東電委」設置へ
／なし崩しの支援
は論外だ

また「衆院解散
風」／１強のおご
り　透けて見える

／出遅れた日本
批准を急げ

2016/10/5

2016/10/6

2016/10/7

日銀の政策検証
国民の「不安」は
拭えない

大転換の時代に
移る　もんじゅ、廃
炉へ

金融政策／枠組
み変更は限界の
証左だ

国民は納得できな
い　日銀の政策検
証

築地市場の移転
問題／都政の無
責任体質が露呈

憲法審査会再始
動　自民はまず草
案の撤回を

天皇陛下の生前
退位／有識者会
議任せにするな

ＡＩ農業　普及させ
たい「熟練の技」

シルバー社会と金
の卵　週のはじめ
に考える

領収書ネット公開
／政活費改革は
まだ不十分だ

受動喫煙防止　東
京五輪へ対策の
強化を

臨時国会召集／Ｔ
ＰＰ熟議の場とす
べきだ

福島からの母子
避難／個々に応
じた支援息長く

患者連続中毒死
／対応に落ち度
はなかったか

憲法審再始動／
自民は「草案」に
固執するな

五輪競技会場の
見直し／招致計
画の甘さが混乱
招く

台風１０号豪雨
１ヵ月／教訓残し
た痛ましい犠牲

原発有識者組織
地元独自の検証
も必要だ
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温暖化対策　取り
組みを加速せよ

常軌逸した三菱自
根本から社内体
質見直せ

18歳が安心して契
約できる環境整備
を

天皇の生前退位
丁寧な法的議論
が必要

帰還困難区域　住
民の意向に沿った
再生を

政務活動費不正
富山市議会　驚く
ばかり

ブラジル政治　腐
敗を断ち信頼回
復を

テロ準備罪見送り
政府与党の危機
感を問う

魚の乱獲を日本
主導で防げ

ＮＨＫ改革　国民
が求める将来像を

尖閣諸島警備　海
保の増強で中国
の侵入防げ

相模原事件　さら
に多角的な検証
を

安保法１年　まだ
「違憲」のままだ

チケット高額転売
ネットダフ屋を排
除せよ

安保法の実行に
欠かせぬ情報と
判断力

安保法成立１年
現実的な議論を
もっと

法曹離れ対策　法
科大学院は再生
できるのか

大学新テスト　公
平性損なわぬ内
容に

性犯罪の処罰
「魂の殺人」を許さ
ない

敬老の日５０年
昔も今も「生きが
いこそ」

パラ五輪に学ぶ
共生社会

ドゥテルテ大統領
法の無視は見過
ごせぬ

安保関連法１年
様々な危機対処
の重要基盤だ

敬老の日　「健康
長寿」目指したい

自治体と災害　混
乱の実例から学
ぶ

日銀の「検証」　誤
りを認めることか
ら

ＥＵ首脳会議　英
離脱に備え再結
束できるか

富山市議会　許さ
れぬ裏切り行為だ

富山政活費問題
前渡しを廃止すべ
きだ

公明党大会　憲法
改正論議に堂々
と加われ

辺野古判決　それ
でも対話しかない

相模原殺傷検証
犯罪防止の視点
足りない

型より実質が問わ
れる東芝の統治
改革

辺野古で国勝訴
解決には対話し
かない

日米防衛相会談
北の脅威に共同
対処を強めよ

「辺野古」国勝訴
沖縄の声は変わ
るまい

日銀の政策検証
限界を認めるべき
だ

公明党　微修正の
政治、脱却を

安保法制　血の通
う日米協力実現を

「北風」で普天間
移設できるか

福島原発凍土壁
効果の見極めが
急務だ

「辺野古」国勝訴
翁長知事の違法
が認定された

シリア停戦　和平
協議再開に全力
を

不断の努力かみ
しめて　今、憲法
を考える

民進党　蓮舫氏の
もとに結束を

蓮舫新代表　疑念
抱え船出できるの
か

何が欠けているの
か民進党に自覚
はあるか

蓮舫民進代表　厳
しさを自覚してこ
そ

教科書謝礼問題
ルールの厳格化
で信頼回復を

蓮舫民進党　対立
軸こそ政権への
道

蓮舫新代表　「１
強政治」にどう挑
むか

甘利氏の説明　不
誠実な態度に驚く

拉致と核実験　今
こそ残虐非道を訴
えよ

豊洲の安全性の
確認を急げ

香港の新議会　中
国は新勢力と対
話を

蓮舫民進新代表
党再生への先頭
に立てるのか

豊洲市場　安全面
の検証が最優先
だ

相模原殺傷事件
再発防止へ多角
的検証を

もんじゅ　政府は
廃炉を決断せよ

引きこもり　早期
対応で長期化を
防げ

通販拡大にあわ
せた物流高度化
を急げ

新大学入試　「公
平」「安定」は確か
か

１８歳選挙権　好
投票率を一過性
にするな

もんじゅ　廃炉へ
の流れは当然だ

相模原事件　警察
の対応を検証せ
よ

法の１８歳成人
拙速避け国民的
な議論を

豊洲盛り土　信用
の失墜は深刻だ

中国の南シナ海
居座りにロシアが
手を貸した！

地震予知に頼ら
ぬ減災策を

公明党　政権の偏
り正す役割を

北ミサイル対策
敵基地攻撃能力
も検討したい

賃貸住宅バブル
空き家対策と整合
性を

香港立法会選挙
未来への道は対
話から

合区の解消　衆参
抜本改革に知恵
絞れ

日銀政策検証　将
来のコストも説明
を

伊調に国民栄誉
賞　「求道者」の成
果に拍手を

日本はＶＲ・ＡＲで
主導的な地位を
狙え

豊洲盛り土問題
信頼を大きく損
なった

豊洲盛り土問題
安全性と経緯の
検証を急げ

配偶者控除　税制
のみの議論でなく

政務活動費不正
構造欠陥を問い
直せ

地球温暖化対策
パリ協定発効を急
ぎたい

シリア停戦　まず
人道救済を急げ

なかった盛り土
都の独断には唖
然とする

不在者投票をもっ
と簡単に

沖縄振興予算　基
地けん制は筋違
いだ

蓮舫氏の台湾籍
「二重国籍」への
認識が甘い

性犯罪の厳罰化
被害者の立場を
第一に

沖縄ヘリパッド
工事強行に理は
あるか

年金資金運用　リ
スクの管理は大
丈夫か

教科書不祥事　現
場との回路結び
直せ

カープ優勝　地域
の理想的快挙を
みた

省庁移転がこれ
では地方創生は
かすむ

配偶者控除　生活
実態に合う改革を

香港議会選　習氏
の圧力が「反中
派」生んだ

１８歳成人　簡単
に線引きできない

共有型経済　根付
かせる方途探りた
い

カープ優勝　ファ
ンと一体の大切さ

テロとの戦い　消
えぬ脅威へ団結
を貫け

百貨店に「のれん
頼み」の壁

台風への備え　避
難の判断はより早
く

未来投資会議　新
司令塔で成長策
を加速せよ

太陽光発電　普及
拡大へ条件整備
を

川内停止再要請
住民の不安解消
を第一に

2016/9/12
９・１１の教訓　寛
容という勇気がい
る

大学入試改革　豊
かな知識で学ぶ
意欲を

サウジの改革意
欲に積極的に応
えよう

米同時テロ１５年
新たな連帯感を世
界に

川内停止再要請
三反園氏の煽動
は理解できぬ

９・１１から１５年
テロの土壌なくさ
ねば

川内原発　住民本
位で検討尽くせ

待機児童増加　自
治体任せでは止
まらぬ

ネット不正送金の
対策徹底を

広島カープ　ファ
ンと走ったＶじゃけ
え

配偶者控除　幅広
い層が納得する
見直しを

ＪＲ日高線　存続
させる気あるのか

北朝鮮核実験　自
らを窮地に導く暴

香港議会選　高度
な自治求めた結

中国の横車を粘り
強くはばめ

北朝鮮核実験　ど
うやって暴走止め

民進党代表選　野
党第１党の責任は

北朝鮮の核実験
暴走阻む抑止力
の強化を

北朝鮮の体制を
脅かすほどに強
い制裁を

政府機関移転　大
山鳴動してネズミ
三匹

南シナ海問題　中
国の責任は変わ
らぬ

パラ五輪開幕　東
京大会の成功に
向けて

パリ協定を批准し
温暖化対策を先
導せよ

「貧困」への中傷
子供の人権を脅
かすな

リオ・パラ開幕　こ
こにも薬物汚染が
影落とす

泊原発避難計画
「大丈夫」と胸張
れるか

「『非正規』一掃」
本当に働く人のた
めか

相次ぐ台風　九州
も油断せず備えよ
う

配偶者控除　「再
分配」見すえ改革
を

東アジア首脳会議
中国の裁定棚上
げ許すな

「互恵」協力で日
韓関係を前へ

ＡＳＥＡＮ　南シナ
海安定の「要」だ

東アジア会議　南
シナ海で「法の支
配」広げよ

ＡＳＥＡＮ　「南シナ
海」で結束こそ

戦後の「公共」守
らねば　今、憲法
を考える（１０）

テレワーク　「新し
い働き方」への期
待

省庁移転　やっぱ
り掛け声倒れだ

米中パリ協定批
准　日本は削減の
明確化急げ

規制改革の再起
動で成長の天井
を破れ

パラリンピック　支
援を拡大する契機
に

日比首脳会談　中
国の海洋権益拡
大に警戒を

温暖化対策協定
日本も批准を急が
ねば

日韓首脳会談　改
善の流れを確か
に

パラリンピック　選
手を支え裾野広
げたい

日韓首脳会談　協
調の利益を見す
えて

比大統領　南シナ
海の「要」自覚せ
よ

リチウムの安定確
保へ工夫を

オバマ氏の歴訪
もっとアジアで指
導力を

北ミサイル脅威
発射技術の向上
に備え怠るな

進まぬ脱デフレ
将来不安を消さぬ
限り

 ルソーの定義に
学べば　今、憲法
を考える（９）

甘利氏問題　不起
訴で終わりではな
い

日中首脳会談　プ
ラスを増やす関係
に

北朝鮮のミサイル
暴走への危機感
共有せよ

Ｇ20後の日中関
係の道筋こそ重
要に

中国と国際社会
協調路線で責任
果たせ

隠れ待機児童　正
確な実態把握で
解消図ろう

日中関係　対北朝
鮮で連携が急務

５兆円超要求　防
衛費の歯止めどこ
へ

日中首脳会談　今
度こそ危機管理を
急げ

パラリンピック　同
じ時間を共有しよ
う

日中首脳会談　改
善の道筋が見ら
れない

中国の政策を問う
香港議会選

温暖化パリ協定
年内発効の手続
き急げ

日中首脳会談　関
係改善には緊張
緩和が要る

パラリンピック　リ
オで躍動してほし
い

立憲・非立憲の戦
いだ　今、憲法を
考える（８）

Ｇ２０首脳宣言
「掛け声」に終わら
せるな

新検事総長　「二
兎」を追う手腕を

中国とＧ２０　不都
合を覆い隠す議
事運営に終始、習
氏の独り舞台にす

Ｇ20は自由貿易と
改革の推進へ行
動を

日中の危機管理
今度こそ合意を確
実に

スタジアム改革
「稼ぐ力」をいかに
創出するか

Ｇ２０と世界経済
中国の責任　一層
大きく

パリ協定発効へ
置き去りにされる
のか

米中関係　協調の
枠組みどうつくる

Ｇ２０首脳会議
中国自身も問わ
れる

川内原発　知事は
対話をなぜ避ける

「混合介護」を大き
く育てよ

Ｇ２０と経済　世界
貿易拡大へ行動
を

Ｇ２０首脳宣言
中国の「有言実
行」が問われる

クロマグロ資源
「太平洋」回復へ
協調を

変えられぬ原則
がある　今、憲法
を考える（７）

造船提携協議　技
術融合で競争力
強化を

米国と中国　協調
の価値探る努力
を

防衛技術戦略　日
本の平和に積極
活用を

政府は労働改革
全体の見取り図を
示せ

年金の運用　不安
解消に議論尽くせ

原子力損害賠償
制度改正で国の
関与を明確に

防衛費要求増
「脅威」で聖域に
するな

原発避難計画
「絵に描いた餅」
ならば

帰還困難区域
「復興拠点」が問
われる

「１０３万円」の壁
丁寧な議論尽くし
見直せ

革新性競うコンビ
ニ改革に

日本とサウジ
「石油」超え多様
な協力を

米中首脳会談　ア
ジア安定に心残り
はないか

受動喫煙とがん
吸わない人を守り
たい

ドイツ「派兵」の痛
み　今、憲法を考
える（６）

北方領土交渉
「法の支配」との
両立を

夏休み明け　子供
たちと話してます
か

日ロは山口会談
見据え領土交渉
に弾みを

日露交渉　首相の
戦略が問われる

五輪招致疑惑
「違法性なし」で幕
は引けない

日ロ首脳会談　譲
歩引き出す新戦
略を

沖縄ヘリ施設　政
府の強引さ目に
余る

露大統領招請　領
土交渉で原則崩
せない

ブラジルを立て直
す一歩に

五輪招致の疑惑
お手盛りのＪＯＣ
調査

日露首脳会談　大
統領来日で「領
土」は動くか

ＴＰＰ承認　国会
審議急ぐ必要ない

民進党代表選　不
信をぬぐう第一歩
に

概算要求　野放図
な「再加速」求め
ぬ

待機児童問題に
正面から向き合え

民進党代表選
「中道・穏健」の政
策競え

民進代表選告示
共産との共闘を見
直せるのか

民進代表戦告示
党の針路を示す
機会に

概算要求１０１兆
円　財政規律のタ
ガ外れる

「共謀罪」　拡大解
釈の恐れは消え
ず

2016/9/9

北朝鮮核実験　暴
走する脅威に冷
静対処せよ

北朝鮮核実験　国
際包囲網もっと強
く

2016/9/10

休み

2016/9/13

2016/9/14

2016/9/15

2016/9/16

2016/9/17

働き方と税・社会
保障の一体改革
を

高速増殖炉　「シ
ンもんじゅ」を目指
せ

2016/9/3

2016/9/4

2016/9/5

2016/9/6

2016/9/7

2016/9/8

東アジア交流　広
がる「親日」を見
据えて

「もんじゅ」廃炉方
針／サイクル政策
見直しも必至

安保法制１年
「違憲」の疑い晴
れてない

人口減にたじろぐ
前に　週のはじめ
に考える

農家の収入保険
／「安全網」加入
条件は柔軟に

安保法成立から１
年　既成事実化は
認められぬ

災害と高齢者　地
域の力で守るため
には

宝の言葉を平和
の種に　敬老の日
に考える

Ｊヴィレッジ再整
備／復興のシンボ
ルにしたい

リオパラリンピック
開幕／共生の意
義を考える契機に

世界防災フォーラ
ム／被災地総参
加で教訓発信を

核武装は断固許
さない　北朝鮮が
実験強行

北、５回目の核実
験／国際社会は
何をなすべきか

北朝鮮、５度目の
核実験　国際包囲
網づくりを急げ

待機児童　「解消」
は実現できるのか

「不条理な死」をな
くす　週のはじめ
に考える

相次ぐ台風被害
／いつにも増して
警戒が必要

不安なる平成二
十八年　桐生悠々
を偲んで

仙台市長任期残
り１年／役所超え
た存在感示せる
か

性犯罪を非親告
罪へ／抑止効果
にも期待したい

帰還困難区域／
基本方針は第一
歩にすぎず

2016/9/11

2016/9/18

包摂と説得の政
治へ　民進代表に
蓮舫氏

九州の農業　浮揚
の鍵を握る大規
模化

違憲性は拭い去
れない　安保法成
立１年

政府機関の移転
／中枢機能の分
散こそが急務

2016/9/19

2016/9/20

民進党代表選告
示／土俵際の覚

日ロ首脳会談　本
腰で領土問題の
打開を

立ち止まるＴＰＰ
週のはじめに考え
る

海づくり大会／山
形の漁業振興の
好機に

相続の手続き　簡
素化をさらに進め
たい

金融政策「検証」
／さらなる緩和誰
が望むのか

「共謀罪」再提出
へ／監視社会に
つながる悪法だ

日中首脳会談／
関係改善へ対話
の継続を

民進新代表に蓮
舫氏／党再建に
地方の声を生か
せ
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ＪＯＣ報告書　納
得にはほど遠い

民進党代表選　共
産党との関係破
棄を明言する候補

政策の旗競う民
進代表選に

ミサイル防衛　増
強しても限界はあ
る

新ミサイル開発
尖閣での対中牽
制にも有効だ

東京五輪「疑惑」
調査は尽くされて
ない

民進代表選　政策
と覚悟が試される

トルコ粛清　反乱
後の弾圧行き過
ぎだ

築地移転延期　説
明尽くし不安解消
を

五輪招致疑惑　覚
悟を持って責任明
確に

大きな一歩を踏み
出したインド経済
改革

概算要求１０１兆
円　政治力を改革
に生かせ

大学入試改革　受
験生のためになる
１月実施

「共謀罪」法案　テ
ロ対策便乗の悪
法だ

築地市場の移転
情報公開を徹底
せよ

熊本地震　警戒を
緩めてはならない

大学入試改革　素
材示し議論を広げ
よ

泉田裕彦知事「不
出馬」　この撤退
理由は通らない

築地の移転延期
は課題も多い

ミャンマー　民族
の融和に期待す
る

台風１０号被害
なぜ高齢者を守
れなかったか

交通網の寸断　官
民挙げて復旧に
力を

修正重ね、自らの
手に　今、憲法を
考える（５）

概算要求　財政難
などお構いなしか

台風１０号　水害
の怖さ再認識を

台風被害　弱者を
守る備えと連携を

「アップル」が示す
国際課税競争を
憂う

台風１０号被害
なぜ避難は遅れ
たのか

築地移転延期　混
乱回避が小池知
事の務めだ

予算概算要求　財
政規律が置き去り
だ

ホームの災害　情
報が弱者を助ける

台風１０号被害
「災害弱者」を守
る教訓に

防衛概算要求　負
担増を骨太に論じ
よ

築地移転　「待っ
た」は妥当な判断
だ

迷走台風の被害
に何を学ぶか

築地市場　納得の
できる手続きを

概算要求　特別枠
を成長実現につな
げよ

相次ぐ災害　万一
の備え徹底したい

源流は自由民権
運動　今、憲法を
考える（４）

配偶者控除　見直
すなら丁寧な論議
を

私立小中補助
もっと吟味が必要
だ

中国の海洋管轄
権　仲裁を無視し
て法治とは

夏休み明け　子供
の命を守るために

サバ漁国際規制
資源が枯渇してか
らでは遅い

遺産の相続　時代
に即した仕組みに

ブルキニ騒動　人
権大国らしからず

五輪種目追加　経
費削減の努力も
必要だ

予算概算要求　危
機感の乏しさを憂
う

テロ準備罪の創
設　国際連携の
「弱い環」脱せ

ロボット兵器　戦
争をゲーム化させ
る

「共謀罪」法案　テ
ロの未然防止に
不可欠だ

続く年金運用損
将来見据えた議
論こそ

明治の論争が試
される　今、憲法
を考える（３）

民進党代表選
崖っぷちの自覚は
あるか

相次ぐ台風　経験
超える想定が必
要

日本とアフリカ
「平和な海」でも連
携図れ

金融緩和では止
められない成長力
の低下

テロ準備罪　本当
に必要性はある
か

埼玉１６歳暴行死
救う手立てはな
かったのか

アフリカ開発　日
中競争の場では
ない

アフリカ開発　日
本流の技術と投
資を

子どもの自殺　救
いの手を差し伸べ
たい

主のない土地　柔
軟に知恵を絞りた
い

韓国との通貨協
定　あらゆる面で
悪影響あった「反
日」を改める契機

自動運転技術を
賢く使いたい

チケット高額転売
歯止めの議論が
必要だ

アフリカ会議　良
質な支援で中国と
差別化を

道産牛ブランド
評価高めるきっか
けに

過去幾多の試練
に堪へ　今、憲法
を考える（２）

川内再点検要請
不安の声にも耳を
傾けよ

「共謀罪」法案　政
権の手法が問わ
れる

ＩＴサポート　健全
競争で利便性高
めよ

元慰安婦支援金
和解の思いを伝
えたい

沖縄振興費減額
基地と「リンク」も
理解できる

外資リゾート　地
域と共存する関係
に

福島の凍土壁　本
当に破綻でない
のか

１８歳　正式に「大
人」と認めよう

シリア危機　米露
は停戦に全力を

相続法制見直し
高齢社会に見合う
仕組みとは

自動運転車　ルー
ルづくりも加速を

民進党代表選　２
０年後の日本を示
せ

埼玉の１６歳殺害
悲劇は防げなかっ
たのか

原発停止を求め
た鹿児島県知事
への疑問

働き方改革　何を
目指すのかを示
せ

タクシー新運賃
乗客目線で需要
開拓できるか

アベノミクス　もう
「買い」とは言えぬ

国立劇場５０年
守りながら「攻め」
も

地方創生　人口減
への認識足りない

就活生の負担軽
減を多面的に

アフリカ開発　日
本らしい貢献探ろ
う

日韓財務対話　通
貨協定を関係改
善の一助に

始まらない再審
救済の目的果た
すべき

川内原発　九電は
懸念と向き合え

台風１０号　厳重
な備えと早期避難
を

民進党代表選　路
線問題の議論尽く
せ

川内停止要請　三
反園知事は拳を
どう下ろす

道内の電力供給
「泊」を議論する契
機に

相模原事件　共有
したい生きた証し

働き方改革　看板
倒れに終わらぬよ
う

相模原の事件　差
別の芽を見つめて

日中関係　首脳会
談に成果望める
か

川内原発　知事の
停止要請は重い

北ＳＬＢＭ発射
増大する脅威へ
対処が急務だ

戦火やまぬ夏　平
和の祭典　東京で
こそ

三反園知事　真価
は秋に試される

高齢者事故防止
「免許返納」以外
の発想も

日本とアフリカ　息
長く関与を深めよ
う

捕鯨妨害「禁止」
この合意では安
心できぬ

企業は長期株主
づくりへ毅然と経
営語れ

ＰＫＯの新任務
派遣前に丁寧な
議論を

海洋ごみ汚染　国
際連携で拡散を
防止したい

駆け付け警護　自
衛隊の危険が高
まる

自衛隊新任務　国
会での議論は十
分か

駆け付け警護　任
務付与前に徹底
論議を

リニア新幹線　国
会で徹底議論を

アフリカ開発会議
「頼もしい日本」売
り込め

相模原事件が問
いかけるもの

相模原事件１カ月
障害者を地域の
隣人に

駆けつけ警護　リ
スク極小化へ訓
練を重ねよ

セコマ赤尾氏　地
方コンビニの開拓
者

虐待１０万件超
幼い心を傷つける
な

ネット検索情報
どう捉える「削除
の権利」

日中韓会談　協力
の重み自覚して

ドーピングのロシ
ア、リオ・パラリン
ピック出場禁止

日中韓が協力して
こそのアジア安定
だ

日中韓外相会談
危機管理の責任
自覚を

補正予算案　経済
再生へ事業を吟
味したい

日中韓外相会談
困難乗り越えて連
携を

北朝鮮の軍拡止
めねば　日中韓外
相会談

駆けつけ警護
もっとＰＫＯの議論
を

北潜水艦ミサイル
中国は挑発を助
長するな

欧州に安定と成
長の工程表を

志布志事件　教訓
は可視化の拡大
だ

日中韓外相会談
対「北」圧力で協
調を追求せよ

パラリンピック　ロ
シア除外　意味大
きい

日中韓外相会談
首脳間の対話に
つなげよ

自治体会計　危う
いツケ回しやめよ

賃貸住宅の建設
増　リスク踏まえ
た契約促せ

シベリア抑留　実
態解明に日露連
携を

核兵器禁止条約
保有国抜きでは
現実感がない

夕張支線廃止へ
他の鉄路と条件
が違う

参院合区解消論
改憲につなげる強
引さ

飲酒運転　「撲滅」
への誓いを新たに

群大と三菱自　検
証結果を共有しよ
う

私立小中への補
助　優先すべきは
公立再生だ

ＢＰＯ　放送の「自
律」守る力に

普天間大型補修
移設遅滞は固定
化の恐れ増す

防衛白書　安保法
の現実伝わらぬ

世界の山ちゃん
羽ばたいた変人
経営者

在宅医療　終末期
まで支える態勢を

核兵器禁止　交渉
始める道探れ

シールズ解散　典
型的な古い左翼

東京五輪の成功
へ課題の解決を
急ごう

リオ五輪閉幕　懸
念乗り越え歴史刻
む

スー・チー訪中
真価が問われる
「全方位外交

リオ五輪閉幕　感
動の舞台は「東
京」へ

新学習指導要領
欲張り過ぎていな
いか

リオから東京へ
復興五輪の理念
見失うな

リオ五輪閉幕　東
京がモデルを築こ
う

リオ五輪閉幕　東
京の顔に若手の
育成を

中国の内需とり込
む戦略を

核兵器禁止条約
一歩進めた意義
はある

リオ五輪閉幕　さ
あ４年後は東京の
出番だ

障害者の転落死
危ない時は声掛
けよう

むのさん逝く
ジャーナリズムを
貫く

核兵器禁止条約
日本も「推進」へ
踏み出せ

むのさん逝く　た
いまつの火は消え
ず

厚労行政　ポスト
より責任の所在だ

マイナス金利策
効果ないなら見直
しを

中国弁護士弾圧
「見せしめ」強権
統治が際立つ

北洋銀と道銀　地
域貢献で競い合
いを

南スーダン　人道
危機を食い止めよ

総裁任期の延長
「成果」あっての話
だろう

シールズ解散
「次」にどうつなげ
るか

米ＴＰＰ消極論
憂うべき保護貿易
主義の台頭

北海の準優勝　古
豪復活　拍手送り
たい

参院の格差是正
まじめに憲法から
論じよ

学術研究と軍事
科学者は転用に
警戒を

露トルコ急接近
米欧の安保秩序
に影を落とす

核軍縮報告書　禁
止条約制定へ前
進だ

ソ連崩壊２５年
危険な軍事偏重
を許すな

受動喫煙の防止
東京五輪機に対
策急げ

裁量型課徴金　談
合抑止の有効打
となるか

まちの本屋さん
地域の文化支え
る拠点

ホーム転落死　悲
劇を防ぐ声かけを

権限のない原発
運転停止を公約
に当選した鹿児島
のテレ朝出身県
知事に申す

医療・介護の効率
化へ自治体は奮
起を

核の先制不使用
理念の後押しが
必要だ

「タカマツ」金　力
と技の融合で頂点
を極めた

相模原事件検証
措置入院の議論、
慎重に

女子レスリング
もう一つの金メダ
ル

マイナス金利　将
来不安が募る社
会では

経済財政試算
「期待」頼みにあ
きれる

伊調４連覇　偉業
への情熱を受け
継げ

海洋観測の立て
直しが必要だ

甘利氏のけじめ
調査の約束どう
なった

訪日客地方誘致
空港と港の国際
化を急ぎたい

「福島」凍土壁　汚
染水対策は見直
しを

核政策の矛盾　被
爆国の使命を果
たせ

総裁任期延長論
「１強」のおごりが
透ける

核先制不使用　首
相はオバマ氏に
力を

ホーム転落事故
利用者本位の対
策を急げ

参院の選挙制度
合区の弊害軽視
できぬ

ホーム転落事故
視覚障害者の安
全を守りたい

待機児童の解消
預けやすい環境
整備を

「自由」を後退させ
るな　米大統領選
と世界

竜巻注意情報　活
用されているのか

米の核先制不使
用　被爆国ゆえに
「懸念」する

五輪の環境配慮
問われる東京の
発信力

中国と南シナ海
行動規範を骨抜き
にするな

合区解消論　票の
平等は確保せね
ば

シールズ解散　民
主政治の「原点」
映した

甘利氏の責任　速
やかな説明を求
める

７人制ラグビー
温故知新でさらに
進化を

バブルの懸念ぬぐ
えぬ賃貸住宅の
増加

ホーム転落死　白
いつえへの気配り
を

日の丸液晶支援
競争力高める新
戦略が必須だ

働き方改革　看板
掛け替えではなく

電力需要　猛暑の
夏も乗り切れる

リオ五輪　平和の
尊さ見据えてこそ

2016/9/3

原子力発電の長
期展望示す議論
を

2016/8/31

2016/9/1

ＪＲ九州上場　鉄
道会社の使命忘
れずに

東京が引き継ぐも
の　リオ五輪閉幕

生活困窮者支援
／先進自治体は
ここまでやる

４年後は東京五輪
／過度にメダルに
こだわらず

福島・好調な企業
立地／帰還促進
へ　さらに一手を

ストーカー防止
精神医学も対策
の一助に

児童虐待１０万件
対策に猶予は許
されない

翻訳機ガ・ツ・ナ・
グ・ヨ　週のはじめ
に考える

マタハラ防止指針
／企業に厳格な
措置求めたい

賢い規制で新技
術の普及促進を
（産業革命4.0が拓
く未来）

2016/8/19

2016/8/20

快適なＩＴ生活を産
業に育てよう（産
業革命4.0が拓く
未来）

戦後７１年の夏に
亡き人の声に耳を
すます

2016/8/21

ＰＫＯ新任務へ訓
練／見切り発車
は許されない

総裁任期延長論
／まずは課題解
決を優先して

「余震情報」見直
し／曖昧さが増す
だけでは困る

平野氏自民入党
／「１強」追随の説
明尽くせ

演説を残した大統
領　週のはじめに
考える

第三者委員会
「独立性」を担保し
てこそ

地震の予測表現
「熊本の教訓」を
生かそう

川内原発の停止
要請／県知事の
発言は極めて重
い

2016/8/30

岩手・施設で９人
死亡／早期避難
はできなかったか

2016/8/28

人材力高める改
革で成長底上げ
を（反グローバリ
ズムと日本）

2016/8/29
新規がん患者１０
０万人／早期発見
へ検診強化を

平和の道しるべた
れ　今、憲法を考
える（１）

2016/9/2

措置入院見直し
「支援 視

「自由」を後退させ
るな　米大統領選
と世界

予算編成始動／
不安が先立つ概
算要求基準

福島原発の凍土
壁／「効果なし」な
ら次善の策を

ＴＰＰ国会承認／
米国は混沌、急ぐ
必要ない

内向きに陥らず自
由貿易推進を

2016/8/22

2016/8/23

日米軸に安保協
力の輪を広げよう
（反グローバリズ
ムと日本）

2016/8/24

2016/8/25

2016/8/26

アフリカの成長を
支え取り込もう

2016/8/27

元慰安婦支援金
拠出／合意履行
に粘り強い努力を

示／土俵際の覚
悟で再生論争を
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酒安売り規制　消
費者利益を忘れ
るな

尖閣奪取に海上
民兵　中国は本気
だ！「軍事力」へ
の警戒強めよ

築地市場の移転
を混乱なく

子供への虐待　心
の傷はあまりに深
い

介護休業新要件
離職ゼロへ制度
の定着図ろう

道議会の政活費
理解得られる使い
方を

タクシー実験　安
さと質を相乗りで

核の先制不使用
首相はきちんと姿
勢語れ

国の代理人　行政
正す第三者の目
に

アマゾン立ち入り
健全な競争で市
場育てよ

伊方原発再稼働
格別に不安材料
が多い

タイ新憲法　国民
和解につなげられ
るのか

成長率横ばい　歩
む方向が違ってい
る

ホームの安全　多
様な乗客いること
を

密室捜査の罪　全
事件に「可視化」
広げよ

シールズ解散　個
人の連帯これから
も

ＧＤＰ横ばい　民
間の成長投資で
打開を

リオ五輪　輝きを
放つ日本選手団

ＧＤＰ足踏み　企
業の積極投資を
促したい

就活日程　学生本
位で設定したい

道徳教育　心を評
価できるのか

追悼施設　なぜ議
論を進めないのか

ＧＤＰ横ばい　将
来見すえた判断こ
そ

朴大統領演説
「脅し」に屈せぬ
姿みえた

企業の成長期待
を高める改革を怠
るな

ＧＤＰ伸び鈍化
民間の創意が試
される

朴大統領演説　未
来志向で日韓改
善進めたい

戦没者追悼　過去
と向き合ってこそ

ＧＤＰゼロ成長　い
つまで道半ばなの
か

戦没者追悼式　１
０１歳と５歳つなぐ
誓いを

相模原の事件　予
断もたず徹底検
証を

戦後７１年の靖国
安倍首相は堂々
と参拝を

未来志向の日韓
関係築くには

朴大統領　穏当
だった光復節演説

戦没者追悼式　深
い反省と不戦の
誓い新たに

リオ五輪　スポー
ツの魅力　後半も

地方創生　知恵は
「現場」にある

韓国光復節演説
日韓改善の流れ
を確かに

71年目の夏　戦後
はいつまで続くの
サービス業は異
業種に学べ

被団協６０年　核
廃絶の願い次代
に

猛暑と五輪　「熱
い夏」を乗り切り
たい

農産物の輸出拡
大へ知的財産の
保護を

相模原事件　医療
だけでは防げない

伊方原発再稼働
電力の安定供給
に寄与する

児童虐待１０万件
増加に歯止めか
けたい

相次ぐテロ　暴力
生む根源に対処
を

中国と対北声明
妨害は大国の振
る舞いか

競争力向上を狙う
仏労働改革

タイ新憲法　軍主
導では安定しない

岸田外相訪比　中
国に「法の支配」
順守を促せ

タイの新憲法　民
主化の後退が心
配だ

伊方原発　またも
見切り発車か

日比外相会談
「２つの海」で対中
連携を

ゲノム情報利用
提言を着実な実
行に

現代アート祭　賑
わいを地域振興
の一助に

伊方原発再稼働
住民の不安置き
去りか

官庁の白書　「政
府のＰＲ」でいい
のか

羽田経路変更　住
民への説明をつく
せ

伊方原発　再稼働
で安全力高めた
い

リオ難民チーム
夢舞台から問い
かける

北非難声明断念
包囲網崩す中国
の責任は重い

暑い夏　注意して
乗り切りたい

伊方原発再稼働
東九州への影響
はどうか

参院選挙改革　国
会は「合区」を論じ
よ

御巣鷹の尾根　確
かな安全の誓い
新たに

個人情報と社会
過剰反応が起き
ぬよう

公務員給与上げ
霞が関の働き方も
改革したい

自民党総裁任期
一強固める延長
は疑問

緊張高める中国
力や金で得られ
ぬもの

北朝鮮の挑発　周
辺国は対立に陥
るな

タイ新憲法承認
国民融和への契
機とせよ

パラリンピック　露
は責任の重さ自
覚を

大阪女児焼死
「自白」頼みが招
いた再審無罪

財政健全化　歳出
のタガを緩めるな

大阪再審無罪　科
学の力を重視して

大阪再審無罪　誤
判の究明がなお
必要

山の日　登るもよ
し眺めるもよし

アジア経済連携は
質重視の原則を
貫け

焼死再審無罪　自
白偏重を繰り返す
な

山の日　自然との
付き合い方を学ぼ
う

道内空港民営化
全体の底上げ図
らねば

川内再稼働１年
なし崩しの原発回
帰では

山の日　自分と向
き合う契機に

社会保障改革
「機能する制度」
へ工夫を

ロシアとトルコの
重い役割

山の日　多様性と
恵みに感謝を

相模原殺傷事件
措置入院解除後
にも目配りを

山の日　親しむ機
会増やしたい

山の日　大自然に
「感謝と畏敬」を

被爆の体験　記憶
を枯らさぬ伝承を

国境離島　抑止力
維持へ無人化防
げ

遺伝情報の利用
で世界に後れをと
るな

イチロー金字塔
さらなる挑戦を見
たい

体操ニッポン金
美しい演技が世
界を制した

尖閣中国船　緊張
高める挑発やめよ

イチローから学ぶ
こと　米３０００安
打

尖閣問題　中国は
緊張を高めるな

復活の金　見事な
日本の美の継承
だ

タイは新憲法を生
かせるか

尖閣沖の中国船
挑発やめ真剣な
対話を

ＩｏＴの活用　攻め
の投資で成長底
上げ図れ

三菱自動車不正
組織の見直しが
急務だ

体操日本優勝　見
せてくれた伝統の
底力

高齢化社会の象
徴天皇制の姿を
考えよう

尖閣領海侵入　中
国は示威活動を
自制せよ

天皇「お気持ち」
生前退位の思い
伝わる

「お気持ち」表明
「象徴天皇」国民
的議論を

尖閣揺さぶりに動
じぬ体制を

天皇「お言葉」　象
徴の在り方を議論
したい

お見事イチロー
３千安打もまだ通
過点

タイ新憲法承認
「軍政居座り」を憂
慮する

ＮＨＫ改革　新時
代の役割考えよう

尖閣に中国漁船
団　上陸阻止へ有
人化を急げ

追い風なくても企
業は成長投資を
続けよ

参院選改革　合区
解消を根本から議
論せよ

ドイツのテロ　移
民難民が悪では
ない

中国の裁判　市民
救済を阻む弾圧

メダルラッシュ　お
家芸の復活に心
が躍る

育休の見直しは
幅広い視野で

美浜運転延長　綱
渡り審査の弊害
は大きい

相模原事件　共生
への歩み止める
な

無年金救済　多様
な取り組みで

転機の学校教育
子供らしい学び忘
れずに

福島の復興・廃炉
を進める体制を万
全に

リオ五輪開幕　困
難越え成功させた
い

リオ五輪開幕　不
安を抱えて聖火が
灯った

道徳教育　心を評
価すべきでない

甲子園開幕　感動
呼ぶ熱戦を期待

原発と再改造内
閣　電力供給の基
盤を整えよ

五輪の理想を改
めて刻もう

防衛白書　宣伝よ
りも説得力を

三菱自燃費不正
意識改革の徹底
で再生を図れ

年金運用損　株高
頼みの限界見え
た

リオ五輪開幕　選
手示せスポーツの
価値

核廃絶へ広島・長
崎から発信強めよ
う

原爆の日　被爆地
の発信強めよう

広島原爆忌　オバ
マ氏の「一歩」を
育てたい

原爆の日　日米で
世界に尽くしたい

経済不振に先手
打った英中銀（英
ＥＵ離脱）

相模原事件　匿名
が問い掛けるもの

テロ対策　未然防
止へ法整備の議
論を

リオ五輪開幕　世
界の垣根乗り越え
て

甲子園女子　「進
取」の歴史を思い
出せ

商慣行見直しでス
マホ市場の競争
促進を

野球・ソフト復活
五輪競技定着に
努力を

防衛白書　北朝鮮
の挑発に万全の
備えを

リオ五輪　名実と
も平和の祭典に

リオ五輪　オリン
ピズム再認識を

リオ五輪開幕　九
州勢の活躍も楽し
みだ

県警隠し撮り　市
民への許されぬ
監視

拉致と再改造内
閣　最優先で被害
者救出迫れ

最新知識で高め
たい原発安全

大分県警の監視
順法精神を欠い
ている

野球ソフト復活
東京五輪の楽し
みが増えた

ポケモンＧＯ　「節
度」もゲットしよう

北ミサイル発射
制裁の包囲網より
強く

北朝鮮ミサイル
止めるための戦
略を探れ

内閣改造　「安定
政権」で何をする

北朝鮮ミサイル
日米韓で暴発食
い止めよ

改造内閣　党対策
より改革推進を

安倍改造内閣　独
善に自戒を求め
たい

熊本復興プラン
九州の力で後押し
しよう

美浜原発延長　不
安と疑問がつきな
い

再改造内閣　成長
へ効果上げる采
配を

北朝鮮ミサイル
頻繁な発射意図
は何か

北ミサイル落下
危険極まりない挑
発だ

内閣改造　強い基
盤を何に生かす
か

防衛白書　意図を
説明する責任

防衛白書　脅威へ
の備えを加速せよ

「深い学び」実現
へ学校の創意を
重んじよ

民進党　まず無責
任体質改めよ

学習指導要領　国
際化に対応できる
力養おう

政府の経済対策
巨額だが未来は
見えぬ

経済対策　見掛け
倒しの水膨れ型

岡田代表退任
「１強」に対抗する
旗印を

経済対策　「抜け
道」頼みの危うさ

経済対策　「空ぶ
かし」にならない
か

各国と安保認識
の共有を急げ

国の財政　ゆるん
だままでは困る

大型経済対策　問
われるのは規模
より中身だ

新学習指導要領
授業の質を高め
てこそ

防衛白書　政権の
言い分並べても

経済対策　「未来
への投資」になる
か

都知事選　民意か
ら遠い与野党

高額医薬品値下
げ　患者本位の丁
寧な議論を

証取統合で資本
市場のつながりを
保て（英ＥＵ離脱）

新学習指導要領
消化不良起こさぬ
よう

国連公開討論　ア
フリカに平和をど
う築くか

伊達参院議長　良
識支えるかじ取り
を

岡田氏退任へ
「党再生」競う代
表選に

全国知事会　国と
闘う覚悟が問わ
れる

学習指導要領　現
場の自由の確保
を

民進党　まず「野
合」との決別図れ

ヤフーの栄枯盛
衰に学ぶこと

二階自民幹事長
「安倍一色」から
脱却を

群馬大手術死　患
者本位の医療を
再生させよ

千代の富士　大横
綱の早世を惜しむ

大飯原発地震動
専門家の意見を
聞け

都知事に小池氏
「自治と分権」を見
据えて

社会や個人を磨く
学びをＩＴで（産業
革命4.0が拓く未
来）

2016/8/13

リオ五輪開幕／感
動こそ、復興への
力

人類７００万年の
知恵　週のはじめ
に考える

隠しカメラ設置
警察は事実の説
明尽くせ

長崎原爆の日
「語り継ぐ」決意を
新たに

ＪＲ山田線復旧方
針／目指せ「観光
復興鉄道」

原発再稼働と知
事　民意示せる仕
組みが要る

未来につながる天
皇制に　「お気持
ち」表明

天皇陛下お気持
ち表明／生前退
位　国民的な論議
必要

尖閣に中国公船
危険な挑発行為
をやめよ

出直し宮城県議
会／事務局の意
欲引き出して

循環する水の恵
み　山の日に考え
る

参院の選挙制度
改革／進む都市
偏重、弥縫策は限
界

学習指導要領　の
びやかな環境が
大切だ

防災・減災　水害
への備え／甚大
な過去の犠牲忘
れるな

住民は誰が守る
のか　伊方原発再
稼働

ＬＧＢＴの子ども／
差別なくす学校環
境整えて

2016/8/7

老朽原発の延命
「４０年廃炉」の骨
抜きだ

2016/8/8

陛下のお気持ち
前向きに受け止
めたい

2016/8/11

小池都知事が誕
生／地方を先導
する気概示して

ＡＩ・ロボットと共生
し価値創出を　産
業革命が4.0が拓
く未来

2016/8/12

天皇陛下お気持
ち　国の未来に丁
寧な議論を

天皇陛下お気持
ち表明　「総意」へ
議論を深めよう

2016/8/9

2016/8/10

2016/8/6
広島、長崎原爆の
日　核禁止条約へ
動き加速を

2016/8/2

2016/8/3

安倍再改造内閣
経済再生を効果
的に加速せよ

新内閣は難しい
課題から逃げるな

2016/8/4

2016/8/5

被爆７１年の日本
核兵器なき世界
へ行動を

経済対策決定／
規模に見合う効果
あるのか

憲法擁護こそ自
覚せよ　安倍再改
造内閣発足

安倍改造内閣／
改憲より優先課題
が山積み

農業就業人口減
／新しい担い手を
育成しよう

広島原爆の日　核
廃絶へ踏み出す
勇気を

憲法が守ってくれ
た　原爆忌に考え
る

農業就業人口減
／新しい担い手を
育成しよう

2016/8/16

2016/8/17

2016/8/18

サービスで稼ぐ製
造業へ進化を
（産業革命4.0が拓
く未来）

2016/8/14

日本の戦後７１年
記憶を新時代へ
渡す責任

終戦の日　先人へ
の礼欠かぬ和解
を　「譲れぬ価値」
再確認する時だ

終戦記念日　歴史
に学ぶ力を蓄える

終戦の日　確かな
「平和と繁栄」を築
こう

2016/8/15

群馬大手術死　許
せない患者軽視
の医療

戦争と新聞　週の
はじめに考える

公的年金の運用
／政権に左右さ
れぬ仕組みに

終戦の日　不戦の
誓い今こそ新たに

戦争は今も続いて
いる　終戦の日

終戦記念日／記
憶の継承こそ風
化を防ぐ

終戦記念日　安保
法下で問われる
不戦

ＧＤＰ横ばい／民
需主導の本格回
復は遠い

ＳＥＡＬＤｓ解散／
若者の熱情どう受
け止める

へ／「支援」の視
点を忘れずに
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小池新都知事　都
民本位の改革実
行を

電力データ消失
自由化の設計は
大丈夫か

都政を前に進める
には調整力が必
要だ

小池東京都知事
変化への期待に
応えよ

岡田代表不出馬
「民共共闘」の限
界ではないか

小池新都知事　地
方への視点忘れ
ずに

政府と沖縄県　自
治法が泣いている

小池都知事　混乱
から安定へ変貌
せよ

長期で安定した年
金運用に

子供の安全対策
見守りと教育の両
輪で

東京都知事選　小
池氏は地道に重
責全うせよ

赤字鉄路見直し
廃止の布石は通
らない

岡田氏退任へ　野
党共闘を次に生
かせ

ポケモンＮＯ　危
険な場で生息させ
るな

クリントン氏は世
界の安定に目配り
を

沖縄ヘリ着陸帯
強引さが解決遅ら
せる

最低賃金アップ
中小企業の足腰
強化を急げ

国のリニア支援
地方への投資が
先決だ

公的年金運用　国
民の理解あってこ
そ

ＧＰＩＦ　長期の効
率運用に徹せよ

五輪を迎えるブラ
ジルの混迷

書店の活性化　未
知の世界を届け
たい

米大統領選　団結
を求めたクリントン
候補

岡田代表不出馬
支持裏切らぬ新
体制を

米大統領選　分断
乗り越える論戦を

米大統領選　分断
克服する指導力
示せ

日銀の追加緩和
いよいよ手詰まり
だ

ウナギ激減　日本
が資源保護を主
導したい

日銀追加緩和　出
口戦略見据え検
証を

日銀追加緩和　通
貨の番人はどこへ

大震法の見直し
「予知」前提にせ
ず対策を

追加金融緩和　日
銀は政権のしもべ
か

日銀の追加緩和
逐次投入で効果
あるのか

隠れ待機児童　切
実な声を反映しよ
う

日銀追加緩和　政
府との協調は効
果を生むか

クリントン氏　若者
票をどう集めるか

米大統領選　国の
在り方が問われる

国と地方の係争
分権改革の原点
忘れたか

慰安婦財団　緒に
就いたにすぎない

都知事選　「安定
と信頼」の担い手
を

遊ぶ人も社会も歓
迎するポケモンＧ
Ｏに

障害者と社会　ど
んな命も輝いてい
る

米比軍事協定　南
シナ海で対中連
携を強めよ

慰安婦財団発足
真の和解への第
一歩に

慰安婦支援財団
解決まで日韓は
共に

最低賃金改定　格
差是正に結実さ
せたい

タクシー業界　攻
めの工夫で再生
を

相模原大量殺人
なぜ実名発表を
求めるか

元慰安婦支援の
着実な履行を

慰安婦支援財団
ようやくここまで来
た

韓国慰安婦財団
支援を着実に軌
道に乗せたい

最低賃金上げ　こ
の流れ続けなけ
れば

政治とカネ　不信
いまだ解消できず

慰安婦財団発足
「和解と癒やし」の
ために

最低賃金上げ　継
続できる環境作り
を

慰安婦財団の設
立　韓国は日本を
おとしめる慰安婦
像を早急に撤去

生産性と最低賃
金の引き上げを一
体で

クリントン氏指名
米国の「常識」示
せるか

指定廃棄物解除
各県の実情に合
わせた処分を

ニホンウナギ　い
つまで食べられる
か

ウルトラの５０年
伝えたいことがあ
る

南シナ海　解決に
は長期戦の覚悟
を

独法の役員　選考
の過程を透明に

クリントン氏指名
同盟強化の具体
論を語れ

南シナ海の外交
はこれからだ

ＡＳＥＡＮ会議　南
シナ海安定に結
束を

財政試算見直し
健全化へ歳出改
革策を示せ

トルコの大粛清
強権手法は認め
られぬ

最低賃金上げ　生
活できる額だろう
か

財政健全化　達成
へ具体的道筋を
示せ

相模原の事件　犯
行生んだ闇の解
明を

相模原大量殺人
措置入院の徹底
的検証を

社会保障を軸に
「岩盤歳出」に切り
込め

障害者施設襲撃
痛ましさに言葉を
失う

障害者１９人殺害
まずは不可解な
動機の解明だ

都知事選終盤戦
首都の将来像を
語れ

障害者施設殺傷
何が凶行に走ら
せたのか

ロ事件４０年　浄
化の道なお遠く

仲裁裁定と中国
「過去の話」には
ならない

薬物汚染のない
公正な五輪に

道徳教育　やはり
評価に適さない

ＡＳＥＡＮ会議　中
国の国際法無視
が目に余る

障害者施設殺傷
許されない命の蹂
躙

長崎の教会群　独
自の信仰文化を
世界へ

ドーピング　決意
が問われるＩＯＣ

ＩＯＣの判断　リオ
で公正さ保てるか

露ドーピング　ＩＯ
Ｃはなぜ自ら判断
しない

民進党と改憲論
歯止め役の責務
自覚を

芥川賞・村田さん
「普通」って何だろ
う

ロシア薬物違反
「不信」残したＩＯＣ
判断

沖縄ヘリ施設　強
硬策では解決でき
ぬ

独での殺傷事件
社会の動揺が心
配だ

道徳の成績評価
子供の成長過程
に注目しよう

ロシア五輪出場
疑問残るＩＯＣの決
定

ロシアと薬物　五
輪の原点忘れる
な

性暴力厳罰化　医
療支援含め総合
対策を

原発と地震　異見
生かして検証を

道徳の成績評価
教師の力量こそ
問われる

地銀は企業の新
陳代謝促す主役
をめざせ

リニア新幹線　公
費の投入は話が
違う

ストーカー死刑
被害者の思いに
応える対処を

Ｇ２０会合　連携
強化で危機回避
を

検察誤認起訴
“イロハのイ”がで
きず

税逃れ対策　各国
トップが旗を振れ

辺野古移設と尖
閣　米軍の抑止効
果を考えよ

仕事と介護の両
立に備えを

農業コンクール
もっと可能性を語
ろう

Ｇ２０と経済安定
構造改革でリスク
に備えよ

軽度者の介護　暮
らしを守れる制度
に

英アーム社買収
孫氏の挑戦を見
守る

小中学の道徳　教
科にすべきではな
い

都知事選と政策
課題克服へ選択
肢足りぬ

働く人が安心でき
る「ギグエコノ
ミー」に

原発の耐震想定
規制委は信頼損
なった

米大統領選　党の
亀裂深めたトラン
プ指名

道内の人口減　ま
ず若者の雇用創
出だ

西洋美術館　２０
世紀の歴史語る
遺産

経済対策　規模よ
りも中身の吟味を

商品取引所の利
便性高めよ

ポケモンＧＯ　マ
ナーと安全が最優
先

熱中症対策　夏本
番へ体調管理を
万全に

起訴の取り消し
ずさん捜査がなぜ
続く

トランプ候補　米
国を孤立させるの
か

ポケモンＧＯ　安
全と楽しさの両立
図れ

トランプ氏の米国
第一主義を憂慮
する

トランプ氏演説
同盟観が身勝手
過ぎる

ポケモンＧＯ　マ
ナーを守って街を
歩こう

国の辺野古提訴
民意踏みにじる行
為だ

ポケモンＧＯ　思
いやりもゲットだ
ぜ

ロシア薬物違反
国ぐるみ不正の罪
は重い

誤認起訴　過ち生
んだ原因を探れ

トランプ氏演説
偉大な米国につ
ながるか

沖縄との対話もっ
と丁寧に

露の薬物問題　Ｉ
ＯＣは厳しい対応
を

辺野古再提訴　移
設の停滞は看過
できない

トランプ氏指名
異例の大会　異様
な公約

沖縄の米軍基地
対話でしか打開で
きぬ

国の沖縄県提訴
民意尊重こそ最
善の道だ

政府と沖縄県　裁
判より対話でこそ

トルコ非常事態
独裁の道を進む
つもりか

サイバー空間の
寡占とどう向きあ
うか

トルコ非常事態
強権の拡大が目
に余る

トルコ非常事態
ここまでの粛清が
必要なのか

忘れられる権利
みんなで議論深
めよう

夏山登山　甘く見
たら命取りに

夏本番　猛暑と災
害の備え万全に

トルコの事件　法
の支配に沿う対応
を

フィリピンと中国
「裁定」こそ対話
の前提だ

医学研究と個人
情報の両立を

国の辺野古提訴
和解の精神に反
する

都知事選論戦　公
約の実現性を見
極めよう

爆買い観光一服
地方の好機と捉え
たい

トランプ氏指名
どこへ行くのか共
和党

企業統治　社外取
締役の積極活用
を

政務活動費　後払
い方式を基本に

西洋美術館の登
録　大陸超えた連
携の成果だ

不確実さ増す世
界経済に改革で
応えよ（英ＥＵ離

トランプ氏指名
愚かな「壁」を築く
のか

同一労働・賃金
労使協議で格差
を是正したい

仙台空港民営化
成果と課題　検証
したい

１０代の高投票率
一過性に終わら
せない

トランプ氏指名
多様化に背向け
る共和党

ドーピング　ロシア
は根本的是正を

ロシアの薬物汚染
国主導不正に厳
罰で臨め

年金の受給資格
緩和は慎重に

東京都知事選　暮
らしの議論深めよ
う

「炉心溶融」隠し
中途半端な調査
で幕を引くな

「泊」説明会　札幌
でも開催すべきだ

米ロボット爆殺
アトムを泣かせる
な

確定拠出年金　リ
スクも吟味して検
討を

中国経済　国有企
業偏重をただせ

英新首相とＥＵ
円滑な離脱への
戦略描け

巨額買収で自己
変革に挑むソフト
バンク

最低賃金増　「１
億総活躍」の土台
に

国立西洋美術館
近代建築に光当
てる遺産登録

ずさん大阪府警
事件を放置し時効
とは

クーデター未遂
粛清よりも融和を
図れ

英国の新首相　国
民の分断修復が
急務だ

裁判員を威圧　制
度の意義再確認
を

北のミサイル発射
中国は容認する
つもりか

トルコ政府は自制
した対処を

孫正義氏の戦略
遠大な発想による
買収

南スーダン支援
安全優先でＰＫＯ
を継続せよ

マタハラ対策　社
会の常識と考えた
い

マタハラ対策　だ
れもが働きやすく

金鷲・玉竜旗１００
年　武道の精神を
次の時代へ

2016/7/19
「海洋大国」日本
「守る」決意を新た
にせよ

まず日欧ＥＰＡとＴ
ＰＰに集中せよ

敗北後の民進党
甘い総括ではい
けない

広域通信制高校
脆弱な監督体制
を見直したい

１０代の投票率
向上へ工夫を続
けたい

最低賃金　引き上
げへ環境の整備
を

民の力で空港の
活性化を

裁判員と負担　参
加しやすい仕組み
を

中国成長横ばい
過剰な生産設備
の是正を急げ

クーデター未遂
トルコの安定欠か
せぬ

トルコの反乱　一
刻も早い秩序回
復を

ＡＳＥＭ首脳会議
中国の異様さ印
象付けた

中東の混迷打開
に欠かせぬトルコ
の安定

クーデター失敗
トルコ安定は不可
欠だ

トルコ軍反乱　鎮
圧が国民融和に
つながるか

メイ英新首相　国
際社会の不安払
拭を

川内原発　新知事
は考えを語れ

クーデター未遂
トルコ情勢へ注視
怠るな

中国に判決受諾
促す連携を

英国の新首相　目
指す「離脱後」を
示せ

アジア欧州会議
中国は国際法に
背を向けるな

政府の経済対策
財源の手当てどこ
から

仏のテロ　許され
ぬ市民への攻撃

南仏トラック突入
多様なテロ想定し
備えを

中国経済の「Ｌ字」
予測が示す不透
明感

日中首相会談　対
話継続が双方の
利益

日印防衛相会談
海洋秩序維持へ
連携を強めよ

「東海地震」対応
予知に頼らない防
災を

企業統治　会社と
は誰のものか

ニースでテロ　市
民社会への卑劣
な挑戦

日中首脳会談　冷
静な対話の環境
を

一体改革　与野党
による再合意図れ

手段選ばぬテロ
防止へ連携を

仏記念日テロ　非
道の拡散止める
には

仏車突入テロ　祝
祭を標的にした新
手の蛮行

仏ニーステロ　凶
行の連鎖を防が
ねば

仏トラック突入　む
しばまれる自由守
れ

沖縄と東北　政権
党はなぜ敗れた
のか

東京五輪まで４年
／「復興」の具体
像が見えない

英のイラク報告
日本も検証の姿
勢を学べ

ロシア薬物問題／
ＩＯＣの存在意義
問われる

相模原の施設で
惨劇　弱者を狙っ
たのはなぜか

障害者施設で１９
人刺殺／防ぐ手
だてはなかったの
か

最低賃金引き上
げ／地域間格差
の是正も必要だ

米大統領選本格
化／国のありよう
が問われる

追加金融緩和／
禍根残さぬ「総括
的検証」を

相模原・障害者殺
傷／共有すべき
だった大麻情報

五輪の旗を持つ
手には　週のはじ
めに考える

電力の地産地消
地方の新たな挑
戦に注目

部活動の適正化
教員の負担軽減
は急務だ

愚は繰り返すまい
新都知事に小池
氏

原発再稼働１年／
回帰路線に地元
知事が異議

2016/7/25

ロシア除外見送り
五輪は瀕死の危
機にある　ＩＯＣの
判断は責任放棄
だ

世界経済停滞の
根源に迫る政策を

2016/7/26

2016/7/27

2016/7/28

2016/8/1

休み

公明党　「改憲勢
力」に甘んじるか

宿営地共同防衛
は合憲か　週のは
じめに考える

クマ出没相次ぐ／
駆除だけでは解
決できない

2016/7/20

2016/7/21

2016/7/22

2016/7/23

2016/7/24

東日本大震災　今
も続く関連死／命
失われた過程の
公表必要

「石棺」に猛反発
／被災地に対し
無神経すぎる

若年層への性暴
力／法整備、支援
の充実を急げ

攻めの農業を巡っ
て／現場との乖離
直視せねば

2016/7/16
経済対策策定へ
／効果にも財源に
も疑問残る

2016/7/17

海の再生　豊かな
「里海」へ、行動を

2016/7/18

トルコ軍反乱　深
刻な政情不安の
収拾を

イスラム民主主義
よ　トルコ・クーデ
ター失敗

原発新基準から３
年／「骨抜き」と
「後退」が際立つ

１８歳選挙権　主
権者教育を拡充し
よう

消えざるものはど
こへ　海の日に考
える

防災・減災　大震
法見直し／偏りの
ない備えこそ必要

2016/7/29

追加緩和を政府も
改革で支えよ

2016/7/30

2016/7/31
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生前退位　象徴天
皇考える契機に

川内原発と新知
事　安定供給の責
務忘れずに

生前退位は静か
な環境で議論深
めたい

政府の経済対策
公共事業をふか
すのか

都知事選告示　重
責全うする「顔」を
今度こそ

都知事選告示　試
される選ぶ側の眼
力

天皇「生前退位」
尊重したい熟慮の
ご意思

福島避難解除　住
民の決断をせか
すな

陛下「生前退位」
ご意思うけ真摯な
議論を

震災復興はメリハ
リをつけて

都市対抗開幕　全
力疾走を見に行こ
う

天皇「生前退位」
ご意向忖度して広
範な議論を

メイ英首相　すべ
ては分断克服か
ら

都知事選告示　一
極集中のままでい
いか

都知事選　「東京
の未来」論じよう

南スーダン　邦人
の安全に万全を
期せ

首都の新しい顔を
政策をもとに選ぼ
う

天皇陛下のご意
向　国民全体で考
えたい

ＮＡＴＯ新部隊　対
露抑止力強化を
鮮明にした

南シナ海「判決」
中国は尊重する
べきだ

南シナ海の判決
無視は国際孤立
を招く

熊本地震３ヵ月
「暮らし再建」支援
加速を

英新首相　まず社
会の分断修復を

都知事選　冷徹に
新たな顔の選択を

ユーロ圏は危機
の芽を摘め

１０代の投票率
まずまずの滑り出
しだ

在宅医療　終末期
まで支える体制作
りを

東京都知事選　首
都の将来大いに
語れ

天皇「生前退位」
お気持ちを尊重し
たい

南シナ海問題　中
国は仲裁を受け
入れよ

南シナ海判決　中
国は法秩序を守
れ

中国は南シナ海
めぐる判決を尊重
せよ

南シナ海判決　海
洋の常識が示さ
れた

メイ英新首相　秩
序あるＥＵ離脱の
構想示せ

福島の避難解除
住民の意向こそ
が大事

原発と新知事　日
本中が見守ってい
る

野党の連携　うつ
むいている暇はな
い

経済対策　また
「金額ありき」か

次期首相は速や
かに行動を（英Ｅ
Ｕ離脱）

都知事選　「どん
な東京に」を競え

南シナ海仲裁裁
中国は判決に従う
義務がある

南スーダン緊迫
ＰＫＯは撤収の検
討を

経済対策指示　エ
ジソンの言になら
え

自殺対策法１０年
地域の力で命を
守りたい

野党共闘　「効果
あり」、さて次は

参院選後の首相
おごらず、包み隠

道選挙区の意味
するもの

野党の課題　政策
に磨きかけてこそ

「３分の２」　同床
異夢で走りだすの

教育の「中立」　自
民党は調査をや
めよ

韓国ＭＤ配備　東
アジア安定のため
に

参院選「安倍１強」
改憲めぐる国民的
熟議を

中部の参院選　新
しい風を見逃すな

鹿児島知事選　県
民は「刷新」を選
択した

2016/7/11
自公が国政選４連
勝　「後出し改憲」
に信はない

政策なき「野合」
は否定された

改憲より先にやる
べきことがある

参院選　改憲勢力
３分の２　まず自
民草案の破棄を

参院選与党大勝
安定基盤で経済
再生の貫徹を

参院選与党大勝
改憲は信認されて
いない

参院選、自民圧勝
／改憲「白紙委
任」ではない

「白紙委任」では
ない　改憲勢力３
分の２

岐路に立つ国政
今こそ「立憲」を見
据えて

横浜事件　変わら
ぬ体質正す道は

教科書会社に警
告　公正な採択へ
意識改めよ

私たちの１票で日
本の針路を決めよ
う

参院選投票日　あ
なたの１票は重い

２０１６参院選
きょう投票　「国の
かたち」を考えて

参院選　新有権者
へ　思い示すチャ
ンスだ

投票に行こう　国
の未来見据えた
選択を

韓国のミサイル配
備は妥当だ

格差社会と日本
置き去りにされた
議論

出光の内紛　対話
重ねて事態打開
を

原爆症の救済　被
爆者の願いに応
えよ

プラットフォーム企
業の育成が急務
だ

混迷の英国　安定
化は政治の責任
だ

在韓ＴＨＡＡＤ　対
中傾斜を修正する
配備だ

クラーク高不正
多様な学び損ね
ぬよう

元組員の「威迫」
まず裁判員を守ら
ねば

介護離職対策　働
き方の見直しも必
要だ

参院選　あす投票
有権者の「知る義
務」

英国のイラク検証
に見習え

２０１６参院選　増
税と有権者　先送
り体質を変える時

あす投票　若者も
１票の重み自覚し
よう

年金運用赤字　株
偏重の見直しが
必要

公約の検証　言
いっ放しを許すな

投票率　低下に歯
止めをかけねば

イラク戦争　日本
も検証すべきだ

金正恩氏を制裁
「拉致の責任」追
及続けよ

「爆買い」に頼らな
い観光振興めざ
そう

イラク戦争報告
英国の検証を評
価する

地域共生社会　住
民同士の支え合
いを育もう

英イラク戦報告
日本も検証が欠
かせぬ

待機児童対策　子
育てどう支えるの
か

社会保障政策　付
け焼き刃では済ま
ない

参院選　子の貧困
支援策の具体化
急げ

参院選と経済　改
革の選択肢を示
せたか

中国が揺るがす
香港の自由

２０１６参院選　日
本と米国　将来像
見据えた議論を

国際協力とテロ
邦人の安全確保
に万全尽くせ

２０１６参院選　雇
用と労働　「看板」
より中身が大事

英国で最終報告
イラク戦「支持」検
証を

米軍基地問題　沖
縄だけの争点とせ
ずに

日米地位協定　一
件落着にはできぬ

政治とカネ　身を
正す姿勢が見え
ない

警戒必要な邦銀
のドル調達コスト
上昇

改憲派に勢い　最
後まで「議論抜き」
か

大阪府警「放置」
殺人事件も含まれ
ていたとは

軍属の範囲縮小
地位協定なぜ変
えない

給付型奨学金　未
来へ引き継ぐバト
ン

参院選と外交　ア
ジアの将来像どう
描く

参院選　対中国外
交　複眼的な関係
構築を

南シナ海の海軍
大規模演習　中国
よ　不毛な力の誇
示をやめよ

首相候補は現実
論を語れ（英ＥＵ
離脱）

野々村被告判決
政活費の透明化
足りぬ

教育政策　奨学金
の在り方が問わ
れる

来道外国人客　入
国審査さらに充実
を

拡散するテロ　武
力だけでは勝てな
い

エネルギー政策
なし崩しの原発回
帰では

国連事務総長選
公募導入を協議
に生かせ

地方の自立を促
すには分権改革
も要る

米軍属の「限定」
再発防止には不
十分だ

米軍属範囲縮小
沖縄に配慮した現
実的な合意

ストレス社会　心
の労災招かぬ環
境を

社会保障　将来の
不安に応えよ

地位協定の明確
化　米軍は一層の
綱紀粛正を

国際協力を安全
に続けるには

大震法見直し　廃
止も選択肢のひと
つ

防災と復興　被害
の軽減に何が効
果的か

慰安婦合意半年
着実に歩みを進
めたい

地位協定見直し
沖縄の求めには
程遠い

香港の自由　一国
二制度が危うい

リオ五輪１カ月
万難排し開催準
備を急げ

女性の力を生か
す具体的な道筋
示せ

在外邦人の安全
世界と危機感の
共有を

国際的課税逃れ
抜け穴塞ぎへ協
力を広げたい

未来の電源　わた
したちは選びたい

地震の発生確率
低くても安心はで
きない

参院選　特定秘密
国会の機能強化
を

日本の貧困支援
テロに屈せず継続
したい

「環境五輪」の理
念を忘れるな

２０１６参院選　若
者の不安　「人口
減少」論じる前に

外交政策　アジア
安定の具体策を
論じよ

同一労働・賃金
非正規の不公平
ただせ

参院の選挙制度
弥縫策を重ねても
限界だ

ダッカ襲撃　テロ
拡散を阻む結束を

台湾新総統　政策
の歪み是正評価
する

世界を視野に競
争力の高い農業
実現を

超高齢化と政治
長寿をリスクにす
るな

クマ出没被害　駆
除と管理で適切な
生息数に

ダッカ襲撃テロ
卑劣な犯行を許さ
ない

ダッカ邦人死傷
拡散するテロに備
えを

再審決定　証拠は
公共の財産だ

出光経営陣は創
業家の理解を得
る努力をしたの
か？　国益優先し

情報使いこなし豪
雨被害防げ

２０１６参院選　地
方の活性化　各党
の目配りを問う

民共共闘　自衛隊
「違憲」を容認する
のか

２０１６参院選　１
票の格差　是正の
道はなお半ばだ

大震法改正へ　警
告を出せる仕組
みに

英離脱と日本経
済　翻弄されず必
要な対処を

将来の国民合意
に向けた憲法論
争を（16参院選 政
策を問う）

バングラ首都テロ
卑劣極まる蛮行を
憎む

松橋事件再審　自
白の信用性を覆し
た新証拠

２０１６参院選　東
北の復興　影が薄
くなっては困る

ダッカ銃撃　団結
し過激主義を退け
よ

卑劣なテロ拡散に
備え怠るな

２０１６参院選　奨
学金と教育費
「未来への投資」

ダッカ邦人死傷
テロの脅威が一
段と拡散した

横浜事件の救済
国や司法の責任
は重い

英首相選び　不満
の本質を見すえて

都知事候補　選考
する側に理念ある
か

企業と株主は長
期の成長へ対話
を続けよ

欧州連合　統合の
正統性取り戻せ

トルコ空港テロ
警備態勢の見直
しが急務だ

トルコ空港テロ
国際連携で拡散
阻止を

熊本で再審決定
検察は隠していた
のか

松橋事件再審　司
法全体への厳し
い警鐘

参院選　人手不足
現実直視した論戦
を

参院選と地方創
生　人口減生き抜
く知恵競え

世界市場で競える
石油産業に

熊本再審決定　証
拠開示さらに広げ
よ

日銀短観　円高の
進行に効果的な
備えを

２０１６参院選　地
方振興　自立を後
押ししてこそ

働き方改革　生活
守る政策見極めを

アベノミクス　経済
再生を建設的に
語れ

参院選　沖縄と日
米　思考停止から
脱却を

比新大統領　南シ
ナ海での役割大き
い

27カ国は結束し欧
州の再構築へ行
動を

英国の針路　離脱
派は柔軟に修正
を

佐賀成績表流出
システム管理の再
点検が要る

熊本の再審決定
証拠の開示を徹
底せよ

トルコ空港テロ
「要衝」の不安定
化を防げ

豪雨災害　日頃の
備えを万全に

中国軍機の威嚇
愚かな好戦的飛
行やめよ

成長加速に挑む
比新大統領

２０１６参院選　Ｔ
ＰＰと農業　守りだ
けでは守れない

ＥＵ英離脱問題
改革推進で結束
を取り戻せ

英国とＥＵ　緊密
な関係維持せね
ば

災害対策　「国民
の命」を守ってこ
そ

参院選　震災の教
訓　ハード偏重で
はなく

トルコ空港でテロ
不安定化避け結
束固めよ

トルコ空港テロ
安全対策の徹底
検証を

株主総会　企業統
治に向ける目は
厳しい

２０１６参院選　政
治とカネ　ザル法
改正へ道筋示せ

空港民営化　地域
の拠点に育てよう

待機児童問題　財
源論は避けて通
れない

ＮＨＫ経営委　会
長選ぶ責任は重
い

大震法の見直し
予知への依存は
高めるな

ＮＨＫ経営委員長
信頼回復の責任
がある

安保関連法　抑止
力を高める議論が
重要だ

教材の無償提供
あきれる倫理感の
欠如

舛添氏後の宿題
市民感覚を取り戻
せ

ＥＵ離脱交渉　英
国は混乱の早期
収拾を

参院選　地方対策
自立を促す改革を

リオ視察中止　都
議会の存在意義
を疑う

混乱の収拾へ政
治の責任が問わ
れている（英ＥＵ離

ふるさと納税　返
礼品の制限が必
要だ

高校教科書不正
業界に規範意識
はないのか

２０１６参院選　Ｔ
ＰＰと農業　問題
見極め議論尽くせ

電力株主総会　原
発頼み脱する道を

学校情報流出　厳
重管理が活用の
前提だ

南シナ海裁定　中
国の「支配」を退
けた

2016/7/13

2016/7/14

2016/7/15

ダッカ人質事件
アジアに及ぶテロ
の脅威

富める者には責
任が　週のはじめ
に考える

災害と自治／問
われる誰のため
の行政か

2016/6/30

2016/7/1

2016/7/2

参議選　参議院の
存在意義　法の支
配の守護者として

2016/7/3

災害と学校　避難
者受け入れの備
えを

日本人７人犠牲／
テロの拡散封じ込
めねば

’１６参院選　ＴＰＰ
と農業／その全貌
に近づく論戦を

2016/6/29

責任ある社会保
障の将来像を示
せ

同じ轍は踏ませな
い　争点化避けた
憲法

2016/7/4

2016/7/5

２０１６参院選　原
発政策　エネル
ギーの将来像語
れ

「成長の天井」突
き破る構造改革を

安倍政権再始動
「未来への投資」
的確に進めよ

2016/7/12

銘柄米競争／需
給のミスマッチ解
消を

ドーピング問題／
政治排除し徹底し

’１６参院　地方創
生／一極集中是
正へ見えぬ政見

仙台空港完全民
営化／東北全体
への波及効果期
待

危険なため池／
近づかせない対
策も急務

’１６参院選　女性
活躍社会／見極
めたい多様性の
視点

防災・減災　災害
支援組織が結束
／民間の知恵を
どう生かす

’１６参院選　原子
力発電／憂慮す
べき「議論なき回
帰」

きょう投票　未来
を見据えた冷静な
選択を

2016/7/10
きょう投票　「分水
嶺」に熟慮の１票
を

拝啓 未来の私自
身へ　週のはじめ
に考える

参院選きょう投票
／「分水嶺」問わ
れる選択肢

参院選、民進党後
退／「安倍１強」へ
対抗の正念場

都知事選あす告
示／地方との連
携が欠かせない

南シナ海司法判
断／受け入れへ
中国は再考を

天皇陛下「生前退
位」意向　時代に
合わせ、より柔軟
に

参院選　東北で与
党惨敗／「安倍政
治」へ不満噴き出
す

３分の２勢力　憲
法改正案の作成
に動け

参院選　原発エネ
ルギー政策　残す
か、なくすかの選
択を

2016/7/6

2016/7/7

2016/7/8

2016/7/9

参院選あす投票
平和と繁栄守る選
択を　眼前の危機
を直視しているか

成長と分配　「経
済」だけが指標な
のか
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民泊解禁へ　新た
な価値を育むには

党首間の討論　ま
ず開催に値する
提案を

実行力が試される
中国の改革

２０１６参院選　日
中関係　リスク正
視し、対話を

農業政策　ＴＰＰ
前提に競争力を
高めよ

黒字の道営競馬
観光資源へと育て
たい

来日から５０年
ビートルズに教
わった

炉心溶融調査　東
電は真相解明の
徹底を

参院選　与野党論
戦　党首討論会を
もっと

英国の離脱協議
不透明感を拭う手
順示せ

中国主導の投資
銀は実態見極め
関与を

英の離脱と日本
拙速避け冷静に
対応を

受動喫煙対策　東
京五輪へ規制強
化を図ろう

ＥＵと世界経済
混乱回避へ協調
せねば

マニフェスト　国民
と契約の理念どこ
に

プログラミング　小
学生全員に必要
か

「人殺し予算」発
言　現実的な防衛
論が必要だ

新専門医制度の
不安を拭え

中露首脳会談　国
益優先だけの連
携か

英ＥＵ離脱問題
国際連携で混乱
を封じ込めよ

寿退職「勧奨」　時
代にあった考え方
か

ｉＰＳ他家移植　治
療応用への期待
膨らむ

電力株主総会　原
発頼みで展望あ
るか

原発政策　電源確
保への責任を示
せ

日本企業は冷静
に欧州戦略の再
構築を

平和条約交渉　露
ペースにならぬよ
う

ＡＴＭ不正出金
内外の犯罪集団
が結託したか

２０１６参院選　名
簿登録せず　不公
平感はぬぐえない

元少年に死刑　慣
れることを憂う

参院選と社会保
障　枠にとらわれ
ぬ改革案を

ＬＮＧ調達変える
パナマ運河

２０１６参院選　災
害大国　全政党が
心構えを

エネルギー政策
現実的な電源構
成を論じ合え

プログラミング　必
修化へ教員育て
ねば

参院選　表現の自
由　先細りさせぬ
ために

給付型奨学金　学
問支える意義を論
じよ

ロシア薬物問題
組織ぐるみの悪弊
絶て

憲法改正　超党派
の合意形成を追
求せよ

企業統治　経営に
必要な「外の目」

拉致と参院選　救
出への言及が足
りない

２０１６参院選　「２
院制」議論　いっ
そ第三者に任す

民泊新制度案　地
域住民の理解が
大前提だ

2016/6/25
英国がＥＵ離脱へ
内向き志向の連
鎖を防げ

英国のＥＵ離脱
欧州統合の理念
失うな　主要国は
協調し混乱抑えよ

英ＥＵ離脱（上）世
界経済と秩序の
混乱拡大を防げ

英国ＥＵ離脱へ
混乱と分裂の連
鎖防げ

英国ＥＵ離脱へ
世界を揺るがす残
念な選択だ

英国、ＥＵ離脱へ
欧州統合の歩み
止めるな

英、ＥＵ離脱へ／
危機の回避へ協
調し対応を

歴史の歩み戻す
な　英国がＥＵ離
脱

英ＥＵ離脱へ　統
合の歩みは止ま
るのか

参院選　税制改革
「再分配」を強めよ
う

高浜原発６０年へ
運転延長の審査
に改善を

「排ガスゼロ」競争
を日本車の好機
に

北朝鮮ミサイル
国際包囲を更に
強めよ

露ドーピング　五
輪から汚染を排除
できるか

道警の違法捜査
悪弊が続いてい
たとは

沖縄慰霊の日　県
民の苦難と向き合
う

与野党論戦　憲法
こそ大いに論じ合
え

慰霊の日　沖縄戦
の記憶、共有を

沖縄慰霊の日　鎮
魂と島の未来のた
めに

憂慮すべき北のミ
サイル開発

２０１６参院選　沖
縄と本土　「寄り添
う」とは

沖縄米軍基地　現
実的な負担軽減
を考えよう

沖縄慰霊の日　基
地縮小しか道はな
い

アベノミクス　前進
か後退かではなく

裁判員「声掛け」
地裁は説明責任
を果たせ

参院選　安保法制
誤った軌道を正せ

ロシアの薬物汚染
不正断ち五輪の
価値守れ

参院選スタート
党首討論会は何
度でも

北ミサイル発射
安保環境の深刻
化を直視せよ

２０１６参院選　党
首第一声　非難の
応酬では不毛だ

北新型ミサイル
日米韓の連携を
急げ

参院選公示　地方
の課題に目を向
けよ

都知事退任　舛添
問題では済まない

北の暴挙と参院
選　脅威踏まえ現
実を論じよ

若者と社会保障
親世代も関心持
たねば

参院選公示　主張
の信憑性を見極
めたい

ドーピング問題
五輪からの退場
は当然

党首第一声　福島
でなぜ原発語らぬ

沖縄慰霊の日　今
も続く「占領」の理
不尽
高浜原発延長　福
島の教訓踏まえ
たのか
１８歳選挙権　１票
の力が政治を変

原発４０年規制
運転延長に反対
する

「炉心溶融」　危機
管理に生かす解
明を

老朽原発の再稼
働へ基準上回る
安全策を

炉心溶融調査　こ
れでは信頼できな
い

高浜２０年延長
再稼働へのハード
ルを越えよ

警官の飲酒運転
道民はあきれるば
かり

中東の遺跡破壊
人類の共有財産
守ろう

参院選　あす公示
若者よ黙ってない
で

参院選と憲法改
正　首相が率先し
て語る時だ

沖縄は何に憤って
いるのか

摂食障害　理解と
支援を広げたい

あす公示　政治路
線の議論も重視し
たい

２０１６参院選　改
憲論議　既定路線
化は筋が違う

高浜原発　延命よ
りも新産業だ

沖縄県民大会　怒
りと抗議に向き合

社外取締役の起
用をもっと積極的

沖縄県民大会
「繰り返さない」の

１８歳選挙権
せっかくの一票

沖縄県民大会　耳
傾けるべき声があ

参院選　１８歳選
挙権　世代を超え
考えよう

投資協定で経済
外交に弾みを

参院選へ　原発政
策の行方　維持
か、脱却かの岐路

ＪＴＢ情報流出　管
理にもっと危機感
を

ドーピング処分
スポーツの始点に
戻れ

英国民投票　離脱
の損失は大き過
ぎる

18歳選挙権を国
の将来考えるきっ
かけに（16参院選
政策を問う）

食育推進　知識普
及の次は実践の
番だ

ＥＵ離脱問題　英
国民は賢明な選
択を

１８歳選挙権　各
党は未来への責
任語れ

プログラミング教
育への注文

「炉心溶融」調査
住民への背信行
為ではないか

医療事故調査　信
頼関係築ける制
度に

炉心溶融隠し　検
証はなお道半ば
だ

ＡＳＥＡＮと中国
「仲裁尊重」が地
域の声だ

いら立つ中国の動
きに冷静な対処を

参院選へ　１８歳
選挙権　新しい主
権者への期待

エネルギー革命
日本だけが置き
去りか

もんじゅ　廃炉を
最終決断すべき
だ

英国民投票　緊張
を抑え熟慮のとき

「民共」選挙協力
国のありようはど
うする

具体性とぼしい民
進党公約（16参院
選政策を問う）

英国会議員殺害
社会の分断を憂
慮する

炉心溶融隠し　安
全文化はどこにあ
る

安保法制　「争点
外し」は許されな
い

参院選　改憲の是
非　正面から問わ
ぬ不実

イチロー安打記録
米国での称賛がう
れしい

世界の中銀は英
国リスクに入念な
備えを

イチロー４２５７本
日米の垣根を越
えた金字塔だ

２０１６参院選　民
進党の公約　批判
だけでは不十分

円急伸　円安頼み
を脱すべきだ

３党合意　与野党
で新たな知恵絞
れ

中国艦侵入　法の
適用も都合次第
か

中国軍艦の侵入
敵対的行動を即
刻やめよ

なお謎が残る「炉
心溶融」

国境離島特措法
領土保全へ人口
減を抑制せよ

イチローの偉業
努力で重ねた最
多安打

元少年に死刑　厳
粛に受け止めつ
つ

イチロー選手
「偉業」を心から称
賛する

参院選　各党の公
約　これでは物足
りない

標的型メールに強
い危機感を

舛添都知事辞職
見限られた末の
遅過ぎた決断

舛添知事辞職　不
信招いた資質とカ
ネ

舛添都知事辞職
これで幕引きとは
いかぬ

教科書不祥事　信
頼回復へ意識改
革を

混乱を深めた舛
添知事の遅すぎ
る辞職

民進党公約　ＴＰ
Ｐや「辺野古」に及
び腰だ

地震動予測地図
確率低くても備え
大事

野党連携　批判に
終始せず論戦挑
め

舛添都知事　速や
かに辞任すべきだ

教科書採択　透明
性高め中身で勝
負を

安全向上に直結
する原発の検査
制度に

欠陥エアバッグ
もっと速やかにリ
コールを

２０１６参院選　道
内候補討論会　よ
り具体的な政策こ

ペルー新大統領
フジモリ政治を越
えて

英国民投票　欧州
の中で歩む決断
を

舛添知事、首都の
顔としてその座に
居続けるのは見
苦しくないか　辞
任しかない

卵巣凍結は安全
重視で普及を

舛添氏不信任案
引き際もわきまえ
ないのか

米フロリダ乱射
銃規制しか再発
防げぬ

舛添氏不信任案
真相究明は済ん
でない

米乱射事件　許せ
ぬヘイトの凶行

共産の署名活動
児童怖がらせ「平
和」とは

英国はＥＵにとど
まる重みの再認
識を

舛添都知事　引き
際を考える時では

米乱射テロ　銃規
制へ冷静な議論
を尽くせ

熊本地震２カ月
「想定しない」は過
ちだ

米乱射事件　銃規
制の必要性は明
白だ

学校の部活動　社
会の中の位置づ
けを

米乱射テロ　異常
な社会としか言え
ぬ

寛容な社会がテロ
を防ぐ

フロリダ乱射　銃
規制こそ世界の
声だ

働き方改革　長時
間残業が「総活
躍」を阻む

米銃乱射事件　い
つまで繰り返すの
か

熊本地震２ヵ月
被災者の食事に
目配りを

2016/6/13
暴力団の「威迫」
「よろしく」「顔覚え
とるけんね」などと
…裁判員の安全
が最優先だ

着実に進めたいｉ
ＰＳ細胞の治療応
用

英国民投票　ＥＵ
残留が世界的に
も賢明だ

ヘイトデモ中止
毅然とした対応
徹底を

2016/6/27

2016/6/28

2016/6/29

農業とＴＰＰ　情報
開示が論戦の前
提だ

支え合いの橋懸
けたい　週のはじ
めに考える

疎外された人の声
聞け　英のＥＵ離
脱と世界

アベノミクス　成長
力高める道筋を明
示せよ

2016/6/18

米・銃乱射テロ／
恐怖に屈せず、憎
み合わず

アベノミクス　今す
べきは検証と修正
だ

安倍政治を問う
「首相１強」を信任
するか

政治とカネ／ザル
法放置是正は急
務だ

東京は教訓を学
べるか　舛添知事
が辞職

舛添都知事辞職
／浅ましい公私混
同ぶりだ

石巻３人殺傷事件
／「極刑」審理は
尽くされたか

３党合意の崩壊／
「社会保障と税」ど
うするの

２０１６参院選　安
全保障法制　 違
憲の疑いが拭い
切れぬ

社会保障　「痛み」
伴う改革から逃げ
るな

アベノミクス　現実
直視し再生の道
筋を　野党は効果
的な代替案を示
せ

2016/6/20
がん対策法１０年
治療と仕事の両
立支援を

続く避難解除／地
域再生へ課題克
服急げ

参院選　社会保障
の将来　給付と負
担の全体像を

2016/6/19
大規模地震対策
実態反映させた法
整備を

有権者となる君た
ちへ　週のはじめ
に考える

新有権者のあな
たへ／１票の重み
を感じてほしい

参院選へ　安全保
障の国民合意　急
ぎ過ぎた法制を問
う

参院選へ　アベノ
ミクスの行方　地
に足の着いた議
論を

2016/6/15

2016/6/14

舛添都知事辞職
苦い経験を次に
生かせ

舛添氏の辞職　五
輪の顔に清新な
選択を　傷ついた
都政の信頼取り
戻せ

2016/6/16

参院選へ　改憲志
向の首相　「沈黙」
は何を意味する

2016/6/17

参院選へ　社会保
障と増税延期
「安 道筋

参院選　アベノミク
ス　前借り経済の2016/6/12

報道の自由　国民
の知る権利のた

田中角栄の遺した
もの　週のはじめ

防災・減災　地震
災害の伝承／多

自覚 責

休み

2016/6/21

「安倍政治」の信
を問う　きょう公示

参院選きょう公示
／岐路に立つ今
堂々の論戦を

２０１６参院選
きょう公示　国の
針路見据えた論
戦を

きょう公示　難題
克服へ政策論争
を深めよ

参院選きょう公示
責任ある未来像を
語れ

日本の針路みえ
る与野党の論戦
に

2016/6/22

参院選あす公示
重み増す「分水嶺
の審判」

婦人参政権７０年
／１票行使して山
を動かそう

’１６参院選　アベ
ノミクス／「道半
ば」か「失敗」なの
か

’１６参院選　憲法
改正／語らないの
はなぜなのか

台湾蔡政権　「海
峡の波」高めぬた
めに

長い不確実時代
の入り口　英国の
ＥＵ離脱

ＪＲ山田線脱線半
年／復旧見通し
概略でも示して

ツケ回しせず経済
再生の道筋示せ
（16年参院選　政
策を問う）

2016/6/23

2016/6/24

参院選きょう公示
危機克服への青
写真競え

参院選　きょう公
示　戦略的投票で
こたえよう

英ＥＵ離脱（下）大
欧州の歩みをもう
後退させるな

2016/6/26

２０１６参院選　少
子化対策　社会保
障の維持に不可
欠

 ’１６参院選　震
災復興／教訓の
制度化を政党は
競え

  ’１６参院選　財
政再建／１０年先
を見据えて語って

政治排除し徹底し
た対応を
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南シナ海と中国
常識はずれた言
動、傍若無人のふ
るまい…仲裁への
横やりを許すな

農協は独禁法の
順守徹底を

１８歳選挙権　投
票で未来に影響
を与えよう

森林基本計画　地
域資源を生かした
い

尖閣に中国艦　日
中の信頼醸成を
急げ

ニホニウム　基礎
科学の挑戦支え
たい

マイナンバーの不
安払拭へ総点検
急げ

舛添氏ＶＳ都議会
給与カットで幕は
引けない

尖閣と中国軍艦
緊張あおる行動
控えよ

新潟水俣病　あた
う限りすべて救済

都議の定数　ゆが
み正し監視の目を

参院選１カ月　無
責任な公約は出し
直せ

科学力の底上げ
につなげたい

地震予測地図　大
震法の見直しも検
討せよ

レール異常放置
ＪＲは基本見つめ
直せ

尖閣と中国軍艦
緊張の拡大は避
けねば

参院選　野党共闘
わかりやすくなっ
た

クリントン候補　同
盟重視の現実姿
勢貫け

三菱ＵＦＪ銀の「国
債離れ」が鳴らす
警鐘

中国軍艦と尖閣
緊張高める行動
やめよ

ニホニウム　新元
素にふさわしい命
名だ

赤字バス補助金
国は減額方針見
直しを

ニホニウム　科学
をみつめる機会に

ニホニウム　科学
界の悲願がか
なった

池田小１５年　子
どもを見守る社会
に

尖閣に中国軍艦
危険な挑発行為
をやめよ

尖閣への挑発が
危険すぎる

ニホンウナギ　食
文化守る資源管
理を

尖閣沖中国軍艦
危険増した挑発に
警戒せよ

米大統領選　政治
不信解消急がね
ば

参院選へ１カ月
中傷排して政策論
争を

尖閣に中国軍艦
緊張高める危険
な行為だ

クリントン氏　苦戦
の教訓学んでこそ

クリントン氏まで
人気取りに走るの
か

一部執行猶予　薬
物犯罪の抑止に
つなげたい

ＡＩ倫理綱領案　人
に寄り添う「知性」
に

里親制度　担い手
のサポートを

地場企業の決算
安定経営へ基盤
の強化を

舛添都知事　自ら
の言葉なぜ語ら
ぬ

規制を使い分けた
い職業紹介

就活本番　採用日
程の固定化が優
先だ

自民の公約　政権
党の責任を尽くせ

クリントン候補　若
者の支持集めてこ
そ

米大統領選　「不
人気対決」でいい
のか

甘利氏の復帰　見
過ごせぬ国会軽
視

軍事拠点化へ時
間稼ぎ　常設仲裁
裁判所の判断に
中国の理屈は通

経済再生への道
筋あいまいな自民
公約（16参院選
政策を問う）

ｉＰＳ他家移植　慎
重な手続きで前進
を

裁判員に「威迫」
制度の根幹が揺
らぎかねない

北海道の観光　人
材育成と長期戦
略を

舛添知事と議会
けじめのつけ方追
及を

舛添東京都知事
「違法性なし」では
済まぬ

アリ氏死去　差別
と闘う永遠の挑戦

政府の無策が日
本の名誉を損なっ
ている　中韓など
民間団体の慰安
婦資料登録を阻

ＷＴＯ人事の混乱
収拾を急げ

熊本テント村　経
験を今後に生か
そう

米中戦略対話　南
シナ海安定に責
任を果たせ

舛添氏疑惑調査
続投の資格があ
るのか

 日米韓防衛協力
北ミサイル情報を
密に

燃費不正拡大　消
費者軽視は許さ
れない

南シナ海問題　中
国は国際法の順
守を

舛添知事は果たし
て首都の顔として
ふさわしいといえ

南シナ海の裁判
が試すアジアの法
治力

添氏の調査　これ
で続投に意欲とは

舛添氏調査報告
知事にも「不適
切」ではないか

改正民法　新たな
夫婦像考えたい

自殺対策白書　若
い命をみんなで守
る

「就活」選考解禁
被災学生に十分
な配慮を

自治会に公金　地
域を壊す禁じ手だ

沖縄と基地…自
民は安保の現実
訴えよ

舛添氏は納得で
きる説明を

沖縄県議選　翁長
県政が強化された

韓国慰安婦財団
合意履行へ国民
の理解求めよ

沖縄県議選　辺野
古移設、認めぬ民
意

沖縄県議選　「県
内移設」拒む民意
だ

沖縄県議選　「反
基地」の声はやま
ない

沖縄県議選　翁長
県政への信任だ

高浜原発　運転延
長の意義は大き
い

適正な住宅診断
で中古住宅を買
いやすく

デジタル教科書
急ぐ前に広く論議
を

三菱マテ和解　形
を変えた中国の揺
さぶりか

就活面接の解禁
学生本位とは思え
ない

トランプ候補　身
勝手な米国第一
主義

中国強制連行　意
義ある和解の決
断

南シナ海と中国
孤立への道から
引き返せ

ＡＩ時代の著作権
を考える

里親制度　社会に
根付かせたい

骨太方針　財源活
用に優先順位を
つけよ

道内政治の今後
発言力　低下させ
ぬよう

就活本番　氷河期
の痛み忘れずに

舛添知事疑惑　都
議の役割果たす
時だ

ＡＴＭ不正利用
組織解明に全力
を挙げよ

私的年金の普及
へさらなる知恵と
工夫を

もんじゅ　廃炉の
決断こそ必要だ

「再婚禁止」短縮
時代に即した見直
しは当然だ

裁判員に接触　制
度の根幹を揺る
がす

慰安婦問題　合意
の意義かみしめて

三菱マテ「和解」
政府は容認してい
るのか

「ひとみ」失敗が
問う体制の不備

ストーカー被害
切迫性の判断を
的確に

日米韓防衛協力
北ミサイル対処に
万全を期せ

道経連の新体制
地元の活性化に
努力を

ヘイト禁止　「点」
を「面」に広げよう

アイドル刺傷　泥
縄法整備の怠慢
を憂う

インドは高成長の
持続へ改革加速
を

増税延期と日銀
共に「ふかす」つも
りか

自民党公約　成長
と分配の両立が
問われる

骨太と総活躍　空
約束では済まされ
ぬ

もんじゅ　もう廃炉
にしてあげて

参院選　税収増頼
み　将来世代はど
うなる

骨太方針　おざな
り修正でいいのか

「南海」に備え大
震法を見直せ

甘利氏不起訴　処
罰できぬ法の限
界だ

オバマ岩国演説
自衛隊と米軍の
絆が示された

大和君を保護　動
かないでよく耐え
た

欧州極右躍進　寛
容保ち多文化共
存を

参院選　論戦ス
タートへ　語られ
ざる「改憲」を問う

高速増殖炉　意欲
に満ちた新組織
作れ

安倍政権は改革
の推進体制を刷
新せよ

参院選と消費税
１８、１９歳こそ考
えよう

高浜老朽原発　な
ぜ原則を曲げるの
か

強制連行和解　評
価できる歴史的な
合意

ＴＰＰ避けた国会
与党には猛省を
求めたい

過去を直視した三
菱マテ和解

三菱マテリアル
歴史の責任果た
す和解

舛添都知事　公私
混同に不信が募
る

通常国会閉幕　国
民裏切った低調な
審議

首相の会見　納得
できぬ責任転嫁

参院選でアベノミ
クスに国民の審判
を

通常国会閉幕　与
野党対立ばかり
が目立った

参院選始動　争点
隠しは認められぬ

増税再延期　責任
転嫁にしか聞こえ
ぬ

甘利氏不起訴　政
治不信深めたザ
ル法

なお残る甘利氏
の説明責任

消費増税延期　ア
ベノミクスをどう補
強する

甘利氏不起訴　説
明責任はどうなっ
た

大火砕流２５年
教訓生かし万全
の備えを

増税再延期　議論
なき決定の異様さ

慰安婦問題蒸し
返さぬ合意、朴政
権は確実に履行

国会きょう閉幕
無理筋だった同日
選論

甘利氏不起訴　灰
色の口利き利得を
説明せよ

消費増税再延期
「選挙優先」が目
に余る

甘利氏不起訴　釈
然としない結末だ

職業大学　新設の
必要があるのか

甘利氏を不起訴
政治・道義的責任
は別だ

慰安婦支援財団
「癒やし」の実現を
願う

酒の安売り規制
消費者利益への
配慮が足りぬ

薬物への依存
「繰り返し」を断ち
たい

清原被告判決　今
ならまだ間に合う

文革から５０年
指導部は「評価」
見直しを

市場機能を傷め
ぬ株高速取引の
ルールを

もんじゅ報告書
なぜ廃炉の道筋
示さぬ

へイトスピーチ
差別ない社会め
ざして

被災者台帳　迅速
な支援に活用した
い

消費増税の再延
期　首相は国民に
説明つくせ

もんじゅの延命に
こだわるな

部活動顧問　負担
軽減に知恵を絞
れ

五輪招致疑惑　臭
いものにふたする
な

五輪招致疑惑　２
億円は何の対価
なのか

参院選比例区　野
党は統一名簿を

南海トラフ地震
大震法を直ちに撤
廃せよ

魅力ある電力市
場を息長く育てよ
う

野党の候補統一
安倍１強にどう挑
むか

特殊詐欺対策　多
様な手口に自衛
強めたい

ヒグマ対策　人材
の育成が急がれ
る

旧姓使用拡大　国
の成長の道具で
すか

英国とＥＵ　離脱
の不利益考え選
択を

種子メジャーが起
こす再編

出生率１．４６　さ
らなる子育て支援
を

もんじゅ報告書
安全担える新組
織が不可欠だ

学術会議　「軍事」
検討はおかしい

首相と消費税　世
界経済は危機前

精神科病院　患者
の尊厳を守りたい

サミット閉幕　議長
国だからとは言え

ストーカー　警察
相談なぜ生かせ
ぬ

Ｇ７と世界経済
首相の危機認識
は疑問

Ｇ７温暖化対策
それは持続可能
でない

サミットと経済　危
機認識の隔たり直
オバマ氏広島訪
問　核の惨禍防ぐ
決意示した

日米と沖縄　切実
な声をなぜ伝えぬ

出生率上昇　危機
的状況に変わりな
い

自動車燃費への
信頼を取り戻すた
めに

日米首脳会談　沖
縄には届いていな
い

Ｇ７政治討議　テ
ロ対策を戦略的に
強化せよ

日本の出生率　上
昇が一過性では
困る

Ｇ７サミット　協調
すべきは格差是
正

日米首脳会談　同
盟のひずみを直
視せよ

増税再延期表明
未来への責任は
どこへ

消費増税の再延
期　今度こそデフ
レ脱却を　社会保
障への影響食い
止めよ

2016/6/2

参院選へ　経済再
生の処方箋を競
い合え

2016/6/3

2016/6/4

2016/6/5

参院選へ　安倍首
相の手法　民主政
治を問い直す時

2016/6/11
被災者生活再建
一人も取り残すこ
となく

東日本大震災　在
宅被災者／「最後
の一人まで」忘れ
まい

甘利氏不起訴
「ザル法」ならば
改正せよ

「災前」の備えに
最善を　週のはじ
めに考える

東日本大震災　内
陸避難者の住ま
い／再建へ継続
支援は不可欠

慰安婦支援財団
事業への賛同を
広げたい

国立大改革／長
期的な視点を忘
れずに

「信を問う」首相発
言／参院の意義
問い直したい

「炉心溶融」隠し
／曖昧な結論は
許されない

「この道」再び／
参院選東北から
問うものは

議会基本条例１０
年／東北で改革
の本史紡ごう

原発の「事故対策
棟」／「免震」の利
点生かすべきだ

消費増税再延期
国民が納得できる
説明を

内閣不信任案否
決／参院選では
徹底した論戦を

「安倍政治」こそ
争点だ　７月１０日
参院選へ

増税再延期を表
明／納得できぬ
身勝手な決断だ

社会保障と税の
再考を　消費増税
再延期

中国人強制連行
和解／風化にあら
がう努力も必要

裁判員への威圧
まず裁判所が情
報開示を

１億総活躍プラン
／「空手形」で終
わらぬように

日米首脳会談／
地位協定の抜本

オバマ氏広島訪
問　「核なき世界」
へ再出発を

広島の願いを世
界へ　オバマ大統
領訪問

オバマ氏広島訪
問／「核なき世
界」へ共同歩調を

オバマ大統領広
島訪問　核なき世
界へ行動の時だ

Ｇ７と増税延期
責任のすり替えで
は困る

サミット首脳宣言
／持続的成長へ
改革実行こそ

緊急事態条項
「お試し改憲」論
の危うさ

たそがれても輝く
国に　週のはじめ
に考える

不登校支援法案
／多様な学びの
形を認めよう

オバマ氏広島に
「核なき世界」追
求する再起点

　

「安心」への道筋
を示せ

　
ス　前借り経済の
危うき未来

2016/6/12
　

の知る権利のた
めに

もの　週のはじめ
に考える

　

発県の自覚と責
務次代へ

2016/6/9

2016/6/10

2016/5/27

米大統領広島訪
問　核なき世界へ
再出発を

日米和解をアジア
安定に生かそう

米大統領の広島
訪問　核なき世界
への転換点に

2016/5/28

成長と財政再建
の両立捨てるな

2016/6/1

米大統領選　世界
の懸念と向き合え

日本の社会保障
一体改革の再構
築急げ　各党は制
度安定に責任を
持て

Ｇ７首脳宣言　世
界経済のリスクを
回避せよ

Ｇ７首脳会議　演
出された「経済危
機」

世界の安定へ重く
なるＧ７の役割

Ｇ７サミット　厳し
い対中認識共有
した　安全保障や
経済でも連携を

2016/5/29

2016/5/30

消費増税延期へ
「脱デフレ」優先の
説明尽くせ

首相の増税再延
期　税の議論をゆ
がめるな

消費増税の再延
期　首相はまたも
逃げるのか

2016/5/31

2016/6/6

2016/6/7

2016/6/8
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サミット開幕　世界
の混迷に方向性
を

日米首脳会談　支
持される同盟に努
めよ

対策法踏まえ憎
悪表現なくせ

Ｇ７テロ対策　封じ
込めも長期戦略も

サミット開幕　安定
成長促す協調が
問われる

日米地位協定　運
用改善では不十
分だ

日米首脳会談
「綱紀粛正」に頼
る限界

震災の伝承　語り
継ぐ「責務」果たそ
う

持続する世界　Ｇ
７の決意が問われ
る

刑事司法改革　新
たな捜査手法の
確立を

信頼される捜査に
向けた出発点にし
たい

刑事司法改革　冤
罪防ぐ運用が肝
心だ

出生率１．４６　一
層の改善へ対策
を加速せよ

被災地医療　長期
的視野で再建支
援を

オーストリア　右
翼躍進に深まる懸
念

パナマと租税協定
国際的監視網を
主導せよ

ユーロ圏は慢心
せず改革を

米国とベトナム
南シナ海安定に
寄与を

舛添氏政治資金
問題の所在が分
かっているか

舛添都知事　厳正
な調査結果を迅
速に

ヘイト対策法　差
別を許さぬ意識こ
そ

問われるのは知
事個人のモラルと
品性の欠如　第三
者委の結論次第
で都民の不満は

世界経済の宿題
を直視するサミッ
トに

ヘイトスピーチ
新法生かし根絶し
よう

ヘイトスピーチ
対策法を解消へ
の足がかりに

被爆体験者　政治
決断で全面救済
を

台湾新総統就任
対話継続の知恵
深めよ

憎悪表現対策法
差別許さぬ社会
に向けて

出生率上昇　子育
て支援を着実に

日米とサミット　国
際秩序を守る決
意示せ

五輪招致巡る疑
念を払拭せよ

臨床研究法案　不
正抑止につなげ
たい

民共選挙協力　政
策面でも「融合」
へ進むのか

陸自実弾発射　管
理があまりにずさ
ん

温暖化対策　伊勢
志摩から風よ吹け

震災と中小企業
実態把握し迅速な
支援を

日米地位協定　今
度こそ抜本見直し
を

校門で反安保ビラ
先生こそ再教育
が必要だ

出生率上昇に気
を緩めず少子化
対策急げ

沖縄元米兵事件
怒りの本質見つめ
たい

オバマ氏訪越
「南シナ海」で対
中連携強める

蔡新政権発足　中
台は対話を深め
ねば

舛添氏の調査　時
間稼ぎじゃないの
か

被爆体験者判決
救済の門狭めて
いいのか

Ｇ７と経済　「特効
薬なし」の覚悟で

サミットとテロ　根
絶へ国際連携を
強めよ

南シナ海にらむ米
越の合意

選挙制度　参院合
区を避けるなら

刑事司法改革　可
視化で冤罪防止
を徹底せよ

アイドル刺傷　警
備に死角なかった
か

翁長・安倍会談
「基地ある故」直
視せよ

伊勢志摩サミット
重み増すＧ７結束
の意義

リニア提訴　納得
えるまで対話を

酒の安売り規制
健全な競争を阻ま
ないか

政府の成長戦略
かけ声ばかりでは
困る

高額新薬　保険財
政守る議論を深め
たい

Ｇ７と財政出動
説得力欠く日本の
主張

刑事司法改革　こ
の一歩をさらに前
に

科学技術白書　ＡＩ
の「負」をあなどる
な

選挙制度　戦後最
少は良いことか

衆院選改革法　格
差是正策を円滑
に実施せよ

学校の耐震化　将
来への大切な投
資だ

もんじゅ　やはり
廃炉にすべきだ

西洋美術館の登
録　誇れる遺産次
代に伝えよ

Ｇ７は成長持続へ
構造改革を忘れ
るな

Ｇ７と世界経済
目先の対策から
脱却を

Ｇ７財務相会議
サミットで協調さら
に深めよ

デジタル教科書
効果と課題の見
極めを

熊本地震　ボラン
ティアを息長く

Ｇ７と政策協調
立場の違い越え
結束示せ

ウナギの資源危
機は去らず

選挙制度　議員の
劣化をどう防ぐ

台湾蔡新総統　対
中「現状維持」の
意思示した

衆院選制度改革
格差の是正は道
半ばだ

元米兵逮捕　基地
を減らすしかない

台湾新総統の演
説　ＴＰＰ加盟へ
後押しせよ

中国とのつきあい
に腐心する台湾
新総統

沖縄米軍属逮捕
県民の怒りに向き
合え

沖縄米軍属逮捕
再発防止へ厳正
対応が必要だ

ファウル球事故
「安全と臨場感」
両立を

燃費不正拡大　消
費者を向いた競
争を

衆院選挙制度　抜
本的改革へ仕切
り直せ

台湾新総統　民意
に沿う現状維持

元米兵の凶行　怒
りを悲劇根絶につ
なげ

米軍絡みの犯罪
防止に全力を

台湾の蔡新政権
中国は圧力より対
話を

成長戦略　経済底
上げの具体策を
示せ

沖縄の悲劇再び
基地の集中こそ
元凶だ

元海兵隊員逮捕
沖縄を安心安全
の島に

震災と石綿被害
飛散測定して吸引
防止を

燃費不正拡大　根
本原因にさかの
ぼれ

相次ぐ燃費不正
世界の信頼裏切
る行為だ

懸案から逃げた
通常国会

防災拠点　耐震化
は待ったなしだ

スズキ燃費不正
法令軽視の体質
は看過できぬ

１億総活躍　掛け
声倒れは許され
ぬ

コルビュジエ　上
野のお山に世界
遺産

外国人被災者　孤
立を防ぐ配慮と支
援を

五輪招致疑惑　厳
正に実態の解明
を

骨太と成長戦略
真の再生に資す
る分配を

将来不安を拭わ
ずに景気は上向
かない

Ｇ７と難民　人道
主義の理念主導
を

１億活躍プラン
保育と介護の不
安なくしたい

「北方」自由訪問
原点を大事にして
こそ

刑事司法改革　冤
罪防止につなげ
ねば

ふるさと納税　寄
付金の争奪戦は
疑問だ

会期末の国会　議
論不発で参院選
へ

１億総活躍プラン
画餅に終わらぬ
財源示せ

１億総活躍プラン
実現への確証は
あるか

ＧＤＰプラス　企業
と家計の不安払
拭を急げ

党首討論　時間も
中身も不十分だ

１億活躍プラン
実行、実現への道
筋は？

１億総活躍社会
安定財源欠くプラ
ンでは

１億総活躍　具体
化への道筋示せ

１～３月期ＧＤＰ
萎縮せず成長基
盤を築け

ＧＤＰプラス　「好
循環」には依然遠
い

党首討論　岡田氏
は護憲を貫くつも
りか

景気の足踏み　政
策の欠陥まず認
めよ

党首討論　失敗認
め増税延期せよ

災害廃棄物　九州
が結束し広域処
理を

民法改正　法の支
配ゆるがす混迷

トキ野生繁殖　回
復へ４０年ぶりの
朗報だ

銀行は逆風にひ
るまず成長に貢献
を

東京五輪招致　活
動費の使途を明
確に

エネルギー白書
供給不足に備え
る開発戦略を

農業白書　ＴＰＰ
への不安拭えぬ

腐敗防止会議
１％は９９％のた
めに

日産と三菱提携
不正の真相究明
が先決だ

台湾政権交代　中
国は大人の対応
を

多国間演習　平和
の維持へ連携広
げよ

酒の安売り規制
は問題が多い

核軍縮部会　日本
は汗かく姿見せよ

東京五輪招致　不
正送金疑惑は晴
れるのか

安保法違憲訴訟
司法は逃げずに
判断を

軍学共同研究　技
術立国に逆行す
る

震災と観光　「九
州はひとつ」で振
興を

ふるさと納税　富
裕層の節税策な
のか

ゆとり決別宣言
厳しく鍛えてこそ
強靱に

高額治療薬の費
用対効果は十分
に議論を

マイナス金利　日
銀は弊害を重く見
よ

熊本城再建　復興
の象徴として取り
組もう

五輪とカネ　盛り
上がりに水を差す

ブラジル　五輪見
据え国情の安定
を

沖縄復帰４４年
道遠い「本土」と
の平等

熊本地震と避難
所　総力結集して
生活支援を

魅力ある法曹を取
り戻そう

受精卵操作　指針
作りと法整備急げ

プログラミング　必
修化を創造力育
てる一助に

上場企業決算　内
部留保を生かさね
ば

仮設住宅　避難解
消を一日でも早く

ニホンウナギ　気
緩めず資源管理
強めよ

１億総活躍　共生
の視点も忘れず
に

自殺防止計画　命
を守る地域作り進
めたい

難病患者の質疑
見送りは理念に反
する

純野生トキ誕生
広げよう共生の里
山

研究用原子炉　審
査に停止が必要
なのか

文革５０年　歴史
教訓に政治改革
を

企業決算ピーク
逆風の時こそ成
長の種蒔こう

比の新大統領　強
権でなく対話姿勢
を

舛添知事の釈明
都民は納得してい
ない

舛添都知事　公私
混同も甚だしい

五輪招致に疑惑
潔白の証明には
ほど遠い

Ｇ７は中国の「市
場経済国」認否で
結束を

舛添都知事　会議
の人数が「機微」
か

特定研究法人　世
界を凌駕する成果
を上げよ

札幌五輪計画案
市民の理解あって
こそ

障害者と国会　当
事者の声に耳傾
けよ

サミットと保健　日
本の強み生かす
ときだ

あきれる舛添氏の
公金感覚

熊本城の再建　地
域住民の心の支
えに

ビキニ被曝提訴
国の情報開示が
あまりに遅い

お産の安心　医師
増やす道筋が大
切

震災１カ月　住ま
いの確保に全力
を

都知事の資金問
題　不信拭う説明
が足りない

熊本地震の被害
検証し耐震補強
に生かせ

舛添都知事謝罪
政治資金の流用
を否定できず

熊本地震１カ月
被災者の生活再
建急げ

ＡＬＳ患者拒否
見過ごせぬ国会
の差別

パナマ文書　まず
は先進国が動け

台湾政権交代　地
域の安定に資す
る道を

ブラジルに必要な
政治決断

熊本地震１か月
復興に向けた道
筋を描きたい

ヘイト対策法案
差別根絶へ課題
は多い

名古屋城復元　市
民の熱意欠かせ
ない

三菱自と日産
「外部の目」で解
明を

ヘイト法案　拡大
解釈招く懸念があ
る

三菱自動車は日
産傘下で再生す
るのか

三菱自動車　日産
傘下で体質改善
を

三菱自燃費不正
信用の失墜が招
いた再編劇

アイヌ新法　手厚
い支援を求めたい

比新政権　対話を
基本に政策を

脱ゆとり教育　丁
寧な総括が必要
だ

日産の三菱自支
援…疑惑残した再
生あり得ぬ

比次期大統領は
世界と対話を

失語症　理解と支
援が足りない

沖ノ鳥島ＥＥＺ　海
洋権益の保護強
化に努めよ

三菱自動車　不正
体質の一掃を図
れ

日産傘下で再建
三菱自、疑惑も解
明を

わいせつ裁判　表
現活動、より幅広
く

比次期大統領　対
中姿勢の堅持へ
関与を

広島訪問を核兵
器なき世界への
一歩に

パナマ文書　情報
開示で国際連携
を

比次期大統領
「南シナ海」の対
応が問われる

刑事司法改革　冤
罪の防止になる
のか

トヨタ決算　円安
頼みの限界映す

ビキニ核実験　事
件は終わっていな
い

オバマ氏広島訪
問　同盟強化の大
きな一歩に

耐性菌対策は
待ったなしだ

食品ロス　地域や
学校から削減を

オバマ氏広島へ
犠牲者を日米で
追悼する機に

オバマ氏広島へ
核廃絶への道筋
発信を

オバマ氏広島へ
核なき世界へ道
筋を

オバマ氏広島へ
安全な未来への
一歩に

熊本に復興法　地
元意向ふまえ運
用せよ

租税回避の監視
強化へ国際協調
を急げ

米大統領広島へ
訪問の英断を評
価する

パナマ文書公表
租税回避地の利
用実態解明を

パナマ文書　税逃
れの抜け道ふさげ

フィリピン　内外に
懸念多い新大統
領

2016/5/12

伊勢志摩サミット
開幕　危機への実
効ある指針を

地位協定の抜本
改定を急げ

災害と多様性尊
重／重要課題と
改めて認識して

被災文化財　「地
域の象徴」を守り
たい

家庭ごみ分別／
納得すれば市民
は自ら動く

核兵器では国民
守れぬ　金正恩新
体制

東京五輪と中小
企業／地方への
経済効果最大に

主役は君たち、高
校生　週のはじめ
に考える

仙台Ｇ７財務相会
議／経済安定へ
「布石」打てたか

天神再開発　活力
生む「九州の都
心」に

「異形の大国」で
はなく　中国とサ
ミット

福島の農林水産
物／風評定着を
断じて許すな

都知事の政治資
金流用／「復興五
輪」の看板が泣く

高速炉「もんじゅ」
／組織改編でも
存続は至難

「持続可能」の決
意示せ　伊勢志摩
サミット

英国ＥＵ離脱問題
／孤立主義では
解決できぬ

奨学金の重荷／
「給付型」導入を
急ぐべきだ

衆院選改革法成
立／抜本的な改
革はこれからだ

米軍属逮捕　政府
は沖縄とともに怒
れ

2016/5/14

2016/5/15

企業の持続的な
成長力が試される

「１億総活躍」社会
消費増税の支え
が必要だ

2016/5/16

2016/5/17

2016/5/18

生産性上げる働き
方改革を促せ

2016/5/19

2016/5/20

2016/5/21

2016/5/22

「事件」はまた繰り
返す　水俣病公式

北朝鮮党大会閉
幕／核放棄せず

オバマ氏広島へ
被爆者の声を聞
いてこそ

オバマ氏広島訪
問へ／被爆者の
声に耳を傾けて

熊本地震１カ月
復興へこれからが
正念場

パナマ文書／税
逃れ多国間で監
視強化を

復興補正予算案
地元に権限委ね
て活用を

熊本地震１ヵ月／
住民の生活支援
を最優先に

震災の広域支援
県境越えて連携
強めたい

沖縄は憲法の埒
外か　週のはじめ
に考える

2016/5/24

2016/5/25

2016/5/26

2016/5/27

ＡＩやロボットで成
長するために

2016/5/23

ヘイトスピーチ対
策法／根絶に向
けた大切な一歩
に

景気停滞／アベノ
ミクスの「限界」示
す

2016/5/11

2016/5/13

熊本地震１カ月
住まいの再建が
急務だ
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フィリピン　堅実な
新政権運営を

パナマ文書公開
まず自ら「詳細」の
説明を

独裁体制強める
北朝鮮を憂う

フィリピン新政権
「強権」一辺倒で
は困る

北朝鮮新体制　時
代錯誤の偶像化
では続かぬ

ビキニ賠償提訴
国の情報隠し目
に余る

震災と熱中症　避
難生活では特に
警戒を

北朝鮮党大会　国
勢の衰えを直視
せよ

羽田工事不正　安
全脅かす改竄許
されぬ

企業のトップ選び
にもっと外部の声
を

金正恩報告　矛盾
だらけの「核強国」

熊本農林業被害
きめ細かい支援で
再建図ろう

北朝鮮党大会　核
放棄以外に道は
ない

香港の新党　挫折
バネに真の民主
を

地震の農業被害
国や県は最大限
の支援を

踏切事故防止　地
域の知恵を集めよ
う

核保有国宣言　強
硬路線に展望な
どない

責任重いサウジ
の石油相交代

ビキニ被ばく　国
の不作為が問わ
れる

地域おこし隊　若
い世代の定住に
つなげたい

ゲノム編集　明確
な線引きが必要だ

北方領土交渉　原
則守り前進させた
い

北朝鮮の党大会
核と経済「並進」で
きない

高額薬品と負担
国民的議論に情
報開示を

テロ対策の「穴」
埋める議論を深め
よう

秘密法の運用　国
会の監視力を強
めよ

熊本避難所損壊
被災者の受け入
れに全力を

ＪＲ在来線　先細
りありきにするな

不登校対策法案
賛否の溝埋める
努力を

地震と広域避難
弱者最優先で拡
充を図れ

教訓多い潜水艦
輸出の失敗

児童ポルノ被害　Ｉ
Ｔ業界は対策強化
を

南シナ海緊張　無
法極まる中国の
軍事拠点化

女性議員の割合
拡大へ制度面の
改革を

金正恩氏演説　核
と経済は両立でき
ぬ

米国大統領選　世
界に目を向け論
戦を

巨人元投手の逮
捕　ウミ出し切る
覚悟あるか

日ロ対話深め領
土交渉進展の道
筋を探れ

日露首脳会談　領
土打開へ次につ
なげ

北朝鮮党大会　核
に固執して未来は
開けない

日ロ首脳会談　領
土交渉打開の糸
口に

日ロ首脳会談　守
るべき原則を大切
に

北方領土交渉
「新発想」でも原
則堅持を

シリアの留学生を
増やそう

北朝鮮の党大会
個人崇拝では道
開けぬ

日露首脳会談
「新アプローチ」で
打開可能か

道議会新庁舎　や
はり説明が足りな
い

東京五輪費用　的
確な全体像の明
示を

Ｇ７と世界経済
足並みそろえ低迷
打開を

「トランプ指名」が
示す米孤立主義
の加速

Ｇ７と財政出動
首相提案は無理
がある

米大統領選　党分
断に直面する共
和と民主

トランプ氏　問わ
れる米国民の良
識

財政出動要請　増
税延期の地ならし
か

トランプ氏　日米
関係の理解足りな
い

文化庁京都へ　全
国の振興を見据
えて

駐留米軍撤退で
「米国の利益」を
捨てるのか　トラ
ンプ氏の全額負
担要求はおかしい

サミットへ難題残
す首相訪欧

トランプ氏　同盟
はカネ次第なのか

首相欧州歴訪　経
済政策の協調を
どう進める

飲酒運転事故　い
つまで繰り返すの
か

保育士・介護職員
待遇改善はなお
不十分

南阿蘇鉄道　地域
の「宝物」全線復
旧を

2016/5/6
こどもの日　誰も
が輝いてこそ祝え
る

こどもの日　未来
切り開く力を育て
たい

生乳の指定団体
安易な廃止は混
乱招く

北朝鮮の党大会
未来なき核路線
放棄せよ

日比防衛協力　海
自機貸与で監視
能力高めよ

子どもの貧困　居
場所づくりを急ご
う

慰安婦合意　着実
な履行で前進を

電力小売り自由
化　真の競争促す
環境つくれ

特定秘密への懸
念を深める政府の
対応

野生トキのひな
人との共生と日中
協力が大切

共通投票所　新し
い制度生かしたい

レスター優勝　無
名軍団躍進の痛
快

脱線事故１１年
遺族の問い安全
向上に

１億総活躍プラン
具体策さらに練り
上げよ

ＬＮＧ市場の整備
で連携を

林業再生計画　若
者呼び込める成
長産業に

山菜採り　モラル
守り安全第一で

舛添東京都知事
血税への乏しい
感性

2016/5/3
個人と国家と憲法
と　歴史の後戻り
はさせない

憲法施行６９年　９
条改正こそ平和
の道だ　国民守れ
ない欺瞞を排そう

憲法と現実のず
れ埋める「改正」を

公布７０年の節目
に　まっとうな憲法
感覚を

憲法記念日　改正
へ立憲主義を体
現しよう

きょう憲法記念日
「上からの改憲」
は認めぬ

憲法記念日／先
人たちの熱情学
びたい

汝、平和を欲すれ
ば…　憲法記念日
に考える

憲法と震災　「人
間の復興」を見据
えて

ＮＨＫの使命　政
府の広報ではな
い

香港民主化　若者
の「危機感」は当
然だ

水俣病６０年　救
済は終わっていな
い

熊本の子供たち
地震で負った心の
傷癒やそう

福祉避難所　自治
体連携も考えたい

スポーツ強化　未
成年の教育に配
慮を

熊本地震の教訓
耐震の先送り許さ
れない

日比の防衛協力
既成事実が積み
上がる

シリア情勢　停戦
維持へ外交努力
を強めよ

日中外相会談　対
話重ねて関係改
善を

日中外相会談　対
話を軌道にのせよ
う

日中関係　改善妨
げるのはどちらだ

日中はハイレベル
の相互訪問で対
話を

日中外相会談　安
定した対話の継続
を

水俣病６０年　「脱
水銀」で世界に貢
献したい

ブラジル政局　五
輪控え混乱の収
拾を

水俣病６０年　解
決遠い「公害の原
点」

党首討論　国会形
骸化の象徴なの
か

ハンセン病法廷が
問うもの

視点　オバマ戦略
誰がＩＳを育てた
か

日中外相会談　関
係停滞の主因は
習政権では

水俣病６０年　被
害の全面救済を
急げ

被災と子ども　心
開ける場をつくろ
う

三菱自の燃費不
正　これで「存続」
できるのか

メーデー　「働く」
をもっと考える

企業メセナ　地道
な社会貢献こそが
大切だ

「熊本」庁舎被害
耐震化を進める契
機に

日銀物価目標　現
実見すえ、修正を

首相欧州歴訪　対
中国で認識の共
有図れ

「ひとみ」失敗　連
鎖ミスの徹底究明
を

デジタル教科書
「紙」の補助的役
割にとどめよ

シリア和平協議
停戦維持し決裂
避けよ

衆院選挙制度　自
らを律せない立法
府

単純労働者の容
認　社会コストどう
負うのか

日銀は市場や銀
行とより丁寧な対
話を

「０増６減」通過
身内の延命で決
着とは

ボランティア　安
全に留意して被災
地支援を

志賀原発活断層
廃炉に踏み切る
べきだ

活断層と認定　志
賀原発は動かせ
ない

首相訪欧へ　領土
とＧ７巡るジレンマ

安保違憲訴訟　司
法の真価が問わ
れる

昭和の日　呼べば
「時代」は帰り来る

被災者向け住宅
の確保急げ

観光立国　日本人
も楽しまないと

衆院選改革法案
１票の格差是正へ
仕組み整う

多様な義務教育
学校以外にも広
げたい

金融政策維持　仏
の顔は三度まで
…

自治体庁舎損壊
防災拠点として再
点検を

秘密の監視　看過
できぬ国会軽視

五輪エンブレム
「スポーツの力」再
確認を

「的」ばかりの成
長戦略に「矢」をこ
めよ

熊本仮設住宅　避
難所生活の長期
化防ぎたい

道新幹線１カ月
課題を的確に捉
えたい

三菱自燃費不正
ものづくりの資格
を問う

三菱燃費不正　な
ぜまかり通ったの
か

「豪潜水艦」落選
豪政府、中国配慮
で「日本外し」と受
け止められるよう
では困る

ゲノム編集のルー
ル作り急げ

豪潜水艦に落選
装備輸出の司令
塔作りを急げ

エンブレム決定
五輪へこれからが
本番

震災と子ども　居
場所つくり心のケ
アを

ヘイト法案　反差
別の姿勢を明確
に

北ミサイル　守り
の態勢強化に努
めよ

地震に負けない
強く柔軟な供給網
めざせ

最高裁の謝罪　違
憲判断をなぜ避
けた

五輪エンブレム
組市松紋で機運
盛り上げよう

チェルノブイリ　重
い教訓を生かさね
ば

衆院補選と参院
選　安定の期待と
不安が交錯

チェルノブイリ　原
発事故の過酷な
教訓

パリ協定署名　批
准には米中の見
極めを

サウジ改革の行
方に注視を

五輪エンブレム
信頼を取り戻す契
機に

熊本補正予算案
被災地のニーズ
把握を的確に

特定秘密保護法
やはり廃止するの
が筋

避難所運営　女性
や障害者に目配り
を

ハンセン病　司法
の差別、決着せぬ

パナマ文書と中国
習政権の「反腐
敗」を疑う

パリ協定の早期
発効で温暖化を
抑えよ

激甚災害の指定
速やかな復旧に
生かせ

政府の成長戦略
やり残し施策の点
検も必要だ

補選後の政治　ま
ずは震災への対
応だ

ハンセン病　遅す
ぎた司法の反省

九州新幹線　復興
へ弾みつく全線再
開

シリア情勢　停戦
を崩壊させるな

「国民の憲法」３年
改正論議を進める
ときだ

五輪準備を遅滞
なく進めよう

パリ協定署名式
発効への熱意示
された

ハンセン病法廷
差別的運用が偏
見を助長した

ハンセン病法廷
これで謝罪と言え
るか

五輪エンブレム
みんなの信認 今
度こそ

ハンセン病差別
最高裁謝罪では
終わらぬ

衆院補欠選挙　与
野党接戦が示す
もの

チェルノ事故３０
年　先例から多く
を学び取れ

安倍政権は補選
の苦戦反省し経
済を前へ

震災と企業　求め
られる役割は重い

薬毒物検査強化
犯罪死の見落とし
をなくそう

衆院５区補選　安
保法は支持された
か

チェルノブイリ　教
訓は伝え続けね
ば

成年後見制度　ま
ず課題の洗い直し
を

衆院補選　巨大与
党に「緩み」ない
か

保育拡充への理
解を深めたい

衆院北海道補選
組織力でしのいだ
自民

北海道５区補選
政局運営に勝利
をどう生かす

戦没者遺骨　推進
法てこに収集急げ

衆院補選　野党共
闘に課題残す

震災避難　障害者
への支援確保を

ブラジル情勢　政
争より経済立て直
しだ

「迷子の土地」の
実態を把握し手を
打て

保育所と住民　子
供の声は騒音な
のか

配偶者手当　女性
の就労抑制招か
ぬ制度に

靖国参拝と奉納
やはり問われる歴
史観

ＳＮＳと震災　賢く
利用し被災者支
援を

2016/5/1
ＴＰＰ先送り　今度
こそ徹底的に審議
を

福島から日本を変
える　週のはじめ
に考える

凍土壁運用開始
／正念場なお続く
汚染水対策

保育所と「騒音」
地域で子どもを育
てたい

「押し付け論」を越
えて　憲法記念日
を前に

同一労働同一賃
金／男女格差是
正の視点が必要

住宅の耐震化　基
準や助成金の再
検討を

森林ノミクス／木
材産業で地域の
活性化を

地方創生本格化
へ／地域力地道
に高めよう

返す　水俣病公式
確認６０年

幕／核放棄せず
に明日は描けぬ

2016/4/25

2016/4/26

2016/4/27

地震国と原発　常
に用心深くありた
い

2016/4/28

2016/4/29

世界有数の観光
大国になるために

2016/4/30

大学入試改革の

熊本地震と原発
福島事故の教訓
を生かせ

成年後見制度法
／当事者の懸念
に配慮して

衆院補欠選挙／
参院選にどうつな
げていく

アメリカは変わる
か　オバマ氏の挑
戦的外交

ハンセン病特別法
廷／潔く「違憲」と
すべきだった

麓の声は聞こえる
か　サミットに向け
て

ＴＰＰ承認見送り
／議論を「リセッ
ト」したい

防災・減災　政府
の災害対応／復
興も見据えた専任
省庁を

水俣病確認６０年
苦難の歴史を胸
に刻んで

貧富の格差は正
さねば　民衆とマ
ネー資本主義

障害者差別解消
法／貧困の解消
にもつなげて

ふぞろいの大根た
　

2016/5/8

2016/5/9

反グローバル化
にどう対抗するか

2016/5/2

自然との共生　里
地里山が持つ多
様性

2016/5/4

こどもの日　助け
ての声が聞こえる

若者と子を見捨て
ぬ世界と日本に

子どもの貧困　学
び支え、連鎖断ち
切ろう

2016/5/5

生活道路の復旧
地域再生には欠
かせない

東北の野党共闘
／重要政策の隔
たりなくせ

こどもの日　未来
照らす笑顔のため
に

それが希望 推進
力だ　こどもの日
に考える

子どもと政治参画
／「なぜ」と問う力
を育んで

休み

フードバンク／実
施団体に配慮した
助成を

日ロ首脳会談
「新たな発想」の
具体化を

駆け引きと生活の
間で　週のはじめ
に考える

北方領土問題／
新たなアプローチ
とは何か

電力改革と地域
社会　「地産地消」
の新たな姿を

2016/5/7

2016/5/10

2016/5/11
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独居房捜索　裁判
官にも責任がある

放送法改正求め
た国連報告者は
だれの話を根拠
にしたのか　日本
の報道見損なうな

違法木材に実効
性ある規制を

尼崎脱線事故　遺
族が求める組織
責任

熊本交通網寸断
露呈した弱点を克
服したい

オバマ氏と広島
訪問で核廃絶の
一歩に

東九州自動車道
災害に備える「命
の道」に

電子教科書　自治
体任せは無責任
だ

セブン新体制　顧
客本位の文化忘
れるな

震災ボランティア
ニーズに合わせ
息長く

衛星ひとみ分解
宇宙の藻くずに
なってしまう

原油価格低迷　負
の側面に注意が
必要

老朽原発延命
３・１１前よりも後
退か

九州の活断層　教
訓踏まえ防災・減
災を

受精卵の操作　限
界めぐる議論を急
げ

震災とオスプレイ
着実な日米協力
を示した

報道の自由　外か
らの指摘にも耳を

自衛隊熊本支援
オスプレイの活用
は効果的だ

震災と国会　駆け
引き超えた対応を

地震と減災　ボラ
ンティアの出番だ

国会と震災　与野
党休戦では済ま
ない

避難所の生活　住
民自治で改善を

三菱自の燃費偽
装　嘘つき企業に
未来あるか

消費者の信頼裏
切った三菱自の
燃費不正

自治体間の支援
過去の経験を生
かそう

戦没者遺骨収集
遺族の思いを汲
んで速やかに

三菱自動車不正
消費者への背信
またも

三菱自 燃費不正
車をつくる資格な
し

井山囲碁７冠　次
は「世界一」への
挑戦だ

三菱自動車　教訓
はどこへ行った

震災と国会　ＴＰＰ
先送りに道理ない

中国の鉄鋼過剰
の解消を急げ

三菱自動車　繰り
返された背信行為

三菱自燃費不正
法令軽視体質が
繰り返すウソ

保育園の開設　子
育ての大切さ共有
を

囲碁・井山七冠
世界一を極めて
ほしい

ボランティア　マ
ナー守り被災者支
援を

新幹線脱線　地震
対策の総点検を

井山七冠　囲碁界
の「底上げ」目指
せ

「つながる世界」だ
からこそ必要な危
機感

震災と国会　政治
の力集めて支援
を

井山棋聖七冠　囲
碁史に刻んだ新
たな偉業

本地震１週間　被
災者の健康守りた
い

地震と減災　「関
連死」は救える命

原発４０年規制
早くも骨抜きなの
か

被災者と医療　長
期戦にらむ支援
態勢を

携帯通信市場に
健全な競争を

井山本因坊７冠
新時代開く偉業を
祝う

熊本地震１週間
広域避難も犠牲
減らす一策だ

ＴＰＰ先送り　一か
ら議論をやり直せ

党首討論見送り
災害時こそ議論し
たい

熊本地震拡大　震
災関連死の防止
急げ

被災者のために
命救う物流網の
復旧急げ

避難の長期化に
らみきめ細かな支
援を

車中泊で死者　一
刻も早い対策が
必要

ブラジル情勢　国
内安定と経済改
善が優先だ

地震支援物資　な
ぜ早く届かないの
か

地震と減災　原発
はなぜ止まらない

スポーツと賭博
選手である前に社
会人だ

全国学力調査　検
証の仕組み見直
しを

阪神の教訓　経験
を今こそ活用した
い

セブン＆アイ人事
の教訓

ブラジル　五輪前
の政争が心配だ

熊本被災企業　早
期の生産再開に
注力したい

首相の訪ロ　領土
交渉打開の契機
に

衆院選挙制度　改
革の名に値しない

震災と企業活動
教訓生かし早期
の復旧を

震災への救援　官
民連携で供給急
げ

神戸山口組を指
定　暴力団を排除
し遠ざけよ

原油価格の低迷
が長引くリスクに
警戒を

避難者のケア　医
療不足をどう補う
か

産油国会合不調
価格安定へ増産
凍結を急げ

地震避難者　支援
の枠組みを早急
に

地震と減災　政府
の対応は適切か

震災医療　「関連
死」防ぐケア充実
を

対ロシア外交　焦
らず、広い視野で

避難者支援　関連
死の予防に全力
注げ

瀬戸際のブラジル
大統領

女性議員の割合
超党派案に注目
したい

熊本被災者支援
長期避難見据え
て取り組もう

原爆症の認定　基
準のハードル下げ
よ

税逃れ対策　いた
ちごっこにケリを

同一労働・賃金
不当な待遇格差
の是正へ

公文書の管理　国
民の資産生かす
には

給付型奨学金　ば
らまき排し勉学支
えよ

地震の続発に警
戒しつつ救援に全
力を

避難者の急増　長
期化見すえた支
援を

ヘイトスピーチ
解消に向けた機
運を高めたい

普天間作業部会
抜本協議につな
げたい

保育園と住民　合
意作りを丁寧に

断じて容認できぬ
ラブロフ露外相の
暴論　岸田外相は
なぜ「前向きな議
論」と言えるの

消費不振でも伸び
る市場

薬物依存症　治療
体制の整備を急
げ

Ｇ２０と世界経済
政策協調の実効
性が問われる

不起訴の見直し
捜査に落ち度は
ないか

九州の地震　拡大
に最大の警戒を

Ｇ２０共同声明
税逃れ防ぐ枠組
み広げよ

Ｇ20は課税逃れ
の対策を着実に
進めよ

熊本の被害拡大
容赦なき大自然
の脅威

日露外相会談　首
脳往来の環境を
整備したい

「熊本」被害拡大
総力を結集し支援
急げ

Ｇ２０の課題　構
造問題への対応
こそ

熊本地震　自然災
害は不測をはらむ

日ロ交渉の糸口
みつかるか

日露交渉　首相訪
露で動かせるか

熊本地震拡大　総
力戦で広域被害
に対処せよ

Ｇ２０会合　実効
ある課税包囲網を

安定成長狙う中
国は改革の公約
実行を

熊本地震　活断層
が動く恐ろしさ

北ミサイル失敗
核搭載の脅威に
警戒を怠るな

熊本「震度７」　被
災者の救援に全
力を

地震と原発　やっ
ぱり原点に戻ろう

再点検が要る直
下地震対策

次期国連総長　大
国に物言える人

熊本地震　強い余
震への備えが大

朴大統領　強引な
政治を改めねば

熊本地震震度７
防災は命を守るた

韓国の政治　独善
から対話へ転換を

韓国与党大敗　日
米との協調路線
堅持を

英首相は国民を
説得しＥＵ離脱の
回避を

韓国与党敗北　日
韓協調の継続を
望む

韓国与党敗北　対
「北」連携へ悪影
響避けたい

北海道新幹線半
月　まずは利用促
進に力を

同一賃金の議論
まず正社員化を
進めよ

韓国総選挙　日韓
合意を後退させる
な

奨学金制度　格差
是正へ改善急げ

ＴＰＰ先送り論　党
利党略で意義見
失うな

日韓関係への影
響が心配だ

田母神容疑者　会
計のずさんさに驚
く

訪日客新目標　受
け入れ体制の拡
充が課題だ

ＴＰＰ審議再開
拙速な結論は許さ
れぬ

韓国与党大敗
「慰安婦」合意の
履行を

取り調べ可視化
全事件での義務
化目指せ

多様な学び　議論
の原点を忘れず
に

千葉県市川市の
保育園「騒音」問
題　わからなくは
ないが、迷惑施設

ＴＰＰ法案の先送
りは許されるのか

世界経済とＧ２０
連携し減速に歯
止めを

高校の通級指導
障害に応じた支援
を続けたい

訪日客の目標　具
体的な実現の道
筋を

給付型奨学金　若
者よ、声を上げよ
う

パナマ文書　税逃
れ許さぬ国際連
携を

ブラジル政治　国
内の安定が最優
先だ

露外相発言 北方
四島の帰属交渉
「拒否しない」は日
本引き込む詐術

宇宙ビジネスの挑
戦に道開け

長時間労働　改善
は賃金とセットで

スマート工場　産
学官連携で生産
性高めよう

成年後見促進
チェック体制も万
全に

甘利氏問題　口利
き疑惑の解明を

「口利き」疑惑　甘
利氏は説明責任
果たせ

ＴＢＳ批判　まっと
うな言論活動か

永住権の大胆緩
和　人材確保につ
ながるのか

タクシーは官に頼
らず自ら需要創造
を

普天間返還合意
政治が迷走させた
２０年

バド選手賭博　身
を律してこその五
輪候補だ

道５区補選告示
注目度に値する
論戦を

桃田選手ら処分
再生へのきっかけ
を

刑事司法改革　捜
査可視化の徹底
を

Ｇ７海洋声明　中
国抑止へ結束を
示した

軽減税率への備
えを怠るな

衆院補欠選挙　与
野党の力が試さ
れる

民進審議拒否　交
渉過程の開示要
求に呆れる

パナマ文書　税逃
れの監視を強めよ

衆院補選告示
「安倍政治」問う
前哨戦

Ｇ７広島会合　核
廃絶への歩み加
速を

ベビーカーあわや
事故回避へ確か
な行動を

Ｇ７は中ロへの戦
略の擦り合わせ
急げ

甘利氏資金疑惑
捜査で「口利き」
の有無解明を

Ｇ７外相会合　「広
島宣言」の実現こ
そ

衆院２補選告示
「１強政治」の行方
を占う

普天間の２０年
民意無視では進
まない

Ｇ７広島宣言　近
隣の核脅威にも
備えよ

子どもの医療費減
免に基準を

Ｇ７外相会合　広
島宣言を核廃絶
に生かそう

甘利氏問題捜査
自ら説明責任を果
たせ

Ｇ７広島宣言　儀
式に終わらせぬた
めに

甘利氏の疑惑　説
明責任はどうなっ
た

セブン会長退任
独善的人事は許
されない

米大統領候補の
内向きな姿勢を憂
う

ヘイトスピーチ
根絶へ政治の意
思示せ

行政不服審査　新
制度で公正性を
確保したい

ヘイトスピーチ
根絶へ慎重に法
整備を

パナマ文書　中国
政権の正統性問
う

「口利き」強制捜
査　甘利氏は自ら
説明尽くせ

甘利氏は国会に
出て説明せよ

国立公文書館　国
民が広く集う新館
に

生乳流通改革　酪
農の競争力高め
る契機に

女児殺害判決　全
面可視化を急ぎた
い

パナマ文書　納税
者の怒りは大きい

女児殺害に無期
裁判員の判断尊
重したい

公道実験促し自
動運転の実用化
を急げ

五輪候補が賭博
自覚を促す選手
教育を

栃木女児殺害　取
り調べ映像が有
罪を導いた

ＴＰＰ本格審議
「丁寧な説明」は
どこに

沖縄・目取真さん
拘束の投げかけ
るもの

長崎新幹線　地域
戦略にどう生かす
か

裏カジノ賭博　選
手も社会の一員
だ

Ｇ７外相会合　中
国抑止の議論主
導せよ

ベトナムは改革を
鈍らせるな

パナマ文書　税の
不公正解消へ動
け

パナマ文書流出
課税逃れ防ぐ国
際連携強めよ

道職員の再就職
自粛規定削除は
疑問だ

栃木女児殺害
「自白」に頼らぬ
捜査を

議会のやじ　品性
欠いては「恥」さら
す

衆院選挙制度　た
だちに抜本改革を

五輪選手と賭博
なんとも救いよう
がない

課税逃れ抑える
国際的な監視を
強めよ

衆院「０増６減」
場当たり策には反
対だ

スマホ是正指導
実質０円よりサー
ビス多様に

衆院選制度改革
党利党略優先は
疑問だ

ＴＰＰ本格審議
透明度を上げ、丁
寧に

衆院選挙制度　本
質論素通りでいい
のか

障害者差別　解消
へ新制度を育もう

タックスヘイブン
政治家の利用は
「背信」だ

「０増６減」どまり
は残念だ

成年後見制度　利
用者本位の見直
しを

衆院選制度改革
自公と民進はなお
歩み寄れ

スポーツ界賭博
今度はバドミント
ンか

年金運用損失　な
ぜ公表を遅らせる

川内抗告棄却　福
島事故の教訓は
どこに

ＴＰＰ審議／丁寧
な説明へ甘利氏
出席を

バド不祥事／東
京五輪へ選手育
成の教訓

2016/4/20
熊本地震避難生
活／心身守る環
境整備とケアを

2016/4/24
大学入試改革の
迷走／丁寧な議
論が欠かせない

2016/4/8

2016/4/9

2016/4/10

2016/4/17

2016/4/18

2016/4/19

Ｇ７広島外相会合
／次はオバマ大
統領の出番

Ｇ７外相・広島宣
言　オバマ氏も被
爆地訪問を

Ｇ７核軍縮宣言
広島からの発信を
力に

2016/4/12

離島の観光提携
交流人口増へ新
たな試み

トランプ氏と日米
安保　週のはじめ
に考える

甘利氏疑惑捜査
／「口利き」の徹
底究明を

2016/4/13

2016/4/14

2016/4/15

震度７の熊本地震
大地の警告に耳
すまそう

熊本で震度７　住
民の安全確保最
優先に

2016/4/16

2016/4/21

2016/4/22

成長強化へアベノ
ミクス再構築を

2016/4/23

普天間合意２０年
オールジャパンで
解決を

教科書謝礼問題
／著しく公正さを
疑わせた

仙台空港一体経
営／民営化は安
全対策最優先で

自殺対策強化／
「生きる支援」きめ
細かく

熊本地震　オール
九州で救援活動
を

熊本県で震度７／
「直下断層」へ警
戒を怠るな

大地震続発　心を
つなぎ九州を守ろ
う

熊本連続地震　防
災力を高める情報
を

衆院選挙制度改
革／地方の声を
切り捨てるな

被災者支援　苦難
克服へ九州の底
力を

すべては減災の
ために　週のはじ
めに考える

熊本地震被害拡
大／震災の経験
生かした支援を

熊本地震と企業
活動／大震災の
教訓生かさねば

熊本地震１週間
九州一丸で立ち
向かおう

熊本地震１週間／
避難長期化に備
えた支援を

三菱自　燃費不正
／隠蔽体質　徹底
して切り込め

災害時の拠点施
設／耐震補強は
待ったなしだ

ふぞろいの大根た
ち　週のはじめに
考える
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広島外相会合　核
なき未来への一
歩に

予算の前倒し執
行　成長に資する
政策深めよ

競争力ある農漁
業へ改革を緩める
な

改正公選法　生か
そう「駅でも投票」

川内抗告審棄却
専門的知見を尊
重した判断だ

川内原発抗告審
国民の不安に応
えたか

川内原発抗告審
福島の教えはどこ
へ

診療報酬改定　在
宅重視へ転換す
るには

川内原発　司法は
不安に応えたか

川内原発抗告棄
却　新規制基準評
価の指針に

ウクライナも和平
に全力を

川内原発仮処分
疑問が残る高裁
の判断

給付型奨学金　学
生への経済支援
を広げたい

安保法廃止案　与
党は堂々と審議
せよ

パナマ文書　税逃
れのツケは払えぬ

地銀の連携　地域
浮揚に役立ってこ
そ

ＴＰＰと国会　承認
ありきは許されぬ

関西エアポート
「民」の発想で活
性化図れ

ギリシャ支援でＩＭ
Ｆ含めた合意を急
げ

ＴＰＰ審議入り　損
も得も誠実に説明
を

障害者対策　新法
施行を差別なくす
契機に

衆院５区討論会
関心高める政策
論争を

教科書謝礼問題
選定の「透明性」
を高めよ

核サミット　テロ防
ぐ不断の警戒を

衆院選改革　統治
機構の議論も進
めよ

中小・非正規の持
続的賃上げを

「難民」送還　試さ
れる欧州人道主
義

ＴＰＰ審議入り　新
貿易圏の活用へ
議論深めよ

長時間労働是正
空手形では許され
ない

ＴＰＰ法案　徹底
審議でベールを剥
げ

潜水艦の比寄港
多国連携で自由
の海守れ

ＣＯ2を減らす回
収・貯留技術を磨
こう

日韓の議員外交
先細るパイプが心
配だ

サミットとテロ　官
民一体で脅威を
封じ込めよ

大学生の奨学金
給付型の導入急
ぎたい

核安全サミット　テ
ロ防止とともに軍
縮を

ＴＰＰ審議入り　成
長への具体策を
論ぜよ

障害者の活躍促
す社会に

 ハンセン病法廷
最高裁は誠実に
謝罪を

トランプ発言　「同
盟」で日本の役割
強めたい

核サミット　テロ阻
止へ連携強化を

異次元緩和３年
金融政策頼りでは
限界も

安保・野党案　与
党はなぜ逃げる
のか

北方領土に基地
不当な露方針の
撤回迫れ

日銀は効果と副
作用を見極め政
策運営を

保育士不足　低賃
金の改善が急務
だ

国立公文書館　生
の歴史に触れら
れる施設に

児相の強化　子ど
もを支える社会に

秘密法と国会　制
度の欠陥が目に
余る

関空と伊丹　民の
力で安定軌道に

おおさか維新が憲
法改正原案をまと
めたことは評価で
きるが、国民守る
テーマを避けるべ
きではない

首都地震で帰れ
ぬ人を守れ

異次元緩和３年
総点検し軌道修
正を

電力市場自由化
供給力確保に万
全を期したい

再就職の助成金
リストラ拡大招く懸
念

核安保サミット　テ
ロ組織には渡さな
い

ハンセン病　違憲
性を直視してこそ

教科書謝礼問題
癒着断ち公正な
採択守れ

アジア安保の深刻
さを映した米中会
談

安保サミット　核テ
ロ防ぐ連携強めよ

米中首脳会談　南
シナ海緊張の責
任を問う

生乳の流通　意欲
を持てる仕組みに

広域通信制　実態
把握と改善を急げ

北と核サミット　米
は「テロ国家」再
指定を

核テロ防止に永続
的な努力を

閲覧謝礼　教科書
の信頼傷つけた

核安全サミット　厳
格管理でテロへの
悪用防げ

市民感覚と量刑
バランスさらに議
論を

対北朝鮮政策　連
携強め情勢変化
探れ

日米韓首脳会談
対中結束の姿勢
示せたか

郵政は収益力を
高め完全民営化
に道筋を

日米韓　結束で対
北朝鮮抑止を

日銀短観悪化　景
気下支えに重要
なＧ７協調

景況感の悪化　政
策の失敗認め転
換を

日米韓首脳会談
対北朝鮮戦略を
練り直せ

教科書選定　開か
れた制度づくりを

最高裁が謝罪へ
過ち認めるに躊躇
するな

日米韓連携で北
の挑発防げ

電力全面自由化
消費者は目を肥
やそう

日米韓首脳会談
対「北」で協力の
実効性高めよ

北朝鮮包囲網　中
国の行動が問わ
れる

障害者差別　解消
目指す意識と行
動を

電力自由化　市場
をつくる自覚こそ

スー・チー氏　民
主化への焦りは
禁物だ

成長への活力生
む電力小売りの
自由化に

首都直下地震　帰
宅控える施設確
保を

関空伊丹民営化
競争力の強化に
つなげたい

電力自由化　再生
エネ伸ばす契機
に

電力自由化　「選
べる」ということは

男女雇用均等法
育児と両立できる
社会へ

シャープ・東芝　経
営陣の責任は重
い

訪日客６０００万
人　質高い受け入
れ策考えよ

働き方改革で女
性の力生かせ

ＮＨＫ　「異例の事
態」いつまで

教科書謝礼問題
嘆かわしい教員
のモラル低下

知床条例施行　共
生の理念を広げ
たい

待機児童対策　保
育士の待遇改善
こそ

らい予防法廃止
差別の連鎖を断
ち切ろう

秘密と国会　追認
機関ではいけない

首都直下地震　命
を守る備え確認し
たい

鴻海傘下でシャー
プは再生できるか

差別解消法施行
障害者に一層の
配慮を

民政ミャンマー
不安残る経済発
展路線の継承

国会と秘密法　監
視役の使命はどこ
に

安保法廃止法案
まだ決着はついて
ない

残業時間規制
「働き方」を見直す
契機に

ミャンマー　問わ
れる真の民主改
革

「保育園落ちた」ブ
ログで急ごしらえ
の待機児童対策

船出した「スー・
チー政権」

朝鮮学校補助金
子供を中心に考
えよう

米軍北部訓練場
翁長氏は返還を
望まないのか

大学入試改革　生
煮えでは混乱を招
く

長時間労働　残業
の上限規制は必
要

朝鮮通信使　国境
を超えて記憶遺産
へ

待機児童対策　財
源確保して充実を

まずは成長戦略
関連の法案成立
を急げ

待機児童対策
「緊急」と「抜本」
の連動が重要だ

消費増税延期論
政局への利用は
筋違い

予算成立　もう追
加の財政出動か

待機児童対策
「質より量」で通用
するか

財政政策　選挙の
道具にするな

廃炉の時代へ確
かな備えを

１６年度予算成立
緩まずに経済再
生に取り組め

アイヌ民族遺骨
元の場所に戻す
努力を

大学入試改革　理
念ばかり並べても

後半国会へ　浮足
立っている暇はな
い
リベンジポルノ
卑劣な犯罪を一
掃せねば
民進党結党　準備
と覚悟と気概を問

民進党発足　１強
と対峙するには

人工知能　英知集
め「妙手」を探ろう

政策の競い合い
で政治の活性化
を

民進党発足　女性
と若者引きつけよ

民進党結党大会
国民の不信感を
払拭できるか

「民進党」発足　政
策理念の骨太論
議を

「民進党」結党　具
体策掲げ政権に
迫れ

自治体間連携　さ
らに知恵を絞ろう

政府機関の移転
地方創生とは切り
離しを

安心はネット発展
の土台だ

自殺対策法　いの
ち救う支え合いを

原発事故対策　Ｓ
ＰＥＥＤＩ活用も選
択肢に

全日空混乱　非常
時の備えを万全
に

精神医療施策　デ
イケアの“縮小”な
ぜ

ざわつく政界　衆
参同日選は筋違
いだ

ＥＵ・トルコ合意
難民危機打開へ
の一歩に

民泊普及へ規制
緩和を後退させる
な

待機児童　子供本
位の抜本対策を

北海道新幹線　開
業効果の持続へ
知恵を絞れ

原発停止命令　国
民の不安を直視
せよ

相次ぐ原発廃炉
国は知らぬ顔続
けるのか

クロマグロの管理
を厳格に

大学入試改革　具
体的な設計で着
実に

児童虐待対策　根
絶へ体制強化を
急ぎたい

大学入試改革　理
念倒れは避けよ

入試改革　大学の
「中身」は大丈夫
か

大学入試「新テス
ト」は練り直しが必
要だ

伊方１号機廃炉
採算より４０年
ルールだ

自動ブレーキ　事
故防止に新技術
生かそう

北海道新幹線　経
営は大丈夫なの
か

教科書検定　多様
な視点を示してこ
そ

北海道新幹線　逆
風の中での出発
に

民進党の結党　名
前以外に何が変
わった

観光を柱に北海
道の魅力磨け

北海道新幹線　生
かす知恵が問わ
れる

大学入試改革　高
校教育の質向上
を促したい

九電免震撤回　規
制委も問われてい
る

政府機関移転　分
権改革なしでは骨
抜き

プロ野球開幕　金
銭文化根絶の改
革を

テロ対策　日本の
備えは十分なの
か

「同一賃金」論議
を正社員改革にも
生かせ

相模原の虐待死
児童相談所の強
化急げ

プロ野球開幕　熱
いプレーで信頼を
取り戻せ

「辺野古」再協議
円満解決の勧告
は重い

高校生と政治　届
け出なら違憲の疑
い

地場春闘　非正規
の待遇改善加速
を

学校事故指針　子
どもの命守る一歩
に

北海道新幹線　世
界に誇る「安全」
つなげ

商社が資源頼み
を正す契機に

奨学金制度　「学
生ローン」から脱
却を

緊急事態条項　憲
法に危機管理を
明記したい

プロ野球開幕　真
摯なプレーで信頼
を

ミャンマー新政権
民主国家への正
念場

米国とキューバ
内なる改革の促
進に期待

欧州のテロ　民主
社会への挑戦だ

全日空トラブル…
同様の障害が繰
り返されている
公共交通の責任

テロ撲滅へ国際
連携が問われて
いる

ベルギーテロ　た
び重なる非道を憎
む

文化庁京都へ　地
方創生に役立つ
移転なのか

ベルギーでテロ
不安の連鎖を断
たねば

プロ野球開幕　３
連覇の偉業に期
待する

政府と沖縄県　分
断を埋める協議に

公示地価の上昇
実需伴わぬバブ
ル警戒を

政府機関の移転
にとどめるな

公示地価　８年ぶ
り上昇の明と暗

ベルギーテロ
「欧州の首都」標
的にした蛮行

検定教科書謝礼
モラル欠如が目に
余る

ベルギー同時テロ
欧州社会が向き
合う試練

米とキューバ　和
解の歩みを広げよ
う

ベルギー同時テロ
国際社会は結束
を固めよ

米・キューバの接
近を世界の安定
に生かせ

京都に文化庁　東
京集中正す突破
口に

公示地価上昇　景
気底上げにどうつ
なげるか

米国とキューバ
関係正常化への
努力を

政府機関移転　地
方分権の視点を
欠く

増税再延期検討
政局最優先なら
筋違いだ

省庁移転　骨太の
理念が見えない

景気と消費税
「識者」の前に自
己検証を

土地デフレの終息
はいいが

山口組抗争　封じ
込めて市民を守
れ

核燃料サイクル
米国への丁寧な
説明が必要だ

道議会政調費　丼
勘定は認められな
い

ふるさと納税　特
典競争はやめた
い

公示地価　インバ
ウンド需要生かせ

自由な言論空間
を守る　春の新聞
週間を前に

東北医科薬科大
／オール東北で
育てよう

差別解消法施行
障害のある友をも
とう

公益通報制度／
「受ける側」の責
任も重大だ

宮城・指定廃処分
場／事態打開へ
政治の覚悟は

2016/4/5

2016/4/6

2016/4/7

異次元緩和３年
限界認め、軌道修
正を

ＴＰＰ承認案／協
定の「素顔」徹底
議論を

テロには理性で戦
う　ベルギー連続
爆発

山口組抗争／暴
力団壊滅の機運
高めよう

がん患者の就労
支援／共生社会
へ企業の理解が
鍵

消費増税延期論
／経済失政認め
ることが先だ

新幹線きょう開業
北海道の新たな
地平開く

安保法を生かす
体制はこれからだ

安保法の施行　自
ら同盟の抑止力
高めよ　日米で戦
略目標の明確化
急げ

安全保障法制の
施行　「違憲」の法
制、正す論戦を

2016/3/29

日米韓首脳が会
談　東アジア安定
の礎に

企業の景況感悪
化／アベノミクス
に見直し迫る

2016/3/23

2016/3/24

2016/3/25

2016/3/26

2016/3/27

2016/3/28

消費増税の判断
政治の打算を離
れよう

消費増税の再延
期　「危機」に陥ら
ぬ判断示せ

2016/3/30

蒲島県政３期目
水俣病の解決へ
指導力を

貧しくとも学べる
春よ　週のはじめ
に考える

東日本大震災　復
興と建築／再考
迫られる東北の使
命

2016/4/4
特定秘密報告書
国会の監視機能
を強めよ

企業の農業出資
緩和／共存共栄
への試金石として

児童虐待対策　中
学生の自殺が問
うもの

福島はふるさとだ
から　週のはじめ
に考える

民進党きょう結成
／理念、政策の明
確化を図れ

北海道新幹線開
業　今度こそ青函
の時代だ

安保法施行　転換
の是非問い続け
よう

温暖化対策計画
／原発の活用　慎
重に判断を

首相改憲発言／
「一人芝居」は成
果を生まぬ

児童虐待／踏み
込んだ対応を早
急に

衆参同日選浮上
／政治空白つくる
余裕はない

2016/3/31

2016/4/1

2016/4/2

2016/4/3

「無言館」からの
警鐘　安保関連法
施行

三陸振興戦略／
物流と観光が急
発展の鍵

安保関連法施行
重大な懸念は変
わらない

安保関連法施行
迅速な危機対処
へ適切運用を

安保法施行　思考
停止せずに議論
を
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シリア和平　機運
逃さず各国努力を

燃料電池車　世界
標準へ量産に弾
みを

南シナ海問題は
戦略を立て直すと
きだ

核軍縮と日本　広
島から力強い発
信を

仮想通貨法案　不
正防止へルール
導入を急げ

放射能の予測　自
治体任せは無責
任だ

地域活性化　身近
なデータが大切だ

「１億総活躍社会」
の看板に偽りか

ゲノム編集は歯止
めが必要だ

日銀政策委員会
政権との一体化
憂える

開発協力白書
オール日本で戦
略的な支援に

飼料工場再編　農
家の声踏まえてこ
そ

朝鮮学校補助　子
どもらに責任はな
い

トルコ紙「接収」
露骨な言論弾圧
許されぬ

１６春闘　中小の
潮目を変えたい

防衛省研究助成
技術基盤強化へ
産学と連携を

甘利氏金銭問題
置き去りは許され
ない

人工知能　よき友
になれそうだ

民泊と規制　家庭
滞在型の振興探
れ

閣僚の緩み　信頼
損なう失態重ねる
な

ＳＰＥＥＤＩ　位置づ
けを明確にせよ

高校教科書検定
歴史記述がより正
確になった

かかりつけ医療
過疎地含め環境
整備を

児童福祉法改正
子の救済は待っ
たなし

マイナス金利　弊
害広げない方策を

ミャンマー新政権
着実に民主化の
前進図れ

ＥＵ・トルコは難民
危機打開へ合意
生かせ

北朝鮮の挑発　世
界に背向ける独
裁者

リベンジポルノ
判決契機に被害
防止の徹底を

新幹線と在来線
どちらも大切にし
たい

人工知能　ともに
進化する未来に

温暖化対策計画
高目標へ原発と
向き合え

総合電機の看板
下ろす東芝

センバツ開幕　被
災地に元気届け
よう

ＥＵトルコ合意　難
民流入に歯止め
はかかるか

プロ野球の悪弊
「カネ絡み」を早く
断て

教科書検定　押し
つけは時代遅れ
だ

高校教科書　根強
く残る偏向に呆れ
る

原発事故の避難
計画は継続的に
改善せよ

教科書検定　多面
的思考の育成こ
そ

シリア和平協議
露軍撤収で道は
開けるのか

教科書検定　多様
な意見載せてこそ

高校教科書　心配
な国の出しゃばり

閣僚の失態　もう
言い訳は通用しな
い

北朝鮮の挑発　自
らの足元を崩す愚
行

暴走する北朝鮮
日韓間の協定締
結を急げ

増税延期の是非
慎重に判断を

アダムズ方式
「違憲」覚悟の先
送りか

北ミサイル発射
国際社会で孤立
深める軽挙だ

ミャンマー　新政
権は民主化加速
を

廃止法案審議に
応じよ　安保法を
問う

米大統領選　「偉
大な国」に広がる
亀裂

高校生と政治　届
け出制は自由を
侵す

日本人の拘束　政
府は解放に全力
つくせ

中国は内外の市
場と真摯な対話進
めよ

高校と政治活動
届け出制は行き
過ぎだ

中国全人代閉幕
「独善」と「強権」
が進む一方だ

経済分析会合　駆
け引き材料にする
な

名古屋市議報酬
適正額の議論を
尽くせ

プロ野球現金授
受　「験担ぎ」では
済まされぬ

小６焼死再審　過
ちの検証が必要
だ

緊急事態と憲法
国民救う姿を鮮明
にせよ

監査法人の信頼
高めるには

中国５カ年計画
実現のハードルは
高い

経済分析会合　消
費増税再延期の
地ならしか

道議会庁舎　建て
替えるなら説明を

広島の中３自殺
外された信頼のは
しご

日中関係　「脆弱」
の原因はどちらに

経済分析会合　増
税先送りの布石
か

山口組の抗争　こ
こが壊滅への正
念場だ

企業の成長力高
め賃金を安定的
に増やせ

トランプ氏独走
疑問と不安は尽き
ない

米大統領選　煽動
的言辞が招く社会
の亀裂

「官製春闘」失速
経済の好循環は
どこに

経済分析会合　い
いとこ取りはやめ
よ

ミャンマー　文民
政権で民主化定
着を

春闘一斉回答　ベ
ア超える課題解決
を

春闘一斉回答　脱
デフレへ賃上げ続
けよ

ロシアに強い圧力
と関与を

ミャンマー　民主
国家として再生を

春闘集中回答　賃
上げ継続へ経営
努力重ねよ

沖縄戦訴訟　民間
被害者の救済急
げ

しぼむ官製春闘
首相は政策の転
換を

春闘集中回答　先
行きの不透明感を
投影

年金改革　先送り
はできない

シリア和平協議
流血止める好機を
逃すな

待機児童の解消
急ぎ女性の力を
生かせ

シリア和平　停戦
守って対話続けよ

人工知能　上手に
使って住み良い社
会に

進党　「看板」に見
合う理念を

中国全人代　権威
よりも民生重視を

北九州空港１０年
混雑の「福岡」と
連携図れ

民進党発足へ　党
名を生かす努力を

国連委の対日非
難　不当な干渉許
さぬ発信を

課題多いミャン
マー文民政権

円陣で現金　「験
担ぎ」では通らな
い

ふるさと納税　企
業版は癒着の排
除が前提だ

慰安婦国連見解
日韓合意　誠実に
進めよ

「反難民」党躍進
踏ん張れメルケル
さん

民進党　もう一つ
の核となれるか

放射線量計　事故
の教訓はどこへ

広島の中３自殺
目の前の生徒見
ていたか

鉄鋼の過剰解消
へ日本の経験を
生かせ

民進党　理念の再
構築も怠るな

山口組抗争　市民
の安全確保に万
全を期せ

広島中３自殺　生
徒と向き合ったの
か

「民進党」結党へ
政策具体化を急
がねば

ＴＰＰ法案　拙速に
結論出さず熟議を

プロ野球賭博　全
球団の調査を急
げ

尖閣と南シナ海
中国司法の宣伝
を許すな

ドイツ「反難民」党
への懸念

人工知能　使いこ
なせる大局観を

福島の住民帰還
人口減に備える
地域再生策を

ＥＣＢ追加緩和
通貨安競争招き
かねぬ

組み体操問題　学
校の自主性が大
切だ

首相の改憲発言
気になる使い分け
の論法

就活スタート　適
正な採用活動を
広げよ

マンションの再生
へ二の矢、三の矢
を

広島中３自殺
「なぜ」の徹底的
検証を

新国立聖火台　責
任のなすり付けは
やめよう

保育施設の拡充
現実と向き合う姿
勢を

災害弱者　少子高
齢化への対応急
げ

野球賭博のウミを
出し切れ

大震災から５年
福島原発の廃炉
司令塔の整備が
必要だ

自民党大会　１強
に傲らずに諸課題
に挑め

自民党大会　幅広
い民意くんでこそ

女性の活躍　現実
に目を向けてこそ

南シナ海と中国
理のない日本牽
制やめよ

ユーロ圏は金融
緩和だけで再生で
きぬ

大震災から５年
子供の心のケア
見えない傷に寄り

広島・中３自殺
不適切な指導が
追い詰めた

被災者支援　九州
から力強く後押し
を

広島中３自死　取
り返せぬ学校の
失態

被災地の産業再
生　将来見据えた
人材育成を

原発止めた地裁
判断への疑問

慰安婦国連見解
冷静に日韓合意
説明を

ＥＣＢ追加緩和
金融政策頼みだ
けでは危うい

プロ野球賭博　徹
底的にうみを出し
切れ

復興予算　実態踏
まえ効果的支出を

大震災から５年
慰霊の日　教訓を
防災につなごう

巨人野球賭博　選
手の規律順守を
徹底したい

自民党　慢心戒め
改革を断行せよ

「保育園落ちた」
親の怒り、政治を
動かす

３・１１追悼式　未
曽有の経験を風
化させまい

2016/3/11
震災から５年　心
は一つ、じゃない
世界で

３．１１　被災地の
自立導く支援を
課題克服を社会
の手本に

(中) 原発事故に
向き合う姿を世界
に

大震災から５年
福島の現実　向き
合い、そして前へ

復興総仕上げへ
再生への歩みを
確かなものに

東日本大震災か
ら５年　現地目線
で復興の加速を

大震災から５年／
「共に前へ」の思
い　再確認を

故きを温ね次に備
える　３・１１から５
年

九州の巨大地震
備え怠らず自ら命
守ろう

野球賭博と巨人
当事者能力に欠
けている

高浜差し止め　政
府も重く受け止め
よ

高浜差し止め　判
例を逸脱した不合
理な決定

「高浜」差し止め
決定を重く受け止
めよ

高浜差し止め　原
発の安全性厳しく
問う

高浜原発差し止
め　常軌を逸した
地裁判断だ

野球賭博　巨人の
調査は甘過ぎる

国連女子差別委
慰安婦巡る日韓
合意の曲解だ

また野球賭博　巨
人　問われる自浄
能力

広島・中３自殺
教諭が進路を閉
ざすとは

慰安婦問題　日韓
合意を育てるには

大震災５年　津波
避難の実践と継
承を

経済統計の信頼
高める努力を怠る
な

自衛隊震災派遣
対処力向上へ自
治体と連携を

ＴＰＰ法案　承認よ
り審議の徹底を

風化と風評　「忘
れない」誓いを新
たに

山口組抗争　市民
への危害を防げ

国連女子差別委
独善的見解の撤
回求めよ

問題踏まえ日中
首脳は会談を

温暖化対策法　改
正で省エネの裾
野広げよう

道内空港民営化
恩恵広げる視点
が大切

復興新段階へ　住
民本位の分権型
目指せ

おとり捜査　自ら
の過ちを検証せよ

中国の経済計画
信頼に足る「改
革」なのか

意欲的な農家と企
業で農地を生か
せ

温暖化対策計画
真の省エネ大国
目指せ

被災地の教育　古
里再生へ希望を
育みたい

聖火台問題　お粗
末この上ない話だ

命の安全第一に
３・１１から５年

確定申告　「税と
は」考える契機に

福島事故５年　国
は原発の必要性
を説け

トルコの新聞社接
収への懸念

大震災から５年
自治体の支援　人
は今も不足してい

米韓軍事演習　抑
止力強化が「北」
の暴発防ぐ

有事の船員活用
徴用につながる危
うさ

原発に頼らない国
へ　２０１１年８月
６日付

「停波」発言　放送
局の姿勢を見た
い

政府機関の移転
行革の視点を欠
いている

温暖化対策の実
効性高める議論を
重ねよ

福島の除染　放射
線を正しく理解し
たい

夕張破綻１０年
希望の持てる将
来像を

消費増税延期論
法人税減税もや
めよ

聖火台問題　過ち
を繰り返すな

拉致問題　日米韓
の連携で北に迫
れ

仮想通貨を健全
に育てよう

同一労働・賃金
労使が納得できる
制度設計に

ＧＰＳ捜査　なし崩
し運用は認めぬ

介護保険カット
創設の理念が失
われる

中国経済計画　転
換の方向を誤るな

中国国防費　止ま
らぬ異常な軍拡
…自ら敵を増やす
つもりか

構造改革と成長
追う中国経済の
狭き道

中国の国防費　低
成長に合わぬ軍
拡だ

被災地仮設住宅
早期解消で街を
再建させよう

新幹線開業間近
全道に効果を広
げたい

人工知能を生かし
て日本の活力に

2016/3/21

（上） 柔軟な発想
で被災地の自立
めざせ

原発事故から５年
許されぬ安全神
話の復活

2016/3/10

「災後」５年が問う
(下)社会のつなが
りで被害の最小化
を

震災から５年　「創
造的復興」が問う
こと

2016/3/12

2016/3/13

大災害と政治　憲
法改正が備えに
なるか

2016/3/14

2016/3/6

2016/3/15

2016/3/16

2016/3/17

2016/3/18

2016/3/19

2016/3/20

大震災から５年
原発事故　日本は
何を学んだのか

2016/3/7

2016/3/8

2016/3/9
大震災から５年
津波被災地　生活
再建に力点移そう

「炉心溶融」基準
責任感の欠如に
あきれる

政活費疑惑／「特
権」行使に監視の
目を

風化と風評　「忘
れない」誓いを新
たに

大震災５年　地域
産業の復興／楽
観できる現状には
ない

もう一度、原発事
故調を　３・１１か
ら５年

大震災５年　住ま
いの再建／広が
る格差伴走型の
支援を

高浜原発に停止
命令　フクシマを
繰り返すな

高浜原発運転差
し止め／なし崩し
的な再稼働へ警
鐘

原発事故の責任
生きているか福島
の教訓

クシマから日出ず
る　３・１１から５年

大震災５年　記憶
の伝承／「記録」
しっかり読み継ご
う

全人代開幕　難題
に直面する習指

“宝の山”を磨き直
そう　週のはじめ

大震災５年　岩手
の道路網転換／

陸復興 交流

春闘大手回答／
格差是正へ勝負
はこれから

プロ野球金銭問
題／うみを出し切
るときだ

防災・減災　国連
会議から１年／被
災地発の発信を
継続的に

福岡沖地震１１年
続く余震、「警戒」
新たに

普天間代替基地
は国外へ　週のは
じめに考える

大震災５年　介護
人材不足／政策
の貧困被災地に
ツケ

感染症基本計画
安全対策の徹底
を前提に

大震災５年　帰還
困難区域見直し
／除染の方向性
早期に明示を

東日本大震災か
ら５年　早く「日
常」取り戻したい

人はなぜ走るの
か　週のはじめに
考える

大震災５年　「食」
産業の復興／消
費者とつながって
こそ

東日本大震災か
ら５年　原発回帰
に進んでいいか

九州新幹線５年
もっと広げたい波
及効果

誰のための改憲
か　首相「在任中
に」

大震災５年　人口
減少／原発被災
地切り捨てないで

大震災５年　避難
者への対応／住
宅支援と心身ケア
重要に

大震災５年　国の
姿勢／復興を未
来につなげよ

復興政策　政治が
風化してどうする

巣立つ障害者た
ちへ　「おめでと
う」を言いたい

ダブルケア／課題
把握し包括的支
援を

2016/3/22
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衆院制度改革　放
置できぬ格差拡
大

志賀原発の破砕
帯　刑事事件なら
「冤罪」だ…多角
的な評価への道

アルゼンチン債務
の決着を

大震災から５年
緊急事態条項　ま
ずは必要性の検
証を

中国全人代開幕
経済減速でも続く
「強軍路線」

首相の改憲論　国
会の場で真意を
示せ

政府と沖縄　真の
和解にするために

虐待死　防止へあ
らゆる手立てを

国と沖縄県は今
度こそ真摯な話し
合いを

辺野古訴訟和解
政府は誠意ある
対話を

福島原発凍土壁
安定稼働で漁業
復興目指そう

辺野古訴訟和解
基地問題の抜本
解決を

「辺野古」和解　県
内断念こそ選択
肢に

辺野古訴訟和解
これを機に根本解
決探れ

中国国防費　軍拡
より安定の思考を

普天間和解　現実
直視した再協議急
げ

魅力ある取引所
づくりを急げ

アップルＶＳ政府
新時代のルール
が必要

辺野古訴訟和解
移設推進方針は
堅持して臨め

中国全人代　安定
成長への転換点
に

温暖化対策計画
未来を思い描けな
い

Ｇ２０と世界経済
有言実行で市場
の安定を

安倍首相へ　あな
たの憲法なのか

対北制裁決議　厳
格履行へ日本が
範示せ

制裁だけで足りぬ
北朝鮮の脅威へ
の備え

国連制裁決議　北
朝鮮は孤立直視
せよ

対「北」制裁決議
厳格な履行へカギ
握る中国

北朝鮮制裁決議
非核化協議につ
なげよ

「北」制裁決議　成
否は中国が左右
する

原発強制起訴　真
相の究明を期待し
たい

北朝鮮制裁　着実
に実行してこそ

首相の改憲発言
与党も争点化に
向き合え

マンション建設は
大丈夫か

大震災から５年
中小企業支援　事
業の持続力高め

首相改憲発言　参
院選前に具体論
を深めたい

おとり捜査　再審
の場で実態解明
を

トヨタと春闘　格差
是正の取り組み
は

対北朝鮮決議　中
国は確実に制裁
履行を

米国大統領選　分
断の政治を憂う

「手書き」指針　多
様性への理解深
めたい

世界的な影響が
懸念される米政治
の混迷

トランプ氏優勢　こ
れでいいのか共
和党

米大統領選　危う
さもはらむトランプ
旋風

就活スタート　やり
たい仕事を選ぼう

高浜原発停止
「安全最優先」は
本当か

米大統領選　トラ
ンプ旋風は何を映
す

公益通報制度　強
化を急がねば

トランプ現象　「痛
快だから」では済
まぬ

ガス自由化の準
備も怠るな

消費増税と首相
政治的な思惑が
のぞく

東北の産業復興
持ち味生かして再
生を急ごう

米大統領選　問わ
れる共和党の判
断

トランプ氏圧倒
世界の憂慮は深
まった

予算案衆院通過
浮足立たず建設
的論戦を

認知症訴訟　問わ
れるのは社会だ

電力自由化　安易
な撤退は信頼損
なう

認知症介護の実
態を重くみた最高
裁判決

認知症の監督責
任　現実ふまえた
司法判断

朴大統領演説
「反日」から協調
重視へ転換か

認知症事故賠償
社会で向き合う契
機だ

認知症事故判決
社会全体で支え
合いたい

高浜緊急停止　原
因究明を最優先
に

認知症事故訴訟
介護実態に即した
判断だ

学生と中小企業
の橋渡しを

就活スタート　将
来を熟慮して選択
を

認知症事故判決
賠償責任の議論
を深めたい

同一労働・賃金
非正規の待遇改
善こそ

朴政権３年　残る
任期で日韓の深
化を

原発強制起訴　検
証の重要な機会

国歌斉唱　背向け
るのは恥ずかしい

日・ＥＵ交渉を政
治主導で前進させ

東電強制起訴　証
拠に照らした公正

「東電」強制起訴
原発事故の真相

メルトダウン　これ
で原発回帰とは

九州経済白書　新
事業開拓で地方

英国民投票　ＥＵ
内で改革主導を

東電元会長ら起
訴　天災の刑事責
任問えるか

原発の安全対策
問う強制起訴

シリア情勢　露主
導の停戦に不安
が残る

企業の農地所有
まず問題点を洗い
出せ

震災復旧談合　被
災者への裏切りだ

受動喫煙防止　国
際標準へ近づく新
法に

同一賃金　底上げ
につなげよ

Ｇ２０声明　混乱
収束へ具体的行
動を

日本でもシェア経
済を根付かせた
い

容疑者の勾留　慎
重な運用を広げた
い

年金額改定　給付
抑制の遅れは放
置できぬ

Ｇ２０会合　協調
の実効性問われ
る

仙台空港　民営化
のモデル目指せ

政務活動費　信頼
損なう不正断ち切
れ

ＦＩＦＡは信頼の回
復を急げ

若年認知症　働き
続けられる支援を

高校生デモ参加
「届け出」でトラブ
ル防ぎたい

組み体操　安全第
一で見直したい

Ｇ２０協調　緩和
依存から脱却を

ジカ熱流行　夏に
向けた備えを怠る
な

Ｇ２０の経済政策
金融緩和依存に
決別を

ＦＩＦＡ新会長　蔓
延する汚職を一掃
できるか

新電力撤退　情報
公開で信頼得た
い

東京マラソン　走
る障がい者に声
援を

マラソン選考　明
確な基準がほしい

同一労働・賃金
首相はなぜ言い
出したか

桜宮高判決　指導
名目の暴力を絶
て

Ｇ２０と政策協調
市場安定へ行動
が求められる

コンサ始動　Ｊ１目
指し全力疾走を

フクシマで考える
＜下＞　私たちは
どこへ向かう

高浜再稼働　後始
末をどうするのか

東京マラソン　「社
会参加」の価値発
信を

働き手を増やし人
口減に立ち向か
おう

北朝鮮制裁決議
核の放棄へ強い
圧力を

民主・維新合流
「野合」批判をどう
はね返すか

ＧＰＩＦ改革　株偏
重の運用を見直
せ

原発事故起訴へ
やはり「人災」でな
いか

ＦＦＧと十八銀　危
機感が促す地銀
の再編

高２自殺判決　生
徒を追い詰めた
暴力

国連制裁案　過去
の失敗に学んだ
のか

革命30年を経た
フィリピン

１票の格差　もう
小手先では済ま
ぬ

「炉心溶融」判定
責任感を欠く東電
の情報発信

自主避難の賠償
原発被害の救済
拡大を

フクシマで考える
＜中＞　起きた事
実を見つめよ

英国とＥＵ　まと
まってこそ力があ
る

炉心溶融　説明は
納得できない

原発の運転延長
高浜で４０年超え
の実現を

アップルとＦＢＩは
冷静に議論し解
探れ

シャープ　決断促
した業界の興亡

シャープ支援策
開発力の活用が
再生のカギだ

高浜の老朽原発
危うい４０年ルー
ル逸脱

シャープ・鴻海　産
業革新への一歩
に

福岡市の人口増
成長の活力を九
州全体に

シリア問題　国際
調停の正念場だ

シャープ買収　国
頼まぬ再生に活
路開け

「炉心溶融」の闇
を解明せよ

炉心溶融　不信募
らす東電の「発
見」

中国と南シナ海
軍事拠点化の加
速を憂慮する

シャープ支援　雇
用と事業守る再建
を

フクシマで考える
＜上＞　声なき声
が叫んでいる

Ｊリーグ開幕　地
元密着で飛躍を
目指せ

民・維合流へ　「反
安倍」超える価値
を

組み体操　一律禁
止いかがなものか

１票の格差是正へ
自民は答申受け
入れよ

高浜原発　「４０年
ルール」が崩れる

羽田米路線拡大
空の玄関の利便
性を高めたい

民主・維新合流
「数の政治」に対
抗軸を

民主・維新合流
政治に緊張感を
呼び戻せ

原発の延命　電力
会社次第なのか

南シナ海と中国
軍事化への暴走
を許すな

老朽原発を再稼
働させるには

英国とＥＵ　残留し
て影響力行使を

原発４０年超運転
「時間切れ廃炉」
は許されない

日航機で煙　安全
の徹底をいま一度

シリア内戦　米ロ
合意を和平のてこ
に

被爆訴訟　画一的
な線引きやめよ

民主と維新　政策
なき合流に新味な
し

自公政権との対
立軸がみえる野
党結集を

民・維合流へ　穏
健な改革勢力目
指せ

英国民投票へ　Ｅ
Ｕ離脱なら不安定
化を招く

シリア停戦合意
問われる米ロの
指導力

野党勢力結集
「安倍政治」の対
抗軸を

子どもの貧困　地
域実態に即した対
策を

高齢者虐待　介護
の孤立を防ごう

復興イベント中止
正しい情報で風評
払拭を

シリアが混迷を脱
する一歩に

被爆者認定訴訟
幅広い救済への
議論を

マイナス金利　政
策効果の判断は
長い目で

被爆の救済拡大
長崎地裁の判断
は重い

内閣法制局　内部
文書を国会に示
せ

旅行収支黒字　日
本の新たな「稼ぐ
力」に

衆院選挙制度　政
権党の身を切る
責任

英国とＥＵ　離脱
は世界の安定を
乱す

首都圏空港はな
お一層の拡充が
必要だ

衆院選挙改革　答
申を骨抜きにする
な

アップル問題　テ
ロ捜査と情報保護
の両立を

道新年度予算案
物足りなさは否め
ない

自衛隊制服組　性
急な権限拡大を
憂う

被爆体験者判決
実態に沿う柔軟な
救済を

政策減税　企業名
も開示すべきだ

竹島の日　返還求
める外交を強めよ

科学を軸に「北極
政策」進めよ

欧州の難民規制
統合の土台は崩
さずに

衆院選制度改革
アダムズ方式を先
送りするな

衆院選挙制度　改
革の合意形成を
急げ

英国とＥＵ　残留
は欧州安定のた
め

厚生年金逃れ　政
府は対策に本腰
入れよ

介護保険　丁寧な
合意づくりを

北朝鮮の独裁者
をたたえる教育内
容や朝鮮総連影
響下の学校運営

生産性の視点が
要る「同一労働同
一賃金」

民・維の安保対案
かみ合う議論聞き
たい

年金運用改革　ガ
バナンス強化を優
先したい

広がる手話条例
障害への理解深
めたい

ハンセン病　家族
被害に向き合おう

衆院定数１０減
約束守る立法作
業進めよ

投票しやすい環境
づくりを

香港失踪事件　１
国２制度が揺らい
だ

竹島の日　国内世
論を粘り強く喚起
せよ

石炭火発容認　世
界の潮流に逆行
する

シリア和平　米露
の責任で停戦を
急げ

英国はＥＵにとど
まり建設的役割を

マイナス金利　銀
行の機能をゆが
める

丸山議員の失言
国政を担う自覚は
あるのか

安保法廃止案　与
党は逃げずに論
戦を

１ミリシーベルト
呪縛解き現実的
な数値を

展望開けぬタイの
民主主義

民・維合流構想
内向きでは展望
開けぬ

ミサイル防衛　米
韓との戦略的協
力が重要だ

大阪府警の怠慢
信頼裏切る事件
放置だ

法制局文書　国会
提出は当然だ

羽田の米路線　昼
間発着で競争力
高めよ

裁量制の課徴金
には透明性が不
可欠だ

原発避難者判決
柔軟な救済への
一歩に

富士山報告書　世
界遺産の保全策
を強めよう

衆院道５区補選
選挙協力の説明
丁寧に

春闘と経営者　実
質賃金増が必要
だ

安保廃止法案　速
やかな審議入りが
筋だ

原発自主避難　被
害に応じた賠償を

野党の安保廃止
法　国の安全損な
う「連帯」だ

転落死事件は防
げなかったか

ＴＰＰと著作権　文
化の利用にも配
慮を

新聞の軽減税率
公共財の役割に
理解広げたい

国連核軍縮部会
全面禁止を目指さ
ねば

介護施設の虐待
職員の数と質の
担保を

組み体操　安全性
の確保を最優先
に

安保・野党案　「違
憲法制」正す議論
を

丸山氏発言　立法
府への信頼損ね
るな

効率的な医療体
制づくりを加速し
たい

介護施設の殺人
二度と起こさぬ対
策を

み体操事故　子供
の安全確保が大
前提だ

西沙にミサイル
中国は直ちに撤
去せよ

自民失態連発　目
に余る「１強のお
ごり」

南シナ海問題　軍
事拠点化は許さ
れぬ

中国と南シナ海
平和乱す軍事力
強化阻め

産油国の苦境を
映す協調模索

相次ぐ放言　政治
家の軽すぎる言
葉

政府慰安婦説明
誤解払拭へ国際
発信を強めよ

道のＴＰＰ試算
地元の視点感じら
れぬ

南シナ海　米国は
中国止める戦略を

2016/2/20

世界の貧困と不
平等　「分配」を共
有できるか

2016/2/21

2016/2/22

2016/2/19
安保の根幹 正さ
ねば　廃止法案
きょう提出

拉致問題／圧力
伴う戦略の練り直
しを

失態続く自民党／
資質問われる事
態直視を

石炭火力発電　方
針転換の説明を
尽くせ

海に種まく人がい
る　週のはじめに
考える

防災・減災　山形
県津波想定／「死
者５２５０人」どう
減らす

離脱組員の就労
社会復帰を後押し
したい

ピラミッドを越えて
人口減少社会

訪日客の東北誘
致／新年度こそ
成果が問われる

2016/3/2

2016/3/3

2016/3/4

2016/3/5

2016/3/6

政治への女性参
画／加速させる法
整備が必要

使用済みＭＯＸ燃
料／難題先送り
の再稼働急ぐな

安全文化はどこへ
高浜原発４０年超
へ

民主・維新合流へ
／国民本位の政
策評価を左右

刑法犯戦後最少
／真の安心は築
かれているか

同一労働同一賃
金／成否は社会
の根幹にも及ぶ

シャープ再建　老
舗が選んだ外資
の傘下

性的少数者の差
別／立法急ぎ人
権後進国返上を

原発の安全協定
実情に沿う「地元」
定義を

サヨナラ金融資本
主義　週のはじめ
に考える

介護保険料最高
／制度熟成で
サービス充実を

2016/2/23

2016/2/24

2016/2/25

2016/2/26

2016/2/27

世界経済の安定
へ果敢に行動を

2016/2/28

2016/2/29

大震災から５年
忘れない　一人一
人の交流を力に

2016/3/1

東電元会長ら強
制起訴／原因と
責任の総括が必
要だ

認知症事故・最高
裁判決　介護に安
心できるよう

認知症監督責任
／在宅介護の負
担軽減が急務

衆院定数改革／
共感呼ばぬ自民
の答申解釈

対北朝鮮制裁決
議／実効性確保
へ結束し履行を

大震災５年　福島
の学校再開／多
様な意見尊重し対
応を

　
に直面する習指
導部

そう　週のはじめ
に考える

　

三陸復興へ交流
戦略急げ
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鞆の浦　景観重視
の先例に

老人ホーム転落
死　特異な犯罪で
片付けるな

革新を怠った米ヤ
フーの経営が示
すもの

米ＡＳＥＡＮ　海の
平和へ連携強め
よ

米ＡＳＥＡＮ　南シ
ナ海での狼藉に
警告した

道議会の新庁舎
巨費への説明が
必要だ

石炭と環境省　世
界の目にはどう映
る

クルーズ船寄港
港湾機能の強化
が急務だ

文化と地域　息長
い市民参加の開
花

慰安婦問題　世界
に向け事実の発
信を

南シナ海で米国
はまず行動を

司法と住民　地域
間格差をなくそう

川崎連続転落死
介護の現場で何
があったのか

原発の汚染水　拭
えぬ凍土壁への
疑問

保育士配置緩和
賃金アップこそ本
筋だ

衆院選自民案
「身を切る」先送り
は論外

入所者殺害　まず
全容の解明を

石炭火力の新設
安定電源として活
用せよ

中国は日米韓と
連携し北朝鮮に
圧力を

マイナス成長　奇
策より地道に改革
を

健康保険証詐取
年金機構のチェッ
クが甘い

介護施設の安心
川崎の事件　繰り
返すな

マイナス金利　国
民生活にプラスか

ハンセン病救済
国の幕引きは許さ
れない

対北朝鮮　「日米
韓」連携を糸口に

北ミサイルの脅威
と国防　敵基地攻
撃能力の保有検
討を始めよ

試練続く欧州の難
民危機

東西教会の対話
紛争の抑制に期
待する

朝鮮半島緊張
「北」の軍事挑発
に警戒怠るな

閣僚の失態　政権
の姿勢が問われ
る

老人施設転落死
初動捜査が甘す
ぎた

老人施設転落死
虐待の芽を摘み
取るには

丸川環境相　撤回
しても残る「軽さ」

自民の選挙改革
案　約束違反を先
導するのか

経済の基礎体力
強める改革を再起
動せよ

政官の接触記録
法の要請を無視
するな

診療報酬改定
「かかりつけ」の普
及進めたい

ＧＤＰマイナス　ア
ベノミクスは限界
だ

北朝鮮制裁　危機
の長期化に備え
を

ＧＤＰマイナス
「好循環」は実現
するのか

景気に陰り　基本
に沿った政策を

ＧＤＰマイナス
「脱却」へ賃上げ
欠かせぬ

出たい人より出し
たい人を

丸川環境相　自覚
と誠実さに欠ける

ＧＤＰマイナス　足
踏み脱却へ消費
拡大がカギ

男性の育休　議論
後退させぬように

「電波停止」発言
放送はだれのも
のか

拉致再調査中止
粘り強く交渉働き
掛けよ

2016/2/15

日本人拉致　調査
の約束を果たせ

川内原発の免震
棟　誤解与えぬ説
明に努めよ

展望なき「もん
じゅ」開発を問い
直せ

対北朝鮮制裁　中
国の決断が遅す
ぎる

高市総務相発言
放送局の自律と
公正が基本だ

拉致再調査中止
筋通らぬ北朝鮮
の主張

石炭火力発電　温
暖化対策はどうな
る

拉致再調査中止
圧力と連携さらに
強化を

宇宙の謎に迫る
重力波の観測

社会保障費の偏
り　若者が声を上
げる番だ

拉致再調査中止
「北」の揺さぶりに
冷静対処を

相次ぐバス火災
安全意識高める
対策を

韓国の対応　挑発
に乗らぬ冷静さを

対北独自制裁　暴
走止める日米韓
連携を

重力波観測　宇宙
への新しい窓開く

「重力波」初観測
宇宙への新しい
窓が開いた

川内原発免震棟
建設撤回は筋が
通らぬ

辞職の宮崎議員
国民への大きな
裏切り

重力波初観測　宇
宙解明へ新たな
道開く

薬物犯罪防止　プ
ロ球界の意識高
めよ

重力波の観測
「新しい物理」が
楽しみだ

宮崎議員辞職　政
党は資質を見極
めよ

衆院選制度改革
自民党案で合意
形成できるか

重力波の初観測
宇宙の根源に迫り
たい

重力波キャッチ
次は「かぐら」も一
緒に

対北朝鮮制裁　日
米韓で中国に同
調迫れ

診療報酬改定　患
者目線の改革を

診療報酬改定　機
能する「在宅」へ
支援を

特区で外国人材
の活躍をさらに進
めよ

石炭火力の容認
ＣＯ２は削減でき
るのか

川崎・中１殺害
判決は残忍な犯
行を指弾した

「中１殺害」判決
兆候を察し救いの
手を

大学入試改革　疲
労困憊する制度
では

ふるさと納税急増
喜んでばかりでい
いのか

経常黒字回復　構
造変化を生かした
い

中１殺害に判決
少年法はこれでい
いのか

コメの高値誘導策
は疑問だ

乳幼児の虐待死
連携強めて命を
救おう

米大統領選　政治
不信が招く非主流
派躍進

北朝鮮への制裁
対話も粘り強く進
めよ

ジカ熱拡大　国際
協力で封じ込めよ

北方領土　首脳対
話で真意見極め
よ

北朝鮮制裁　効果
的な措置の選択
を

建国記念の日　政
府自ら祝典を開催
せよ

新陳代謝促し石
炭火力のＣＯ2を
減らせ

政治とカネ　甘利
氏の招致を求める

円高・株安　国際
協調で市場不安
を抑えよ

放送の公平性　政
府が判断すること
か

政治資金の規制
自民の逃げ腰が
目立つ

総務相発言　表現
の自由に対する
威圧

衆院選挙制度　理
解得られぬ先送り

長期金利の急落
不安心理の蔓延
をはばめ

自民は公約の重
みを忘れるな

選挙改革自民案
先送りでお茶を濁
すな

対「北」独自制裁
厳格な安保理決
議の先駆けに

衆院選制度改革
自民は答申を尊
重せよ

トランプ氏勝利
米国社会の復元
力は

マイナス金利　影
響を冷静に見極
めたい

台湾地震　震災に
向き合う連携を

捜査資料放置
「またかいな」では
すまぬ

世界市場の不安
を映すマイナス長
期金利

総務相発言　何の
ための威嚇なの
か

石炭火力容認　技
術革新で環境に
留意したい

金融市場の混乱
日銀の対応が招く
不安

香港の失踪事件
「一国二制」揺る
がす闇

教会群世界遺産
遠回りでも着実に
登録へ

ホームドア　もっと
早く増やしたい

地方創生回廊　ま
ず生活の足を確
保せよ

シリア和平の機運
を潰すな

マイナス金利　逆
に不安を広げてい
る

空き家対策　中古
市場の活性化も
効果的だ

「豊浜」２０年　悲
劇を繰り返さぬよ
う

長期金利マイナス
「一本足打法」を
やめよ

企業・団体献金
自民も禁止にかじ
を切れ

台湾地震　震災に
向き合う連携を

台湾南部地震　効
果的な支援を届
けたい

企業は世界戦略
を見直し次の変革
に挑め

シャープ　再生の
道筋はこれから

ゲノム編集　世界
に追いつく先端研
究に

核燃料サイクル
国民にツケを回す
のか

台湾地震　“弱い
ビル”をなくせ

全国がん登録　膨
大な情報どう生か
すか

ホームドア　もっと
早く増やしたい

対北独自制裁　拉
致被害者救出に
つなげ

実行段階に入った
地方創生

辺野古和解勧告
事態打開のきっか
けに

北方領土問題　首
脳会談で打開の
糸口を探れ

ジカ熱拡大　日本
も人ごとではない

事件の大量放置
緩みは大阪府警
だけか

捜査資料放置　大
阪だけの問題で
はない

ＴＰＰ署名　懸念も
丁寧に説明を

北方領土の日　返
還交渉の前提取
り戻せ

暴挙重ねる北朝
鮮に厳しい安保理
制裁を

北朝鮮ミサイル
暴走止める体制を
作れ

北ミサイル発射
平和脅かす挑発
行為だ

北ミサイル発射
東アジア危機に協
調を

ミサイル発射　安
保理の対処を急
げ

北のミサイル発射
暴挙止める実効
策を急げ

東欧の民主主義
が心配だ

指定廃棄物処分
地域に即した柔軟
策で

１８歳の政治参加
自主性を重んじて
こそ

九電免震棟撤回
命が軽んじられて
いる

ＧＰＩＦ改革　株式
論議より組織強化

「口利き」政治　疑
念解消は国会の
責務だ

将来世代を考えた
年金額の抑制が
必要だ

北方領土の日　交
渉阻むロシアの強
弁

捜査放置で時効
大阪府警の証拠
管理に呆れる

方領土の日　今年
こそ交渉の進展を

北陸新幹線　大阪
延伸は必要か

続発する新たなテ
ロ「サイバー攻撃」
有事の「危機感」
共有を

安保環境揺さぶる
中国軍改編

大阪府警　証拠品
への意識改めよ

大学入試改革　理
念と実現性の接
点を探れ

道の組織改編　地
域を支援する体制
に

首相の改憲論　あ
まりの倒錯に驚く

大学新テスト　改
革ありきの迷走止
めよ

与野党は憲法論
議に真正面から
取り組め

ＴＰＰ署名　発効
へ丁寧な議論を

指定廃棄物　新
ルールで処理を
加速したい

北ミサイル通告
発射阻止へ国際
連携を

公的年金積立金
危うい株式の自家
運用

新型交付金　新た
な勝ち負け生むの
か

シャープ再建　考
えたい「民と官」

皇位継承の在り
方　安定へ落ち着
いた議論を

生産性高め非正
規の賃上げを

難民の受け入れ
柔軟な審査で拡
大図れ

地方の未来　移住
促進へ文化力を
生かそう

インフルエンザ
流行の拡大を防
ぎたい

北ミサイル予告
中国も制止できぬ
のか

 シリア和平協議
人道危機打開を
最優先に

政治とカネ　疑惑
の根を断つ責任
は

北の指示役逮捕
「スパイ天国」でい
いのか

日米はＴＰＰ発効
急ぎ拡大を主導
せよ

原発の免震棟　九
電の姿勢は信義
違反

廃棄食品横流し
安全優先の意識
が欠けている

首相の９条発言
「改憲ありき」は疑
問だ

ＴＰＰ国会審議
不安に応える論
戦を

電力自由化　違い
見極め最良の選
択を

北朝鮮の挑発　米
中の行動で警告
を

ＴＰＰ署名　発展
の礎へ早期の発
効を

会計士は信頼回
復を急げ

読書感想文　思考
の扉を開け放とう

ＴＰＰ署名　成長
拡大へ早期発効
が重要だ

ＴＰＰ署名　国会
の場で徹底審議
を

浪江町のＡＤＲ
救済の原点を忘
れるな

卵子凍結保存　安
心して産める社会
こそ

大阪府警　捜査放
置の責任は重い

清原容疑者を逮
捕　愚かな行為が
腹立たしい

逆風の中でも進む
米国企業の新陳
代謝

北朝鮮発射予告
地域の危機を高
めるな

北ミサイル予告
挑発許さぬ意思を
明確に示せ

甘利氏の疑惑　国
会は自浄能力を
示せ

首相９条発言　ご
都合主義の改憲
論だ

北朝鮮ミサイル
発射阻止へ安保
理結束を

ジカ熱の流行　途
上国の保健向上
を

北のミサイル予告
たび重なる暴挙を
許すな

北のミサイルに万
全の備えを

卵子凍結　「これ
で安心」ではない

衆院予算委　憲法
改正の各論を深
めたい

清原容疑者逮捕
薬物汚染を根絶し
たい

ドイツ寛容の力＜
下＞　新ドイツ人
生まれる

ジカ熱流行　国内
でも警戒を強めね
ば

米国大統領選　世
界の難題、論戦を

ジカ熱大流行　蚊
の駆除対策に支
援急げ

誰が米大統領で
も困らぬパイプづ
くりを

米大統領選始動
世界に向けた論
戦を

ジカ熱感染拡大
世界が協力して封
じ込め急げ

米大統領選　実の
ある政策論争こそ

米大統領選　大国
の悲鳴が聞こえる

建設アスベスト
新たな救済策の
検討急げ

自衛隊の監視　歯
止めはあるのか

中国で邦人逮捕
釈放と帰国を強く
求めよ

九電の計画変更
は説明不足だ

同一労働・賃金
非正規の底上げ
前提に

空自航空団新設
南西諸島防衛の
着実な強化を

「建設石綿」判決
重い企業責任へ
の言及

ドイツ寛容の力＜
中＞　容易でない
多文化主義

民主党　危機感も
努力も足りない

春闘スタート　非
正規含めて改善
を

刑法犯が最少に
見守る目が安全
を育てる

五輪を農漁業の
競争力強化につ
なげよう

バス事故の対策
「社会のゆがみ」
に目を

建設石綿判決　被
害者の手厚い救
済が要る

地域金融の再編
まちづくりの支え
役に

原油安　恩恵は賃
上げに生かせ

「口利き」証言　国
会で真相解明す
べきだ

スポーツ団体　会
長選挙を広めよう

民主党　憲法の
「争点化」逃げる
な

デフレ克服に挑む
鉄鋼再編

プラスチックごみ
海を守る取り組み
急げ

シリア和平協議
人道目的の停戦
を優先した

シリア和平協議
停戦実現に全力
挙げよ

ドイツ寛容の力＜
上＞　メルケル流
自信の裏

外国人児童生徒
支援を進め多文
化共生を

電波停止の可能
性／総務相の発
言、容認できぬ

特殊詐欺「減少」
／被害はまだまだ
深刻だ

2016/2/4

2016/2/5

2016/2/6

2016/2/7

北ミサイル発射
地域の安定を揺
るがす暴挙だ

2016/2/8

2016/2/9

2016/2/10

2016/2/11

2016/2/2

2016/2/3

2016/2/14

休み

2016/2/16

2016/2/17

2016/2/18

地方創生の深化
／分権のエンジン
も欠かせぬ

2016/2/12

市場の不安払拭
へ協調策を探れ

2016/2/13

原発事故の森林
除染／再生に向
けて努力を尽くせ

自衛隊監視判決
／権力の圧力は
許されない

電力自由化／主
体的に未来を選
ぶ試金石

ＴＰＰ最終合意／
消えたのか「関税
撤廃」原則

建設石綿訴訟／
幅広い救済支援
を早期に

企業・団体献金禁
止／議論進め必
要な法改正を

政治資金、誰の財
布から？　週のは
じめに考える

玄海１号機廃炉
安全性確保へ国
が前面に

北朝鮮ミサイル
安保理で厳しい制
裁必要

北「ミサイル」発射
／圧力強化へ中
国共同歩調を

高齢者と薬／適
切な処方促す体
制整備を

省庁の地方移転
／政府の決意と
覚悟が必要だ

バス事故の教訓
今度こそ再発防
止徹底を

人工知能は恋を
する？　週のはじ
めに考える

衆院選挙制度改
革／先送りの自
民党案、再考を

ハンセン病集団提
訴／家族の差別
被害早期救済を

老人ホーム殺人
／介護現場の課
題注視を

「内憂外患」の経
済／不安、失望を
反転させねば
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核軍縮部会　禁止
条約を見据えよ

廃棄食品の転売
悪質業者の排除
と監視を

ジカ熱　感染拡大
防止に全力を

台湾と南シナ海
安定に寄与しない
馬氏の訪問

外国人技能実習
劣悪な実態放置
できぬ

政府機関の移転
この程度で活性
化するか

建設石綿判決　国
も企業も救済に動
け

尖閣とハリス発言
自らの防衛努力
が前提だ

日韓の安保協力
情報共有の強化
を図れ

非正規労働者　処
遇改善へ対策を
加速しよう

香港失踪事件　人
権と言論の自由
守れ

手話の普及　言語
として認める社会
に

川内原発　安全と
信頼が揺らぐ

電力自由化　安定
供給が競争の前
提だ

まずは年金資金
の運用体制改革
が必要だ

民主党大会　自ら
が強くならないと

民主党大会　野党
結集を前に進めら
れるか

民主党大会　有権
者に選択肢を示
せ

民主党大会　政策
にさらなる磨きを

税収増の使途　議
論自体がおかしい

ラブロフ発言　領
土否定なら交渉で
きぬ

戦争を忘れずに
次の世代へ

収の増加　健全化
の手を緩めるな

天皇陛下比訪問
友好親善深めた
「慰霊の旅」

高齢受刑者　認知
症の対策が急務
だ

マイナス金利　追
い込まれての弥
縫策

マイナス金利　効
果ある政策なの
か

米大統領選　対中
国の決意を聞きた
い

マイナス金利　苦
しまぎれの冒険だ

高浜原発再稼働
電力の安定供給
と負担軽減を

マイナス金利　日
銀の危うすぎる賭
け

原発免震棟撤回
九電は納得のいく
説明を

大学入試改革　見
切り発車は混乱
招く

マイナス金利導入
日銀頼みの限界
忘れるな

高浜原発再稼働
集中立地の危険
直視を

日銀追加緩和　脱
デフレの決意示す
負の金利

高浜の再稼働
「福島」の教訓が
見えぬ

香港失踪事件　言
論の自由が危うく
なる

甘利氏の辞任　幕
引きにはできぬ

高浜再稼働へ　安
定供給への流れ
加速を

疑惑晴らせぬ経
財相の辞任は当
然だ

甘利氏辞任　説得
力を欠いた釈明だ

甘利氏辞任　幕引
きにしてはならぬ

甘利氏閣僚辞任
「口利き」全容解
明せよ

甘利大臣辞任　首
相の責任も見逃
せない

天皇慰霊の旅　歴
史を知ることの重
み

甘利氏辞任　金銭
授受の異常さに
驚く

東芝旧役員の責
任を問う意味

出版市場の縮小
本の多様性を守り
たい

家庭電力自由化
情報提供はより丁
寧に

ポーランド　自由
な報道を取り戻せ

空港の民間委託
活性化の切り札と
なるか

ドーハの歓喜　五
輪６連続出場は快
挙だ

官製ファンド頼み
の企業再生でい
いのか

電力販売自由化
消費者の利益が
肝心だ

鹿児島逆転無罪
ＤＮＡ鑑定を適切
に活用せよ

住宅政策の指針
中古市場整備を
着実に

トヨタとスズキ　国
内再編から世界
へ

米大統領選　過激
発言横行を憂慮
する

安倍首相　まず自
らの憲法観を語れ

研究開発の数値
目標は慎重に

日本の寄付文化
広める方法工夫し
たい

１８歳選挙権　参
院選の投票機会
を広げたい

旭川大の市立化
未来を見据えて検
討を

テニス八百長？
対応が後手に
回ってる

大寒波の教訓　備
えに油断はなかっ
たか

代表質問　不平等
克服へ政策競え

英の「毒殺」調査
露は重大な疑惑
に答えよ

投資協定の加速
でグローバル化支
えよ

両陛下の比訪問
忘れない決意を
新たに

ＴＰＰと著作権　保
護強化で創作意
欲守りたい

衆院代表質問　重
い論点　逃げず答
弁を

国会代表質問
「建設的議論」は
どこへ

両陛下の比訪問
忘れてはならぬ激
戦地に

ポーランド　守る
べき民主化の精
神

春闘スタート　民
主導で脱デフレを
図れ

なお改善が必要
な原発の規制

国会代表質問
「分配重視」説明
足りぬ

衆院代表質問　対
案の各論を本格
的に深めよ

高齢者の預託金
あってはならぬ流
用だ

中国経済の減速
国有企業の整理
急げ

教科書謝礼問題
教育者の倫理が
問われる

宜野湾市長選
「辺野古」容認と
言えぬ

教科書謝礼問題
子供に顔向けでき
るのか

サイバー人材を育
成し多面的な対策
を

琴奨菊の優勝　切
磋琢磨で満員御
礼を

中国の人権弾圧
身勝手な力の統
治が目に余る

訪日客最多　交通
網整え道内全域
に

訪日客最多更新
観光立国へ今後
が正念場

著作権法　「活用
する」の発想で

フィリピンご訪問
深い鎮魂と友好を
次代に

国と沖縄は対話を
閉ざすな

銀行の献金復活
数々の疑問がつ
きない

電力市場自由化
新料金プランの説
明を丁寧に

琴奨菊初優勝　相
撲人気復活に弾
みを

宜野湾市長選　辺
野古容認と解釈で
きぬ

高齢者見守り　ま
ず実態の把握を

琴奨菊の優勝
「型」を究めて日
本勢続け

企業が厚生年金
から逃れるのを許
すな

宜野湾市長選　辺
野古に直結はしな
い

宜野湾市長再選
「普天間固定」を
避ける一歩に

宜野湾市長選　政
府は民意を見誤
るな

宜野湾市長選　辺
野古信任とは言え
ぬ

国会と育休　「くせ
に」を排し議論を

宜野湾市長再選
基地移設を着実
に進めよ

道半ばのブラック
企業対策

１６春闘スタート
底上げに向けた
交渉を

琴奨菊初優勝　日
本人力士１０年ぶ
りの快進撃

ドーピング不正
国際陸連は襟正
さねば

琴奨菊が初優勝
がぶり寄りで綱と
りを

パキスタン　市民
社会の形成を促
せ

香港失踪事件　中
国は弾圧の手伸
ばすな

デフレ脱却を前に
進める労使交渉
に

原子力規制委　ＩＡ
ＥＡの指摘生かせ

科学技術計画　次
代の暮らしに役立
つ開発を

廃棄食品横流し
抜け穴防ぐ対策
が急務

廃棄食品問題　問
われる日本の
「食」

ＩＡＥＡの評価　適
正な原発審査に
生かせ

バター不足の根
源にメスを

建設石綿判決　国
は新たな救済制
度を

教科書謝礼問題
不正行為の蔓延
にあきれる

ヘイトスピーチ
条例に頼らぬ抑
止策を

施政方針演説
「挑戦」というなら
ば

雪と都市交通　暮
らし方で混乱を防
ごう

経済再生へさらな
る踏み込みが必
要だ

施政方針演説　首
相こそ建設的議
論を

甘利氏献金報道
疑惑解明へ説明
から逃げるな

施政方針演説　挑
戦の具体像が見
えぬ

施政方針演説　首
相が対決あおると
は

施政方針演説　成
長戦略一辺倒で
いいか

教科書選定　謝礼
の調査、徹底的に

施政方針演説　眼
前の危機もっと言
及を

震災復興に乗じた
談合の罪

教科書不正　健全
な競争に立ち戻
れ

施政方針演説
「挑戦」の具体策
が問われる

震災復旧談合　被
災者を裏切る愚
行だ

出版社が謝礼　教
科書を汚すまい

西スポ賞　誇りを
胸に新たな高み
へ

利氏の疑惑　全容
解明の責任果た
せ

政治とカネ　甘利
氏は明確に説明
せよ

財政健全化の目
標達成へ足場固
め直せ

甘利氏の疑惑
「あいまい」では済
まぬ

震災復旧談合　支
援に乗じた不正は
許されぬ

甘利氏の疑惑　早
急に説明責任果
たせ

政治とカネ　甘利
氏は疑問に答え
よ

春闘　賃金底上げ
の継続が必要

震災復旧談合　被
災者への背信行
為だ

訪日客２０００万
人　爆買い頼みに
死角ないか

経財相は真摯に
疑惑に答えよ

震災復旧談合化
被災地への背信
行為だ

厚生年金逃れ　従
業員の老後が脅
かされる

厚生年金逃れ　実
態把握を一刻も早
く

女性の政治参加
議員の数を増やし
たい

がんワクチン　新
たな治療として確
立を

訪日外国人　摩擦
を理解へのてこに

高速道復旧談合
被災地を食い物
にするな

被災地の自立へ
きめ細かな支援
続けよ

中国の成長鈍化
改革の試練これ
からだ

外国人客急増　日
本の魅力に磨きを
かけたい

２０１６年春闘　格
差解消図る賃上
げを

首相「改憲」発言
改正ありきは慎ま
ねば

ヘイトスピーチ
意義ある地方の
抑止条例

洪水対策　「ソフト
中心」徹底を

３万円給付金　年
金抜本改革こそ
本筋だ

中国依存の観光
立国の危うさ

中央省庁の移転
理念と全体像を明
確に

春闘スタート　控
え目でもベア実施
がカギだ

中国の成長鈍化
改革は着実かつ
慎重に

キャスター降板
何が起きているの
か

子宮頸がん予防
接種のリスク見極
めねば

中国経済　投資偏
重からの転換を

マイナンバー　着
実な運用で信頼
獲得を

中国は市場との
対話重視でリスク
回避を

高齢者の預託金
悪用防止の対策
を急げ

ジャカルタテロ
「イスラム国」の脅
威アジアに

イラン制裁解除
中東安定化への
契機に

動きだす春闘　デ
フレ脱却へ粘り腰
で

冷凍カツ横流し
廃棄物が店頭に
並ぶとは

強制送還　入管行
政見直す契機に

衆院選挙改革　あ
まりの遅さにあき
れる

治安の改善を実
感するために

国内テロ対策　省
庁のたて割り解消
を

中国ＧＤＰ減速
安定成長へ構造
改革が急務だ

「大雪」横領判決
全容解明はまだ
途中だ

国内の象牙管理
抜け穴は密猟の
手助け

中国経済　かじ取
りに狂いはないか

イラン問題　中東
安定化探る一歩
に

イラン制裁解除
国際社会復帰は
道半ばだ

イラン核問題の決
着を中東安定の
テコに

イラン制裁解除
中東の安定につ
なげよ

岡田民主党１年
「左傾化」で支持
は広がらない

マイナンバー　何
のための制度な
のか

廃棄カツ横流し
信頼の土台が揺
らぐ

衆院選制度答申
地方だけ減らして
いいか

夜行バス事故　生
かされなかった教
訓

インフラ銀開業
中国の独善運営
を許すな

ＧＥの経営改革に
学びたい

ゲノム編集　課題
整理し歯止め急
げ

イラン制裁解除
合意履行を中東
安定へ生かせ

教科書謝礼問題
不透明な手法は
一掃を

イラン制裁解除
中東安定につな
げたい

保育士不足　待遇
改善で安定的確
保を

ヘイト条例　大阪
から議論加速を

『帝国の慰安婦』
の朴裕河（パク・
ユハ）教授への賠
償命令は、学術妨
げる不当な判決だ

電力小売りの全
面自由化へ準備
を万全に

ＤＮＡ型鑑定　法
による規制の検討
を

もんじゅ再建策
信頼取り戻す新
組織が必要だ

ＣＯＰ２１と日本
脱炭素へ歩み出
さねば

省庁移転　全体で
筋通るものに

軽減税率の財源
歳出効率化の議
論怠るな

仕事と介護の両
立支えよう

新共通テスト　制
度の安定性が肝
心だ

ＡＩＩＢ始動　公正な
運営へ不安が拭
えない

くい打ち処分　法
改正で安全の確
保を

台湾総統選　「現
状維持」を出発点
に

台湾政権交代　民
意踏まえ賢明な
道探れ

台湾初の女性総
統が問われる対
中政策

阪神大震災２１年
きめ細かな住宅
支援を

阪神大震災２１年
記憶をいかに継
承していくか

台湾総統選　穏健
な対中政策堅持
を

「阪神」２１年　災
害は姿を変えて来
る

阪神大震災２１年
教訓を緊急事態
に生かせ

都市型震災への
備えを着実に

台湾総統選　中台
関係の安定化図
れ

台湾総統選　対中
急接近が生んだ
蔡新政権

健保情報流出　管
理の見直しが必
要だ

2016/1/27

2016/1/28
関電高浜原発　な
し崩し再稼働に反
対だ

悲しい歴史を見つ
めて　両陛下フィ
リピンへ

岡田民主党１年／
再生、国民に軸貫
いてこそ

春闘スタート／試
される働く側の
「連帯力」

廃棄食品横流し
／この不正も「氷
山の一角」か

台湾総統に蔡氏
「現状維持」を選
んだ民意

「阪神」に思い出
す防災　週のはじ
めに考える

防災・減災　東北
大災害研／設立
理念、いまこそ実
現を

2016/1/17

2016/1/20

2016/1/21

ＤＮＡ鑑定で逆転
無罪／証拠の恣
意的利用を戒める

震災談合強制捜
査／「緊急復旧」
言い訳にならず

2016/1/26

2016/1/25
若年女性支援／
課題可視化し多
様な連携で

琴奨菊優勝　綱と
りへ九州の夢膨ら
む

ずさんなバス事業
／監査の強化だ
けで十分か

憲法改正論議／
震災便乗のお試
し許されぬ

日本の課題　縮む
社会にどう備える
か

中台対話の継続
を　台湾政権交代

東西線開業１カ月
／利用者増へ知
恵を絞ろう

2016/1/18

2016/1/23

2016/1/24

施政方針演説／
かすむ具体策、議
論深めよ

政治とカネ　甘利
氏の説明責任は
重い

なぜ賃金は上が
らない　週のはじ
めに考える

厚生年金未加入
／２００万人の老
後是正を

2016/1/22

2016/1/19

甘利経財相辞任
秘書の監督責任
は免れない

2016/1/29

日銀頼みにせず
市場安定へ協議
を

2016/1/30

2016/1/31

パリ協定受け長期
戦略を描くとき

2016/2/1

甘利経済再生相
辞任／疑惑全容
解明の責任は残
る

高浜原発再稼働
信頼を結べぬまま
に

初のマイナス金利
／効果に疑問を
禁じ得ない

少年法適用年齢
結論を急ぐ問題で
はない

東北の野党共闘
／地元協議で一
致点を探れ

経綸のともしび遥
か　週のはじめに
考える

公判前整理手続
き／長期化に厳
格な歯止めを
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ジャカルタのテロ
脅威の蔓延を食
い止めよ

中国主導の投資
銀を透明化するた
めに

スキーバス事故
教訓は生かされた
のか

スキーバス転落
運行管理は万全
だったのか

スキーバス事故
安全管理の徹底
が必要

スキーバス事故
なぜ繰り返される
のか

スキーバス事故
惨事はなぜ繰り返
すのか

スキーバス事故
惨事には必ず原
因がある

繰り返されたバス
事故の悲劇

陸上ドーピング
腐敗体質の一掃
を図れ

金融市場大荒れ
中国発の不安連
鎖を断ち切れ

日韓関係　改善の
流れ確かにせよ

保険料負担逃れ
２００万人を守らね
ば

ジャカルタ　テロ
東南アジアも警戒
強めよ

衆院選挙改革　不
断の見直しを怠る
な

ＮＨＫ不祥事　公
共性への意識が
足りぬ

答申を尊重して１
票の格差の是正
急げ

原油３０ドル割れ
影響の広がりに警
戒を

日韓慰安婦問題
合意履行に朴氏
の責任は重い

衆院選改革答申
格差是正へ合意
を急げ

選挙制度改革　多
様な民意を削るな

くい打ち不正　教
訓踏まえ再発防
止策を

厚生年金逃れ　調
査と指導の徹底を

対北制裁と中国
抜け道ふさぐ責任
大きい

マネー変調へ警
戒緩めるな

衆院１票の格差
自民は答申を尊
重せよ

衆院選制度改革
議員立法へ与野
党は調整急げ

強姦逆転無罪　Ｄ
ＮＡ鑑定の透明化
を

１１３番元素　科学
者の楽園が育む

米大統領演説　世
界の安定どう守る
のか

強姦逆転無罪　捜
査過程の検証を

米大統領演説　協
働する大国像こそ

米議会のＴＰＰ早
期承認を期待する

日韓関係　前向き
の流れを生かせ

オバマ演説　指導
力回復へ全力尽く
す時だ

オバマ演説　世界
の結束へ行動力
を

強姦事件で無罪
ＤＮＡの扱いは慎
重に

鹿児島逆転無罪
ずさんな捜査を猛
省せよ

米大統領演説
協働する大国像
こそ

尖閣の守り　海自
の警備行動は当
然だ

核燃再処理の費
用をまず示せ

オバマ一般教書
「変化の時」に米
国の力を

教科書謝礼問題
不正防止へ業界
は襟を正せ

ＡＳＥＡＮ拠点　道
の発信力が試さ
れる

最後の一般教書
オバマ流を貫くべ
きだ

憲法論議　首相の
前のめりを危ぶむ

首相と憲法　何の
ための改正なの
か

中国経済の混迷
改革に揺らぎは許
されぬ

民間の力がカギ
握る高齢者の就
労支援

給付金３万円　矛
盾している政府説
明

朝鮮半島緊張　北
のさらなる挑発を
許さない

スマホ料金　不公
平感なくす設定に

株安の進行　海外
要因だけなのか

国地方係争委　何
のために存在する
のか

スポーツ競技　女
性の健康守る方
策を

拉致と核実験　包
括解決へ制裁の
強化を

香港の言論の自
由が危うい

首相の憲法発言
数合わせよりも中
身だ

首相３分の２発言
憲法改正へ幅広
い合意目指せ

増える山岳遭難
自然甘く見てはな
らぬ

ドイツ難民犯罪
試される人道と理
性

諫早湾和解協議
対立に終止符打
つ契機に

地理的表示　地域
おこしの推進力に

地方版総合戦略
長期的視野を欠
いている

子育てを支えるの
は社会全体の責
任だ

２０１６年を考える
中国と世界　秩序
に取り込む道探れ

東京五輪運営費
削減の努力が不
可欠だ

科技基本計画　研
究者育成が最優
先だ

ＡＳＥＡＮ共同体
平和の海に応分
の役割を

民の経営感覚で
空港活性化を

中国と世界　秩序
に取り込む道探れ

特殊詐欺減少　さ
らなる対策の強化
を

「成人」１２１万人
の２０歳に　磨き
のかかった「大
人」を目指せ

成人の日　チャレ
ンジ精神で道を拓
こう

教員定数削減　現
場の実情から議
論を

中国の反テロ法
抑圧強化の道具
にするな

地方版総合戦略
自治体の創意工
夫が試される

元素の発見認定
基礎研究重視の
機会に

 「偏り」攻撃　批
判封じは間違いだ

韓国「慰安婦白
書」　自ら信頼を
失うばかりだ

中東と日本　傍観
者でいられない

太陽光発電　早い
者勝ちを放置する

北朝鮮核問題　問
われる中国の行
動

サウジとイラン
地域大国の責任
自覚せよ

市場の急変動を
警戒しつつ改革怠
るな

化血研業務停止
献血者の善意を
裏切る行為だ

首相の改憲論　な
ぜ具体像示さぬ
のか

金融政策開示　日
銀の姿勢こそ改
めよ

サウジとイラン
中東全体を混乱さ
せるな

香港の怪事件　言
論の自由の危機
だ

新元素の認定
「知の財産」将来
につなげ

野党の立ち位置
がわからない

中国ロケット軍
米への挑戦示した
核部隊強化

岐路の年に　重層
的な社会保障制
度を

教科書の選定　水
面下で何をしてい
る

国会論戦本格化
野党に求められる
「覚悟」

国会論戦　野党は
臆せず切り込め

日本のスポーツ界
発信力に富む人
材育成を

宇宙ステーション
有人活動の将来
像こそ

サウジＶＳイラン
断交は中東の混
迷深めないか

岐路の年に　原発
依存から脱却せ
ねば

安倍首相答弁　憲
法軽視の反省見
えぬ

「チーム学校」　拡
充急ぎ教員の負
担減を

教科書説明会　開
かれた制度へ一
歩を

対北朝鮮制裁　率
先し断固たる対応
とれ

サウジとイラン
米国は事態収拾
に動け

衆参代表質問　選
挙向けの非難合
戦に陥るな

省庁の地方移転
政府はやる気ある
のか

サウジとイラン
宗派対立の拡大
止めよ

世界経済の動揺
協調姿勢も余裕も
乏しく

代表質問　日本の
危機見据え議論
を

北朝鮮の核の暴
走止める厳しい制
裁を

北の「水爆実験」
国際的孤立深め
る暴挙

北朝鮮の核実験
厳しい制裁を突き
つけよ

建設業は体質と
構造を改めよ

衆院代表質問　ば
らまき批判に答え
よ

サウジとイラン
中東安定に向け

世界同時株安　連
携して不安の沈静

新元素認定　日本
初の快挙をたたえ

ＮＰＯと政治　大
切なのは多様さだ

岐路の年に　新幹
線効果を広げてこ
そ

携帯電話の料金
ゆがんだ販売法
の是正を

対立の沈静化へ
サウジとイランは
自制を

新元素の発見　日
本の科学力を示し
た

通常国会召集　重
い課題の徹底審
議を

実力の伴う食品ブ
ランドに

国会開会　「安倍
政治」の総点検を

岐路の年に　まず
貧困問題と向き合

わかりやすい選択
肢示す国会論戦
を
女性の育成・登用
を着実に

2016/1/3
２０１６年を考える
イスラムと米国
融和と共生への
イスラムと米国
融和と共生への
知恵を

2016/1/2

2016/1/1
分断される世界
連帯の再生に向
き合う年

新たな時代の「追
いつき追い越せ」
へ

２０１６年を考える
民主主義

世界の安定へ重
い日本の責務

岐路の年に　格差
と分断のない社会
を

歴史の岐路に
立って／未来の
扉、開くのは私た

歴史の教訓を胸
に　年のはじめに
考える

地域と新聞　九州
創生の胎動ととも
に

休み

孤立社会を超えて
市民と行政の協
働築こう

経済再生　機逃さ
ず「稼ぐ力」高めよ
五輪とＴＰＰ生か
す知恵絞れ

グローバル化の
大波に乗り成長を

脅威増す世界　対
「イスラム国」で結
束強めよ

岐路の年に　「共
存」基本の安保政
策を

震災５年の節目へ
／犠牲繰り返さぬ
誓い新たに

世界から古里を見
れば　年のはじめ
に考える

戦争と平和　戦後
７１年も考え続け
たい

通常国会開幕
「戦後の岐路」問
う論戦を

外交安保　脅威増
す隣国を直視せよ
世界の安定に責
任果たす時だ

安倍政権４年目
安定基盤を課題
克服に生かせ

公布７０年、憲法
の岐路　年のはじ
めに考える

「申年政治」始動
しっかり見て聞い
て言う

モンテ社長解任／
山形県に猛省促
す署名活動

スキーバス転落
／再発防止へ原
因徹底究明を

新しい春の風よ吹
け　年のはじめに
考える

空き家税制改正
／地域事情に即
した対策必要

最終処分有望地
／時間をかけて
丁寧な議論を

「チーム学校」／
社会総がかりの
教育実現を

衆院選挙制度改
革／答申案尊重
し是正の一歩を

血液製剤不正処
分／業務停止だ
けでは済まない

株安と安倍政権
経済政策に「百年
の計」を

2016/1/4
２０１６年の世界
扇動を排し市民の
関与を

出生数反転　未来
に向け確かな上
昇を　首相は希望
持てる政策語れ

2016/1/9

日本経済 生き残
りの条件　ＩＴ感度
を高め飛躍のエン
ジンに

原発　事故後５年
の正念場だ　最終
処分場立地へ理
解を促せ

2016/1/6

2016/1/7
北朝鮮の核実験
孤立を深めるだけ
の愚挙

地方自治の危機
抜け出そう「上下・
主従」

2016/1/5

安倍政権と憲法
生活者の実感を
大切に

日本経済足踏み
官民連携で「好循
環」の実現を

岐路の年に　ＴＰＰ
批准には疑問多
い

ＴＰＰをめぐって／
「理」封ずる「利」
厳しい目を

等身大の姿見つ
めよう　年のはじ
めに考える

安倍外交と安保
国際秩序構築へ
脱「受け身」で

２０１６年を考える
人口減少と経済

企業統治の改革
進め収益力強化
を

2016/1/8

国と地方　対等の
精神を生かそう

２０１６年の世界
国連中心に結束
強めたい

波乱の世界経済
成長と市場安定
へ改革推進を

社会保障政策
「１億総活躍」の具
体策を急げ

北朝鮮核実験　ど
こまで暴走続ける
のか

国際包囲さらに強
く　北朝鮮「水爆」
実験

北朝鮮「水爆実
験」／国際社会を
脅かす暴挙だ

経済財政論戦　な
ぜ狙い通りいかな
いか

通常国会召集／１
８歳の期待にも沿
う論戦を

受け入れ拡大へ
向け総合戦略を

2016/1/10

２０１６年を考える
震災から５年　希
望の灯はともせた
か

外国人とともに生
きる(下) 司令塔を
設け暮らしやすい
社会に

日中関係の未来
長い視点で互恵
の構想を

2016/1/11

２０１６年を考える
日本の安全保障
同盟のジレンマ直
視を

北朝鮮「水爆実
験」　国際包囲網
の再構築を

北朝鮮核実験　脅
威の深刻化に迅
速対応せよ

交通事故死／増
加は深刻対策見
直しを

成人の日　未知の
一歩を踏み出そう

意志ある風になれ
る人　成人の日に
考える

「新しい東北」／
点から面へ一段
の支援必要

科学技術計画　長
い目で研究者の
育成を

スポーツ文化変わ
るか　五輪の年に
考える

デフレ脱却　正念
場／好循環へ賃
上げも「分配」も
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週のはじめに考え
る　板挟みを乗り
越えて
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